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(昭和62年 3月30日現在)

所 長 教 授 大 島 駿 作

(内科学第一部門)

主任教授 :久世文章,助教授 :川合 満,講師 :倉沢卓也,助手 :山本孝吉,桐谷良一,村山尚子,田中栄作,

講師(非常助):今井節朗,中井 準,田中健一,岩田猛邦,辻野博之,中西通泰,技官 :本間 トキ工,技術補佐

良 :片岡和美

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :泉 孝英,講師 :門 政男,助手 :北市正則,松井祐佐公,平田健雄,講師 (罪

常勤)･'日置辰一郎,中島道郎,佐藤篤彦,杉本幾久雄,北 徹,今井弘行

技官 :今井保代,技能補佐員 :谷岡文子,曽根千雅,奥田敦子

(胸部外科学吾即ヨ)

主任教授 :人見滋樹,助教授 :和田洋己,講師 :田村康一,助手 :岡田賢二,青木 稔,講師 (非常数):吉栖

正之,秋山文摘,香川輝正,岡田慶夫,早川 賓,玉井 直,事務補佐員 :山本尚子,技術補佐員 :高 淳恵,

石橋浩一,寺本奈尾美

(病理学吾即ヨ)

主任教授 :竹田俊男,助教授 :鈴木康弘

助手 :細川昌則,樋口京一,講師(非常数):三ツ井洋司,馬場満男,江崎孝三郎,里内 清

技官 :松下隆寿,小岸久美子,岩井昭一,技能補佐員 :門田一美,医員 :藤田葉子,(研修医)内木宏延

(細菌血清学部門)

主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :喜納辰夫,医員 :魚住公治,講師 (非常助):徳永 徹,蘇

長博,佐渡敏彦,技能補佐員 :岡田洋子 し

(細胞化学部門)

主任教授 :永田和宏,助教授 :大川欣-

講師 :前田道之

講師 (非常数):穂積本男,矢原一郎

技官 :島田道子,事務補佐員 :坪田晴子
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(臨床肺生理学部門)

主任教授 :久野健忘,助教授 :大井元晴,佐藤公彦,講師 :三嶋理晃,助手 :李 勝弘,講師(非常勤):山林

一,仲田 祐,山田久和,太田和夫,中川正晴,加藤幹夫,阿部光幸,伊藤春海,小野公二,技能補佐員 :服部

央子,石田嘉子

(事務部)

事務部長 :西村幸雄,管理課長 :槌田義久,庶務掛長 :中谷 章,同主任 :生駒時秀,同事務官 :野田芳子,

乾 和巳,水原貞子,事務補佐員 :杉山智美,二木富美子,経理掛長 :佐野重信,同主任 :野元頼子,同事務官

:畑 勝,北野和男,安達康夫,梅田二郎,事務補佐員 :中瀬安子,施設掛長 :谷 泰雄,技官 :進士 悟,

松浦 康,藤木清文,小西喜一郎,業務課長 :佐藤文宜,医事掛長 :畠中秀雄,同主任 :田原親,事務官 :沢田

佳也,田村長生,殿崎雅弘,久富丈志,技官 :竹内孝子,事務補佐員 :集治昌代,中村房枝,土井弘子,大谷小

百合,橋本敏子,収入掛長 :石井利和,事務官 :藤井芳克,関 保子,事務補佐員 :多田真由美

(附属感染免疫動物実験施設)

施 設 長 (兼)教 授 :桂 義元,助教授 :西川伸一,技官 :安岡倉一,大字雪雄,近藤照子,高沖悠子

(電子顕微鏡室)

技官 :増田 稔

(附属病院)

病院長 (兼)教 授 :久世文事

(第一内科診療科)

科 長 (莱)教 授 :久世文事,外来医長 (莱)助教授 :川合 満,病棟医長 (兼)講師 :倉揮卓也,医員 :

鈴木克洋,河南里江子,(研修医),新茸彰男,冨岡洋海,縄田隆平,多田公英,橋本 徹,池上裕美子

(第二内科診療科)

科 長 (兼)教 授 :大島駿作,外来医長 (兼)助教授 :泉 孝英,病棟医長 (兼)講師 :門 政男,医員 :

長井苑子,前原順一,(研修医)小滞佳広,小山 弘,川谷暁夫

(外科診療科)

科 長 (兼)教授 :人見滋樹,外来医長 (兼)助教授 :和田洋己,病棟医長 (兼)講師 :田村康一,医員 :乾

健二,(研修医)李 美於

(理学呼吸器科診療科)

科 長 (兼)教 授 :久野健忘,外来医長 (兼)助教授 :佐藤公彦,病棟医長 (兼)助教授 :大井元晴,医員

:平田博通,(研修医)松尾晃次,田中嘉人,中村吉法,関野 -

(検査部)

検査部長 (兼)助教授 :木野稔也,技師長 :木津 啓,技官 :前田清子,黒住真史,春名和代,岡部好恵,山根

すま子,平井 要,技術補佐員 :宮野和子,冨田由美子,浅沼由美,技能補佐員 :林すみ子,東 杏枝

(放射線部)

放射線部長 (兼)教授 :久野健志,技師長 :溝川純一,同主任 :戒岡信長,技官 :大坂泰夫,曽我部康之,灘井

智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍,野間口明美

(麻酔部)

麻酔部長 (兼)助教授 :和田洋己

(輸血部)

輸血部長 (兼)助教授 :川合 満

(手桁部)

手術部長 (莱)教 授 :人見滋樹

(材料部)

材料部長 (兼)助教授 :和田洋巳
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(薬削部)

薬剤部長 :武山正治,薬剤主任 :洋間平和,技官 :藤原嘉子,小林千代子,川田昌子,川勝一雄,薬剤師 :中島

英一,事務補佐員 :芦田明子

(看護部)

看護部長 :平野照子,看護婦長 :小林とよ,松田比佐子,和多田すみ子,西森三保子,山本喜美,副看護婦長 :

丘 恵子,斉藤千鶴子,末田恵子,技官 :大山峯子,小林裕子,稲田ひろ子,山中祥子,柴田佐代子,松本敏枝,

藤井喜代子,福田千恵子,濃野ヒロ子,岩佐純子,松原千里,川中マスコ,今西美千乃,小林富貴子,阿部喜代

子,相川三千代,寺戸美枝子,山西順子,梅田正子,田尻春代,榊喜久子,高橋わき子,北川繁子,小林梅野,

永利明美,渡部幸子,安藤純子,水上絹子,荻田孝子,三宅童子,平畑早苗,内藤敏子,米沢カヨ子,松田初枝,

村西直美,稲垣美智子,湯浅里恵,園田正子,坂東フサ工,滝野清子,谷内かおり,玄真利子,田中悦子,若村

智子,原田芳香,能井美千代,内木カネ子,森朝子,片桐久江,山道美津子,渡辺ヒデ子,漁村初子,演本初美,

広瀬文代,技能補佐員 :松本不二,秋本ったえ,田中綾子,技術補佐員 :勇 免子,朴 貞子,秋里 櫓,早川

泉子,曽我部京子

教 官 人 事

細胞化学部門 永 田 和 宏 教 撹

昭和61年4月1日付で退官された細胞化学部門市川康夫教授の後任として,同部門講師であった永田和宏氏の

昇任が決定,昭和61年11月16日付で発令された｡以下に同氏の略歴ならびに研究業績の概略を簡単に紹介します｡

学 歴 :昭和41年4月 京都大学理学部入学

昭和46年 3月 京都大学理学部物理学科卒業

職 歴 :昭和46年4月

昭和51年10月

昭和51年11月

昭和54年7月

昭和59年 5月

昭和61年5月

昭和61年11月

森永乳業中央研究所入社

同上退社

京都大学結核胸部疾患研究所細胞化学部門研修員

同上講師

米国国立癌研究所へ留学

帰国

京都大学結核胸部疾患研究所細胞化学部門教授

研究業績概要 :

永田氏のこれまでの研究は大きく分けて2つの領域に分けられよう0

1)まず恩師市川康夫先生の確立されたM 1細胞株を用いて骨髄性白血病細胞から大境細胞-の分化過程に伴な

う運動能の変化に着目し,この現象と細胞骨格系蛋白質特にアクチン,ミオシンに注目し,とくにアクチン分子

の機能を制徹していると思われる3つの新しい蛋白質を分離 ･精製,その作用を明かにされました｡この仕事は

細胞分化を分子レベルの仕事として潤えた先駆的な輝かしいもので世界的に高く評価されています｡

2) 次は氏が米国 NCI留学中になされた細胞外マトリックスと細胞膜上に存在する受容体に関する仕事で,

この中でコラーゲンによるフィブロネクチン作用の抑制作用の発見,さらにフィブロネクチンとコラーゲン受容

体の相互作用について新知見が加えられたO次にニワトリ胎児線維芽細胞の細胞膜に存在するコラーゲン結合性

蛋白質 (分子量 47K)がウイルスで癌化した細胞において,蛋白量自体は減少するが蛋白の燐酸化が5-7倍

に増加するという,細胞癌化とこの蛋白との関連につき極めて重要な発見となり, さらにこの研究の'進展する

中で, この蛋白が,最近,医学 ･生物学の領域でホットなトピックスになってきているいわゆる `̀heatshock

protein"に属する新しい蛋白種であることを発見された｡
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以上,永田氏の仕事は先生が従来から志向されてきた細胞分化の現象を精練な様々の方法論を駆使して分子レ

ベルで着実に観察していこうとする大きな流れの中にあるものと理解されると共に,特に上記2)に示すように温

熱と細胞分化あるいは癌化抑制等のいわば臨床と基礎の接点に新しい展望を与える可能性を大きく秘めたものと

考えられ,本研究所にとっても意義あるものと思われる｡

先生のお人柄は明朗潤達さと,その中に包まれたデ リカシィ一にあると思います｡これは,先生の御趣味がテ

ニス,登山をはじめ色々のスポーツにある一方,短歌にも通じられ,折にふれ奥様と共に,すぼらしい歌を詠ま

れるという面にもうかがい知れます｡

今后先生が,巾広い,暖かい人間性にうらうちされた恵まれた才能と,若さを充分生かされて,より大きく,

益々研究を発展させられ,細胞化学部門,胸部研の発展のために御健斗あらんことを祈ってやみません｡

(竹田俊男)

細胞化学部門 前 田 道 之 講 師
■

昭和41年京大医学部卒｡大学院 (ウイルス研究所癌ウイルス部)を修了後,昭和46年ウイルス研究所の助手と

なり,市川康夫助教授のもとで,マウス骨髄性白血病細胞に対する分化促進因子の精製に携った｡市川康夫氏が

教授として本研究所に赴任されたのに伴ない,前田氏もウイルス研究所から移籍,引続き白血病細胞の分化に関

する研究を続けた｡昭和54年から2年間,米国国立がん研究所の R.C.Gallo博士のもとへ研究出張し,帰国後

は,成人T細胞白血病 (ATL)の細胞株を多く樹立している｡ATLの研究は,現在日本の癌研究の中でもっとも

アクティヴな分野の一つであるが,淀井淳司 (免疫研)内山卓 (内科第-)両氏らとの緊密な協力体制の上にな

されている前田氏の研究は,世界的にも高い評価を得ている｡ (永田和宏)

胸部外科 和 田 洋 巳 助教撹

昭和44年京都大学医学部卒業,国立療養所芋多野病院,健保滋賀病院,大学院を経て,52年4月胸部外科助手

に就任｡55年9月から57年12月まで島田市民病院に呼吸器科新設のため赴任し,その基礎造りをしたのち,57年

12月から胸部外科講師,病棟医長を務め,62年 1月付けで助教授に昇任した｡臨床面,研究面では膿胸の外科療

法や胸線の外科療法の研究が多かったが,59年からは肺移植の研究を精力的に行ない,一段と幅が広くなった｡

教室のデータの OA 化にも力を入れ,実行力,行動力に長けている｡ボート部出身で面到みが良い｡

(文責 人見滋樹)

胸部外科 田 村 康 一 講 柿

昭和46年京都大学医学部卒業,国立療養所芋多野病院で肺外科を,静岡市立静岡病院で心臓血管外科を修め,

56年 1月胸部外科助手に就任し,62年 1月 1日付けで講師に昇任した｡病棟医長を務め,医局の臨床面をリード

している｡臨床面では気管気管支形成術や血管形成術に興味をもち,研究面では人工臓器,特に人工血管の開発

を中心に研鎖を積でいる｡バレー部の私の後輩で,一緒に練習をしたこともあるがタフである｡臨床面,研究面

での一層の活躍を期待している｡ (文責 人見滋樹)

胸部外科 千 原 幸 司 助 辛

昭和53年京都大学医学部を卒業し,静岡市立静岡病院で心臓血管外科を,健保滋賀病院で呼吸器科の修練を積

んできた｡大学院では,胸部外科から見た呼吸運動,殊に横隔膜廓運動に関する研究を行ない,自発呼吸に同期

する携帯用除圧式人工呼吸器を開発した｡ これは,既に臨床応用の段階となっており,今後の成果が期待され
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る｡62年4月 1日付けで助手に就任した｡学生時代にラグビー部で鍛えた健康な身体に恵まれ,エネルギーを満

載した機関車的存在である｡ (文責 人見滋樹)

胸部外科 岡 田 賢 二 助 辛

昭和54年3月に京都大学医学部を卒業し,静間市立静岡病院で心臓血管外科を,関西電力病院で呼吸器科を,

国療岐阜病院で肺外科と心臓外科を修めて､62年3月1日に助手に就任した｡病理形態学に興味を持ち､研究テ

ーマとしては肺癌,胸線を取り上げている｡殊に､その DNA パターンの解析を行なっている｡旺盛な研究心

が,大学という研究の場で発揮されることを,大いに期待している｡後輩への指導性も豊かである｡

(文責 人見滋樹)

臨床肺生理学部門 大 井 元 晴 助教授

昭和48年京大医学部を卒業し,直ちに当研究所の臨床肺生理学部門に入局,昭和49年より京都私立病院呼吸器科,

及び国立療養所東京病院において呼吸器内科の臨床に従事したが,その間に呼吸不全を研究課題として選び臨床

的研究を行ってその成果を大学に於ける研究と併せて昭和53年に CHEST に論文として発表している (Doxa-

pram hydrochioridein thetreatmentofacuteexacerbationofchronicrespiratoryfailre･Chest74:453,1978)o
その後,昭和55年12月16日当研究所助手に採用され,59年 5月1日には講師に任命されて,当研究所付属病院

において臨床に従事すると共に呼吸調節機能の研究に没頭し,特に睡眠時無呼吸症候群の研究においては学会の

指導的立場にあることは周知の通りである｡

その温厚な人柄は誰からも親しまれており,深い臨床的な知識を基礎として教室員の信頼を集めている｡今後

の教室のまとめ役としての活躍と共に,同君の研究の更なる飛躍発展により不明な部分の多い呼吸調節のメカニ

ズムが解明されることを期待している｡

理学呼吸器科 三 嶋 理 晃 講 節

昭和52年京大医学部を卒業し,直ちに当研究所の臨床肺生理学部門に研修医として入局,53年10月 1日から61

年6月15日迄,兵庫県塚口病院の呼吸器科に勤務し,58年4月 1日呼吸器科副部長に,60年4月 1日には呼吸器

科医長に任じられている｡此の問,呼吸器科医として胸部外科及び呼吸器内科の臨床に従事し,胸部外科医とし

て,又呼吸器内科医として充分な経験を積んでいる｡61年6月15日付きで本研究所の理学呼吸器科の講師に任命

された｡

非常にエネルギッシュで且つ研究熱心であり,塚口病院で忙しい臨床に従事するかたわら,当時導入されたば

かりのミニコンピュータのプログラミングを勉強研究して,新しい RIによる肺血流分布測定法や,換気力学検

査法を開発して,昭和61年3月には京都大学医学博士の学位を授与されている｡

活力にあふれたェネルギーと,誠実で暖かい人柄は,卓越した数学的才能と共に教室に新風を吹き込んで独創

的な研究を展開してくれるものと期待している｡
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高電圧パルスによる遺伝子導入と細胞融合

細菌血清学部門 平 芳 一 法

細胞融合法と遺伝子導入法は,現在の生命科学のあらゆる分野に於て,不可欠の技術となっている｡

純化した DNA を外部より細胞に導入する方法は,DNA･リン酸カルシウム法など多数開発されてきた｡し

かし,いずれの方法も一長一短であり,特に浮遊細胞に適用できる方法が少なかった｡ここに紹介する "高電圧

パルスによる遺伝子導入法''は,浮遊細胞に対しても手軽に,しかも高頻度で遺伝子が導入できるという利点を

備えている｡

本法は,高電圧パルスによる膜離断に基づく細胞膜穿孔 (電気穿孔,Electroporation)を原理としている｡1-

100F▲SeCオーダーの短い高電圧パルスを与えると,形質膜に著しい透過性の冗進がみられる.これは,細胞膜の

一部で臨界電圧 (約1V)を越えた膜電位差が発生し,その部位で静電的な膜圧縮が弾性力バランスを凌駕し,膜

離断が起こり,穿孔することに原因する｡

その孔の大きさはnm オーダーであり,パルス条件が過大でなければ,その孔は比較的短い時間 (msec～min

オーダー)で再シール,修復される｡細胞融合は密着した隣接細胞間でこの修復を起こすことにより可能となる｡

その孔の数と大きさは,印加電圧の大きさとパルス幅の両方に依存する｡従って,適当な条件下では電気穿孔

は可逆的であり,それによる透過元進の程度と持続時間はコントロールすることができる｡

本法の特長を最大限に引き出すため,従来使われてきたコンデンサー放電方式とパルストランス方式を組み令

わせて新しい装置を開発した｡この装置を用い,2.5×106cells/250I▲1,10J▲gDNA/250J▲1という条件で,細胞に浮

遊細胞であるマウスミエローマ細胞,J558L,遺伝子に pSVVÎ (全長 20kbの大きな遺伝子)を用いて, 電気

的な条件の定量実験を行った｡付加する電圧,パルス幅の増大に伴いある範囲で導入効率も増加するが,この組

み合わせでのoptimalpointである3KV,150I▲SeCという条件で,約2×10-4と高い効率で導入することができたO

この効率は,現在まで浮遊細胞に対して最も有効とされてきたプロトプラスト融合法と同程度のものである｡ま

た,導入した遺伝子が安定に保持されているか否かについては,pSVV〝1が J558L 内で NP(4-hydroxyト3-

nitrophenacetyl)にspecificな抗体を産生することを利用して,radioimmunoassayにより検討した｡その結果,

導入した遺伝子が functionalな遺伝子として,細胞内に維持されていることを確認した｡

以上から,我々が開発した装置を用いた遺伝子導入法は,1.プロトプラスト融合法のような複雑な操作を必要

としない,2.導入効率が長大な遺伝子に於てでも非常によい,3.再現性よくかつ定量的である,等非常に有用で

あると考える｡

なお,細胞融合に関しては定量的な実験が完了していないが,融合の困難な細胞に対してかなり有用なようで

ある｡

老化ア ミロイ ドーシス病態解明にむけて一老化促進モデルマ ウス (SAM)を用いた生化学的及び

分子遺伝学的アプローチ

病理学部門 米 津 智 徳

アミロイドーシスは `̀afamilyofdisease"であると考えられており,この familyの中で老化アミロイドーシ

スは,年齢との関係が深く加齢に伴ってその沈着頻度が増し,続発性 ･AL･FAPなどの他の全身性アミロイド

ーシスの原因になるような基礎疾患が兄いだせないアミロイドーシスの総称である｡
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老化アミロイドーシスはヒトにおいても高齢者には一般的な病態であり,その好発臓器は,心 ･牌 ･精嚢 ･大

動脈であるとされている｡現在のところヒト老化アミロイドーシスのメカニズムは解明されておらず,この病態

解明のためには実験動物における老化アミロイドーシスの詳細な研究の進展が重要であると思われる｡我々が10

数年の歳月をかけて,ようやく開発に成功した老化促進モデルマウス(SAM:SenescenceAcceleratedMouseJに

見られるアミロイド症は加齢に伴ってその頻度を増し,しかもほとんど全身に沈着する,いわゆる "age-associa-

tedsystemicamyloidosis''であり,ヒトに見られる老化アミロイドーシスとの関連が示唆されている｡SAM は

促進老化を示す SAM-P(senescenceprone:P/1,P/2,P/3,P/4,P/6,P/7,P/8)とこれに対し正常老化を示す

SAM-R(senescenceresistant:R/1,R/2,R/3)の2系統より成り,SAM-P/1,P/2,P/3においては老化アミロイ

ド症が早期にしかも重篤に発症する｡このアミロイド沈着は骨髄と脳実質を除きすべての臓器に認められた｡

SAM の肝臓より精製されたアミロイド蛋白は非常にユニークでその沈着が加齢 に密接 していることか ら

ASsAM(senileamyloidinSAM)と名付けたr⊃マウス血清中には ASsAMと共通抗原性を持った生理的物質

(SASsAM)が存在することが確認され,ASsAMの前駆物質と考えられる血清蛋白をapoSASsAMと呼んだ｡ASsAM

及び apoSASsAMについて生化学的 ･分子遺伝学的検索を行ったところ以下のことが明確になった｡1)ASsAM

はN末端がピログルタミル基でブロックされており78個のアミノ酸よりなる分子量約8,700の一本鎖の単純タン

パク質でいままでに報告されているすべてのアミロイドタンパク質と異なること｡2)apoSASsAMは,HDLの主

要構成蛋白である apoA-Ⅱ に相当すること｡3)マウス老化アミロイドーシスは,血中の apoA-Ⅲが何ら酵素

的分解を受けずアミロイド線維として組織に沈着してくる病態であること｡4)SAM-Pにおける重篤なアミロイ

ド沈着の原因の一つとして,これらマウスにおけるapoA-11の5番目のアミノ酸置換[Pro(CCA)-Gln(CAG)1,

が示唆されたこと｡

今後は,環境条件のアミロイド沈着に及ぼす影響についても検索を進めたいと思っている｡

マ ウス細胞マクロファージの活性酸素生成 に関す る検討

内科第-部門 村 山 尚 子

最近肺胞マクロファージが,呼吸器領域の防御に重要な役割を果していることが明らかにされつつある｡そこ

で我々は,マウス肺胞マクロファージを用いて,殺微生物活性等に重要な活性酸素生成を中心に検討した｡また,

これまで詳細に検討がなされている腹腔マクロファージとの比較検討も行った｡ マウスは, specific pathogen

freeの ICRマウス,雌,6-8週齢を使用した｡BCG尾静脈静注は,6週齢で行い,その3-4週後に使用した｡肺

胞マクロファージ(AM)は気管気管支肺胞洗浄により,腹腔マクロファージ(PM)は腹腔洗浄により採取した｡

活性酸素のうち,最初に生成される superoxideanionを,cytochromeC法により測定した｡培養後,付着細胞

の95%以上は,Non-specificesterase染色陽性であり,Trypanblueで検討した viabilityは,95%以上を示した｡

Zymosan刺激による AM の 02~放出量は,正常群においても有意の放出を認め,BCG静注群では,更に増強

が見られた｡PM でも同様に,02~の放出は高値を示した｡IgG抗体で coatしたヒツジ赤血球 (EIgGJを加え,

0 2~の放出を検討した場合,BCG静注群では,AM,PM 共に, 0 2~放出量が冗進していた｡Phorbolmyristate

acetateで刺激した場合,PM の 02ー放出量は,BCG 静注群で著明な冗進がみられたが,AM を PMAで刺激し

た場合,正常群,BCG静注群の 0 2~放出量は,いずれも低値を示したoBCG静注 AM とPMA との反応時間

を,15分より120分まで変え検討しても,02~の放出量は低値のままであった｡また scopoletin法による H202

の測定でも,02~の測定結果にcompatibleな所見が見られた｡このことは,マウス AM に於て,PMAreceptor

活性が低い,PMAとZymosan等では,receptorから 02~generatingsystemの間の signaltransductionsystem

活性が異なる等の可能性が考えられる｡好中球等における検討で,PMA は ProteinkinaseC の activatorとさ

れ,また,Diacylglycerolも,Ckinaseを活性化することが知られている｡ そこで Dioctanoylglycerolを用いて,

02~の放出を検討した｡IiCG 静注群の PM では,有意の 02~放出がみられたが,AM では,正常群,BCG静注

群共に 02~の放出は低値であった｡これらの所見は,膜表面から活性酸素生成に至るまでに,複数の pathway

が存在する可能性を強く示唆するものと考えられ,今後 signaltransductionsystem を中心に検討を重ねたいと
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考えている｡生体内における肺胞マクロファージの役割を考える場合,直接外界に触れる肺胞マクロファージが,

あらゆる刺激に対し反応するのではなく,むしろ選択的に反応することは,活性酸素が組織傷害の面からも重要

視されており,マクロファージの環境に対する適応,或は成熟という点で興味深いと考られる｡

慢性閉塞性肺疾患における気道感染の研究

内科第二部門 平 田 健 雄

一般に気道閉塞と気道感染の両者は悪循環を形成し,びまん性汎細気管支炎 (DPB)においてはこの関係は顕

著であり,気道感染の抑制が気道閉塞軽減の唯一の方法である｡しかしながら,DPBなどの慢性気道感染症の

治療成績は相次ぐ強力な化学療法剤の開発にもかかわらず決っして満足の行くべきものではなく,近代呼吸器病

学に残された重要な課題の一つとなりつつある｡従来よりインフルエンザ菌の気道-の親和性はよく知られた事

実であり,DBPを含む副鼻腔気管支炎症候群においても未治療例に必ず検出され気道病変の成立に関与してい

ることが予想されているが気道局所の感染の様態については合理的治療を確立し得る程の知見が集積されていな

いのが現状である｡一般に細菌は生息環境に適応した代謝パターンを持ち,病原性も代謝パターンの反映である

ことから,DPBの病巣細気管支局所の感染の様態を明らかにする目的でDPB患者由来のインフルエンザ菌の生

物型を Kilianらの方法に準じて行った｡その結果,DPBにおいてはインドルー産生株の比率が80% (8/10)と

肺気種 (38% ;5/13)や急性肺炎 (30%;3/10)に比較し高かった｡又,インフルエンザ菌のインドール産生能

は好気条件下では抑制され嫌気下で誘導されることも明らかとなり,これらの二つの事実はDPBの病変気道局

所が嫌気的であることを示唆するものと考えられた｡次に,嫌気条件という菌の生息環境が治療様式に与える影

響を評価する目的で化学療法剤の抗菌力を嫌気 ･好気両条件で比較したところ,アミノ酸糖体系薬剤の抗菌力が

嫌気下で低下するのに対して,テトラサイクリン系,マクロライド系薬剤の抗菌力は著明に増大することが明ら

かとなり,これらの薬剤が内服投与にかかわらず DPBにある程度有効であることの説明となるのではないかと

考えられた｡一方,DPB において寒冷凝集素価の上昇,エリスロマイシンの有効性などの所見より細菌感染に

重複してマイコプラズマ感染症があるのではないかと考え,DP13患者の啄鋲よりマイコプラズマの検出を試み

たところ DPBを含む副鼻腔気管支炎患者の64% (16/25)に検出され,その菌量は 4.2士9.5×104/mlであっ

た｡同定の結果では,5例中4例が M.fermentusで従来報告にない種類であった｡現時点ではマイコプラズマ

感染の意義は不明であるが,気道クリアランスの低下,アレルギー反応の促進などを介してより強毒な細菌感染

の基盤を形成する可能性も考えられた｡このように慢性気道感染の様態は複雑であり合理的治療方針の確立のた

めには病変局所の病原体の種類,それらの相互干渉,生息環境と代謝パターン･生体の反応などの各要素につい

ての正確な情報収集が必要であり,急性感染症とは異なる論理の導入が必要ではないかと考えられた｡

肺移植-その臨床応用の可能性

胸部外科学部門 和 田 洋 己

1986年現在まで42例の肺移植臨床例が報告されている｡1963年 Hardy,J･D･らによる最初の報告以来10年間

に38例が行なわれたが全例とも技術的,免疫学的問題で死亡している｡1983年カナダ トロントグループが社会復

帰が可能であった4例の-側肺移植症例を報告し再び肺移植が臨床的に注目を浴びるようになった.彼らの成功

は新しい免疫抑制剤サイクロスポリンの使用と気管支吻合部のオメントペキシーによるものである｡

我々が肺移植実験を犬で開始したのは1984年である｡手術手技上の問題を解決するため1年半を要した｡手技

上の問題を除いても肺移植の臨床応用にはいくつかの解決すべきことがある｡実験結果にもとずいて以下に問題

点をあげる｡

1) 温阻血時間(WIT:warmischemictimeJ:-側肺移植を行なうのに必要な時間は60-90分である｡この間移

植肺は虚脱状態で 37oCの環境におかれる｡この状態を温阻血と呼ぶ｡我々は肺がどれ位のWITに耐えうるか

を自家肺移植実験で検討した｡WITはヘパリン投与に関係なく2時間が限度であった｡文献的にもWITの限界
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は含気肺で4時間であった｡

2) 気管支吻合部の治癒状態の評価 :吻合部離解は最も致死的な合併症である｡拒絶反応を除いて評価するた

めに気管支形成術の実験を行なった｡気管 ･気管支の広汎剥離を行なった群では吻合部離解や高度狭窄が認めら

れたが,オメントペキシーによる被覆を行ない血流の改善をはかるとそれらの所見はみられず良好な治癒状態を

示 した｡プレドニゾロン2mg/kg/dayの4週間投与は治癒状態に影響を与えなかった｡気管支粘膜血流を Laser

DopplerVelocimetry(LDV)にて測定 したが,LDV の値は治癒状態と良好な相関を示 した｡ひき続き現在同種

移植実験を行ない免疫抑制剤の効果を検討している｡

3) 肺の長時間保存 :長距離の輸送,キャダバーの早期返還,レシピエントドナーのマッチングなどからみて,

肺移植を円滑に行なうにはビーティング-- トドナーからの直接移植より取り出しての長時間保存移植の方が有

利である｡我々は EuroCollins′液を用いて長時間 4oC下に保存した肺の同種移植実験を行なっている｡現在ま

でに20時間保存に成功しているがより長時間保存が可能になるように努力している｡

4) おわりに :サイクロスポリンが開発使用されだして移植の臨床は一変した｡肺移植の分野ではドナーレシ

ピェントの組織適合性のマッチングは血液ABO型のみで行なわれており,社会復帰可能な症例がひき続き出来

てきている｡今後乗り越るべき問題点は多くあるが,日本においてほ社会的合意,医療システムの整備など社会

的条件の解決が急務である｡

睡眠時呼吸異常 の治療

京都大学結核胸部疾患研究所 臨床肺生理学部門 平 井 正 志

近年,ピックウィック症候群などの睡眠異常の研究により,睡眠時呼吸が停止する睡眠時無呼吸症候群の存在

が明らかとなり,また非侵襲的モニターの発達,特に earoximeterによる動脈血酸素飽和度 (SaO2)の連続測定

が可能となったことにより,睡眠時無呼吸に伴なう高度のSa02の低下が明らかとなった｡このSa02の低下は,

肺性心の増悪因子や夜間の突然死の原因と考えられ,睡眠時無呼吸に対する治療の必要性が認識されてきている｡

無呼吸とは,口と鼻の気流の10秒以上の停止であり,閉塞塾,混合型,中枢型の3つの型がある｡一方,慢性

閉塞性肺疾患 (COPDJなどの呼吸器疾患では,無呼吸の他に,REM (RapidEyeMovement)睡眠時口や鼻の気

流は認めるが,持続の長い Sa02の低下を認める低呼吸型が存在すると報告されている｡今回,睡眠時無呼吸に

対する治療を,一般的に認められる閉塞性無呼吸と,無呼吸と関連して REM 睡眠時に認められる低呼吸型の

二つの睡眠時呼吸異常に対する治療を主に解説する｡

1) 閉塞型無呼吸は,胸部と腹部の動きは存在するが,口および鼻の気流が停止する無呼吸で,原因としては,

第一に扇桃肥大やアデノイドの過形成などの上気道の物理的な狭窄,第二に咽頭周囲筋群の睡眠による筋緊張の

低下のため,吸気時の陰圧による上気道の閉塞がある｡二番目の症例としては肥満の例が多く,激しいいびきや

昼間の睡眠を訴える｡

治療法としては,軽症や中等症では呼吸刺激剤や酸素投与が,重症では気管切開や鼻 CPAP が適応となると

思われ,以下に結果を述べる｡まず,呼吸刺激剤としては,Acetazolamideや Medroxyprogesteroneなどが使用

されているが,我々の結果では有効な例もあり軽症例では先ず試みるべき治療法と思われる｡酸素投与は,Sa02

の低下に対しては, 一番確実な治療法で, 手術や機械を必要としない最も一般的に行なえる治療法であるが,

閉塞型無呼吸の無呼吸時には気流が停止 しているため,酸素投与が間欠的となるので,Sa02の改善に限界があ

る｡Smithらの報告にあるように,酸素投与でApneaindexの減少を認め,酸素投与の血流ガス改善以外に無呼

吸自体に対する有効性の報告が有り,我々も同様の結果を得た｡重症例に対しては気管切開や,鼻 CPAP が行

なわれるが,まず,気管切開は,最も一般的に行なわれている外科的治療法であり,狭窄部位である上気道のバ

イパスを目的としており,Sa02の低下を防止し,いびき等も消失する直接的な治療法であるが,一方,問題点と

してつぎの事が挙げられる｡まず,肥満例では短頚や頚部の脂肪沈着のため気管切開自体が困難であったり,宿

後の気管切開部の管理の問題としての,感染や,感染による咳などである｡また,切開口の外見上の問題で拒否

する例があることなども挙げられる.一方,鼻 CPAPは,気管切開で上気道の狭窄部を直接バイパスする代わり
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に,機械的にコンプレッサーで鼻を通して ContinuosPositiveAirwayPressure(CPAP)を,上気道と肺に圧を

かけることにより,上気道の狭窄を防止し,閉塞型無呼吸を防ぐ方法であり,気管切開による合併症の心配もな

く,有効な例では Sa02の低下の改善,REM 睡眠増加による睡眠の質の改善を期待でき,我々も6例で行ない

有意な改善を認めており,気管切開を行なう前に一度は試みるべき方法と思われる｡

2) 低呼吸型の睡眠時呼吸異常は,無呼吸と異なり, 口と鼻の気流は認めるが,′持続の長い Sa02の低下を

REM 睡眠時に認める型で,換気量低下が主な原因で起こる Sa02の低下と考えられている｡気流は存在するの

で,酸素投与が一番確実な治療法であるが,呼吸器疾患に多く認められるので,高炭酸ガス血症をともなう例で

は,睡眠時の CO2ナルコ-シスの危険から,酸素投与量が制限される｡

教授就任講演 :Transfわrmation-sensitiveheaトshockprotein

細胞化学 永 田 和 宏

種々のス トレスに対 して,生体は細胞レベルで,その防御機構を備えている｡ス トレスには,熟や,ひ素など

の重金属,sulfuhydrylreagents,アミノ酸アナログや,カルシウムイオノフォアなどがある｡ これらのス トレス

にさらされた時,細胞は比較的少数の一群の蛋白質をすみやかに合成する｡動物細胞の場合,この様な熟ショッ

ク蛋白質 (広義にはス トレス蛋白質)は,主に3種類 (hsp90,hsp70および hsp25)が報告されている.我々は,

このような従来報告されている熟ショック蛋白質のほかに,新 しい熟ショック蛋白質を発見 した｡分子量47,000

のこの蛋白質は,コラーゲンに結合し,小胞体 (endoplasmicreticulum)に局在 しており, プロセシングあるい

は輸送などとの関与の可能性が考えられる｡しかも,この蛋白質は,細胞の transformation によっても制御を

受けていることがわかり,制御機構および機能の両面において興味深い蛋白質である｡

1. hsp47の同定 :ニワトリ胎児紘継芽細胞 (CEF)を 37oC,42oCおよび 45oCに,1- 4時間保温したのち,

35S-メチオニンでラベルする｡ NP-40可溶性画分を遠心によって集め, ゼラチンーセファロースにかけ, 洗浄

徳, ゼラチン結合蛋白質を溶出する｡ SDS-PAGE によって分析すると, フィブロネクチンのほかに分子量

47,000のバンドが,ゼラチンに結合することがわかった｡ゼラチンだけでなく, Ⅰ型コラーゲンにも同様に結合

した｡この 47,000Daの蛋白質は,細胞の熱処理によって合成が顕著に誘導され,熟ショック蛋白質 (hsp47)

であることがわかった｡NEPHGE(non-equilibriumpHgradientelectrophoresis)を用いた2次元電気泳動にか

けると,このコラーゲン結合蛋白質は,等電点の極めて高い (p1-9.0)スポットに対応していることが明らかと

なった｡

hsp47のスポットは,熱処理によって4-5倍に増加 していた｡またその増加は一過性であり,42oCで処理 した

場合,ほぼ5時間で最大に達 し,以後徐々に減少 した｡

2. hsp47 の結合特性 :hsp47 は, Ⅰ型コラーゲンに結合するだけでなく,Ⅳ型コラーゲンにも結合すると

報告されている｡ゼラチン-の結合性は高 く,高塩濃度のバッファーで洗っても,hsp47は溶出されなかったが,

一方バッファーの pH を6.3に落とすことにより,特異的に溶出することができ,末変性の蛋白質を容易に得る

ことができる｡

3. hsp47のcharacterization:hsp47は,mannoseを多量に含む糖蛋白質であり,ツニカマイシンで処理す

ることにより分子量は41,000Daに減少する｡未変性のhsp47の,ゲル洩過法による分子量も,SDS-PAGEに

よるものとほぼ同じであり,hsp47は内部に S-S結合をもたない分子として単量体の状態で存在 していると考え

られる｡ アミノ酸分析の結果,hsp47はグリシンを多く含み, また塩基性のアミノ酸に富んでいることも判明

した｡また,hsp47は,燐酸化 した蛋白質であることが,放射性の無機 リンを取り込むことから,あきらかとな

った｡

4･ invitrotranslation/processing:CEFを,37oC,42oCおよび 45oCで4時間処理 したのち,mRNA を分

離精製 し,reticulocytelysate系を用いて,invitroで翻訳させ,ゼラチンーセフTローズで hsp47およびその前

駆体を精製する｡invitroの翻訳産物は,分子量が約 42,000Daであった｡ ミクロソーム膜画分を加えて,前駆

体の processingを行うと,分子量が 41,000Daになり,ツニカマイシンで処理 した場合と一致した｡これは,
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hsp47の前駆体がsignalpeptideをもつ蛋白質であることを示唆している｡熟ショックによる誘導が,このような

invitroの翻訳系でも同様に見られることから,hsp47の誘導は,他の熟ショック蛋白質と同じように,mRNA

の転写の段階で制御されていることが示唆された｡

5. 局在性 :未変性の hsp47を家兎に接種することにより,抗体を得た｡affinity-purifyしたのち,CEFを間

接蛍光抗体法により染めると hsp47は小胞体 (endoplasmicreticulumn)を特異的に染めることがわかった｡hsp

47が,小胞体に局在するという結果は,この蛋白質の前駆体が signalpeptideをもつ事実ともよく符合する｡

6. transformation-sensitivity:CEFをラウス肉腫ウイルスによって transform L,正常細胞と形質転換細胞

のそれぞれについて,hsp47の合成量を比較した｡転換細胞におけるhsp47の合成量は.正常細胞のそれに較べ

て半分以下に低下していた｡一方,hsp47の燐酸化の程度は,転換細胞の方が約 7倍も高くなっていることが

わかった｡

この蛋白質の本来の機能はまだあさらかではないが,分泌蛋白質に結合すること,および小胞体に存在するこ

とから,蛋白質のプロセシングあるいは分泌蛋白質のキャリア蛋白質として機能している可能性が考えられる｡

あるいは,この蛋白質が熱によって誘導されることからは,熟によって変性を受けた蛋白質の分解に関した機能,

また他の熟のショック蛋白質について言われている様に変性した蛋白質に結合してそれらの aggregationを抑え

るような機能が考えられるかもしれない｡熱ショックによってその分布がどのように変わるかについては,まだ

調べられていない｡この蛋白質とコラーゲンとの結合が,比較的温和な pH6.3付近で制御されていることは,

この結合が生理的に意味のあるものであることを示唆している｡今後この熟ショック蛋白質の機能について,更

に詳しく調べてゆきたい｡

招請講演 ｢非定型抗酸菌症について｣

名古屋市立大学 ･第2内科 山 本 正 彦

近年,非定型抗酸菌症は,結核の減少に従って結核に対する比率が増加し,結核病院の入院患者の5-6%,

施設によっては10%以上は本症となっている｡また本菌は,気管支拡張症,びまん性汎細気管支炎など慢性気道

感染症や肺気腫のブラに二次感染することが多く,本症は一般呼吸器内科での重要な疾患となっている｡本菌は

またエイズの重要な感染菌として注目されている｡

我国では M.avz'um-complexが依然重要であるが,最近はM･han∫a∫itが全症例の20%を越えるようになり,

日本各地で観察されるようになった｡またM･∫zuZgai,M･nonchromogem'cum,M.fortul'/um,M･Cheloneiなど各

種の菌種による症例が報告されるようになり,本症の多様化現象が観察されている｡

本菌の起源は自然界に求められ,土壌,水,塵填からの感染が最も考えられる｡気管支の排浬機構が減退 した

場合,歯が気管支に停滞し,時には肺に invasiveな態度をとると考えられている｡

非定型抗酸菌の同定には最近は同定セットが利用されることが多いが,この場合はセットに指示されているす

べての形質を満足する場合にのみ結果を信用し,一部の結果が異なる場合や我が国では極めて珍しいか報告され

たことのない菌種との結果が出たら,結論を保留し,専門施設に再同定を依頼したほうが良い｡非定型抗酸菌症

には,各種の診断基準があるが,最近は比較的緩かな国立療養所非定型抗酸菌症共同研究班の基準が利用される

ことが多い｡これは先行肺疾患のない一次感染型と,肺に先行する異常があり,そこに非定型抗酸菌症が感染し

たと思われる二次感染型にわけて取扱っている｡

M･avium complex症の治療は一般に困難であるが,ス トレプトマイシン,カナマイシン,エンビオマイシン

のうち1割の注射とエタンブトール,リファンピシン,ヒドラジッド,エチオナミド,サイクロセリン,ピラジ

ナミドのうち,2ないし3割の内服を組合せた,3ないし4剤併用療法が推薦されており,初回治療の一次感染

型では,60%以上の菌陰性化がえられている｡二次感染型では菌陰性化率は低いが,菌量が減少したら有効と考

え1年間はその治療を続ける｡排菌が続く場合,肺機能が許せば,時期を失せずに,肺切除を行なうべきである｡

隔離のみのための入院は必要ないが,進展例の予後は必ずしも良好ではなく,出来れば入院治療が望ましい｡

M･han∫a∫ti症,M･∫zulgai症,M,nonchromogenl'cum症はリファンピシン,エタンブ トールにカナマイシンま



- 12- 京大胸部研寮己要 第20巻 第 1,2号

たはエチオナミドを加えた治療が有効である｡

M･fortut'tum症や M.cheZond症には有効な薬剤が少なく,治療は困難であるが,M･forzuitum症にはオフロ

キサシンが有効なことがあり試みるべきである｡

非定型抗酸菌症には,肺疾患以外に頚部 リンパ節炎,皮下膿癌,全身播種型,骨 ･関節疾患などの肺外疾患が

あり,極めて多彩な病態を示すので,これらを充分に理解し対処することが必要である｡

胸部研特別ゼミナール

131回 61年10月 2日 InductionofMacrophageGrowthbyLipids(帝京大,薬)山崎 正利

132回 62年2月6日 B細胞の分化増殖と腸内常在菌との相互関係 (熊本大,医)浴野 成生

133回 62年 3月27日 マウス骨髄性白血病細胞の分化誘導因子 (埼玉県がんセンター)冨田 幹夫

Seminar

to

W elcomeProf.GeorgeM.Martin

On

SenescenceAccelerated Mouse(SAM)

1. OpeningRemarks Prof,T･Takeda,M･D,

2. Introduction;Developmentofseveralnew strainsinSAM･(5min･J

MasanoriHosokawa,M･D, MafumiKurozumi,C,T･

3. SenileosteoporosisinSAM,(15min,)

TadaoTsuboyama,M,D, Wen-HsiChen,D.D,

KatsujiShimizu,M,D,

4･ BiochemicalandMolecular-geneticstudiesonSAM amyloidosis,(15min･)

TomonoriYonezu,B,Agr, AtsushiUtani,M,D,

5. HDLmetabolisminSAM withspecialreferencetotherelationshipbetweenapo-A-Ⅱ clearanceand

ASsAMdeposition,(15min･)

HironobuNaiki,M･D･ KeigoHanada,M･VM1

6･ Age-relateddeteriorationinlearningandmemoryandspongiform degenerationofthebrainstem in

SAM-P/8,(15min･)

HideoYagi,Ph･D･ MakikoUmezawa,M･Ds･

SeigoTanaka,M･D･

7. Morphologicalchangesinthecentralnervoussystem inSAM,(15min･)

HaruhikoAkiyama,M･D. ToshioKawamata,M.D.

IchiroAkiguchi,M･D･

8. SpecialComments Prof･G･M･Martin,M･D･

Di5CuSSion

9. ClosingRemarks

At3:SOP.M･,October21,1986

TheConferenceRoom ofChestDiseaseResearch

lnstitute,KyotoUniverslty
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〔学 会 発 表〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

桜井信男,田中栄作,村山尚子,山本孝吉,桐谷良一,久世文章 :実験マウス結核症を対象とした肺洗腺細胞

の動態,第61回日本結核病学会総会 (1986.4.10.福岡).

望月吉郡,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田中善夫,藤本憲弘,南部静洋 :剖検例を中心とした随伴感染症

としての肺結核症の臨床的検討,同上 (1986.4.10.福間).

倉沢卓也,新実彰男,加藤元一,岡崎美樹,久保嘉朗,鈴木克洋,桜井信男,李 啓充,田中栄作,村山尚子,

桐谷良一,山本孝吉,川合 満,久世文事 :初回治療患者の胸部 XP所見の検討,同上 (1986.4.10.福岡).

岡崎美樹,倉沢卓也,川合 溝,久世文章 :中葉舌区領域を主病変とする肺結核9例の臨床的検討, 同上

(1986.4.10.福岡).

久世文事 :シンポジウム1 結核の医学教育はいかにあるべきか,第2部 現場からの提言- 大学から- ,

第61回日本結核病学会 (1986.4.ll.福岡).

桜井信男,戸川貞一,久世文事 :M.avium-intracellulareマウス感染モデルの検討- ベージュマウスについ

て- ,第34回日本化学療法学会総会 (1986.6.6.倉敷).

倉沢卓也,石田 直,久世文事,水野 浩,安部隆二 :金属工に発症したM･Kansasiiの1症例,第57回日本

結核病学会 ･第27回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.6.28.大阪).

倉沢卓也,岡崎美樹,加藤元一,久世文章,池 修,田村康一 :繰り返す肺炎に続発した M･intracellulare

症の1例,同上 (1986.6.28.大阪).

倉沢卓也,久世文事 :気管支結核症の気管支鏡所見 (シンポジウムⅢ 気管支所見のとらえ方をめぐって),罪
9回日本気管支学会総会 (1986.7.16.京都).

河北誠三郎,藤村直樹,白川太郎,梅宮正志,川添隆司,田中 茂,加藤幹夫,日置辰一郎 :血性心嚢液で心

タンポナーデを呈した結核性心膜炎の1例,第58回日本結核病学会 ･第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.

ll.15.大阪).

藤村直樹,田中 茂,川添隆司,白川太郎,梅官正志,加藤幹夫,日置辰一朗,後藤研三,吉岡卓治,小林正

磨,千福貞治 :びまん性肺散布影を伴った結核性腹膜炎の1症例,第58回日本結核病学会,第28回日本胸疾患学

会近畿地方会 (1986.ll.15.大阪),

2. 腫 瀦

Sawahata,T･,Tanaka,K･,Iro,T･:MutagenlCltyOfbenzidineanditscongeners:abiochemiCalandquantum

mechanism approach,ToxicityMechanism Symposium,(July,18,1986,Tokyo)･

沢幡 正,沢野聡子,田中健一 :イオン交換繊維を用いたタバコタール変異原性成分の分離,第15回日本環境

変異原学会 (1986.10.2.東京).

KaechoongLeeandFumiyukiKuze:EvaluationoftheCombinationChemotherapyIncludingCisIPlatinuln

bytheCheckerBoardAnalysis- 第24回日本癌治療学会総会 (1986.10.8.松江).

岩崎博信,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :高令者肺癌の予後因子に関する

検討,第44回日本肺癌学会関西支部会 (1986.2.8.大阪).

片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺癌症例における Cisplatinを

用いた BAIと Radiation との併用,第44回日本肺癌学会関西支部会 (1986.2.8.大阪).
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坂本唐子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :本院における肺小細胞癌に対す

るCONp-CONP療法とCONp-VAD療法の治療成績,第44回日本肺癌学会関西支部会 (1986.2.8.大阪).

片上信之,長谷川 幹,坂本慶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :エコーガイド下心

嚢 ドレナージ法による肺癌に合併した癌性心嚢炎の治療,第26回,日本胸部疾患学会総会 (1986.4.8.福岡).

長谷川 幹,片上信之,坂本慶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :エコーガイド下経

皮針生検による縦隔膜癖の術前診断,第26回日本胸部疾患学会総会 (1986.4.8.福岡).

中原保治,中原由紀子,牛田仲一,松山栄一,桂 栄孝 :胸 ･腹水細胞疹における脂肪染色,第27回日本臨床

細胞学会総会 (1986.4.25.宇都宮).

岩井一宏,長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,石原 隆 :

SIADHを呈した細胞癌の1例,第57回日本結核病学会,第27回日本胸部疾患学会近畿地方 (1986･6･28.大阪).

郡 義明,久保嘉朗,南部静洋,藤本憲弘,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国

雄 :気管支鏡検査にて bychanceに発見された endobrouchialhamartomaの1症例,第57回日本結核病学会,

第27回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.6.28.大阪).

倉沢卓也,久保嘉朗,久世文幸,五十部 潤,田村康一,人見滋樹 :多発性気管支内軟骨腔の-治験例と本邦

報告例の検討,第9回日本気管支学会総会 (1986.7.16.京都).

坂本庶子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :本院で経験した肺良性腺癌の臨

床像について,第45回日本肺癌学会関西支部会 (1986.7.26.京都).

片上信之,長谷川幹,坂本唐子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :進行肺癌における

MAC療法 (MMC,ADR,CDDP)と MVC療法 (MMC,VDS,CDDP)の PhaseIIstudy,第45回日本肺

癌学会関西支部会 (1986.7.26.京都).

岩崎博信,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,梅田文一, 中井 準 :非切除肺腺癌の予後因子に関

する検討,第45回日本肺癌学会関西支部会 (1986.7.26.京都).

石田 直,中原由紀子,中原保治,牛田伸一,杉山栄一,田村忠雄,横見瀬裕保,桂 栄孝 :CYVADIC 療

法によって著効を呈した縦隔腫癌の1例,第45回日本肺癌学会関西支部会 (1986.7.26.京都).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和浩,郡 義明,田口善夫,藤本憲弘,南部静洋,久保義郎,八田和大,市島国雄,

小橋陽一郎 :肺癌治療後に生じ,放射線肺臓炎と鑑別を要した PS肺炎の-剖検例,第45回日本肺癌学会関西支

部会 (1986.7.26.京都).

李 啓充,久世文事 :EvaluationofthecombinationchemotherapyincludingCisIPlatinum bythechecker

BordAnalysis,第24回日本癌治療学会総会 (1986.10.8).

李 啓充,久世文章 :形質転換増殖因子ベータ(TGFβ)のA549細胞増殖に及ぼす影響- ,第45回日本癌学

会総会 (1986.10.23.札幌).

片上信之 ･長谷川 幹,坂本慶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :非小細胞肺癌に対

するcisplatinを含む多剤併用療法のphaseIIstudy,第27回肺癌学会総会〔ワークショップ 非小細胞癌の化学療

法(Ⅲ)〕(1986.10.30.東京).

南部静洋,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,田口善夫,藤本意弘,久保嘉郎,牧田泰正 :癌性髄膜

炎に対する Ommayareservoirの使用検討,同上 (1986.10.30.東京).

長谷川 幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :当院での肺癌手術

症例における術前病期分類の検討,同上 (1986.10.30.東京).

種田和清,南部静洋,藤本意弘,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,岩田猛郎,小橋陽一郎,市島国雄 :肺癌剖

検例での剖検診断と臨床診断の対比検討,同上 (1986.10.30.東京).

李 啓充,久世文章,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹 :胸部悪性腫癌における HumanTumorClonigenic

Assay(HTCA)改良の試み,同上,〔ワークショップ 感受性テスト(invitro& invivoJ(1)〕(1986･10･30.

東京).

岩崎博信,長谷川 幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :高齢者肺癌の予後

因子に関する検討,同上 (1986.10.30.東京).



昭和62.3 - 15-

李 啓充,久世文事,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹 :胸部悪性腫癌における Human Tumor Clonogenic

Assay(HTCA)改良の試み- ,第27回日本肺癌学会総会 (1986.10.30.東京).

中原保治,中原由紀子,牛田伸一,石田 直,松山栄一,宮本好博,横見瀬祐保,桂 栄孝 :啄疾細胞診にお

ける脂肪染色併用の有用性,第27回日本肺癌学会総会 (1986.ll.東京).

李 啓充,久世文事 :胸 ･腹水中の形質転換増殖因子 (TGF)活性及び TGFの腫癌細胞増殖に及ぼす影響,

第27回日本肺癌学会総会 (1986.10.31.東京).

岩崎博信,長谷川 幹,片上信之,坂本唐子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :非切除肺腺癌の予

後因子に関する検討,同上 (1986.10.31.東京).

川添隆司, 田中 茂,梅宮正志, 白川太郎,藤村直樹, 加藤幹夫, 日置辰一朗, 鈴木康弘 :Malignant

schwannomaのびまん性肺転移と考えられた1症例,第58回日本結核病学会,第28回日本胸部疾患学会近畿地方

会 (1986.ll.15.大阪).

久保嘉明,日村好宏,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,田L｣善夫,藤本憲弘,南部静洋 :著明な発

熱と全身性炎症反応を呈し,放射線治療が著効を示した largecellcarcinomaの1例,第58回日本結核病学会,

第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.ll.15.大阪).

郡 義明,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,北野司久,小橋腸一郎,市島国

雄 :気胸にて発症し,予後良好な肺 リンパ管筋腫症の1例,第58回日本結核病学会,第28回日本胸部疾患学会近

畿地方 (1986.ll.15.大阪).

中原由紀子,中原保治,牛田伸一,松山栄一,桂 栄孝,西園寺正士 :悪性線維性組織球腫の2例,- 肺原

発及び縦隔転移例,第25回日本臨床細胞学会秋期大会 (1986.ll.21.東京).

3. 感 染 症

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,藤本意弘,南部静洋,高橋 浩,相原経典,福本 晃 :

Legionellabozemaniiによる激症肺炎の1例,第60回日本感染症学会総会 (1986.4.25.東京).

望月吾郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,藤本憲弘,南部静洋,市島国雄,小橋陽一郎,上田善

道 :サイトメガロウィルス肺炎の臨床的検討,第60回日本感染症学会総会 (1986.4.26.東京).

田中栄作,桐谷良一,久世文事 :ムコイド型緑膿菌によるマウス窓急性気管支肺炎モデルの作成,第34回日本

化学療法学会総会 (1986.6.6.倉敷).

新実彰男,田中栄作,川合 満,久世文事,山尾 暫 :てんかん発作時の誤境が原因と考えられた肺化膿症の

1例,第119回日本内科学会近畿地方会 (1986.6.21.尼崎).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,藤本憲弘,南部静洋,高橋 浩,柏原経典,福本 晃

:Legionella bozemaniiによる激症肺炎の1例,第57回日本結核病学会 ･第27回日本胸部疾患学会近畿地方会

(1986.6.28.大阪).

鈴木雄二郎,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫 :抗塵撃剤によると考えられる低 γ-グロブリン血症で肺炎をく

り返 した1例,第22回日本赤十字社医学総会 (1986.ll.6.長崎).

南部静洋,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,田口善夫,藤本憲弘,久保嘉朗,西和田誠 :重症肺炎

に合併した ARDSに重畳式 HFJV を行い.著明な ABG の改善をみた1例,第58回日本結核病学会,第28回

日本胸部疾患学会近畿地方 (1986.ll.15.大阪).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,藤本憲弘,南部静洋,八田和大,久保嘉朗,市島国雄,

小橋陽一郎 :PC肺炎に対する予防投与法の検討,第58回日本結核病学会,第28回日本胸部疾患学会近畿地方会

(1986.ll.15.大阪).

間 裕也,松井保憲,演戸数行,大野博之,高橋 豊,南部静洋,田口善夫,岩田猛邦,小橋陽一郎,相腐雅

典 '･IgG一入型多発性骨髄腫に合併し,生前に診断し得た本邦初の LegionelladumofG肺炎の1例,第121回日本

内科学会近畿地方会 (1986.ll.29.大阪).
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4.気管支嘱息,アレルギー疾患

奥泉仁一,田中健一 :TDI処理モルモットに観察された電気生理学的変化について,第56回日本衛生学会,

(1986.3.30.津).

井野隆光,沢幡 正,丸井昭吾,田中健一 :ベンジン及びそのN-7セテル化物の N･水酸化体の電子状態と代

謝との関係について,第59回日本産業衛生学会 (1986.4.2.広島).

小林節雄,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,他15名 :気管支嘱息に対する柴朴湯エキス剤の長期投与効果の検

討- 多施設共同試験結果について- ,第26回日本胸部疾患学会総会 (1986･4.9.福岡).

白川太郎,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫, 日置辰一郎,日下幸則,市川陽子,後藤

桐 :超硬合金嘱息の原因物質の検討 (Ⅲ),第57回日本結核病学会,第27回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.

6.28.大阪).

Tanigawara,Y･,Kishimoto,I･,Yamamura,M･.Okumura,K･,Hori,R･,Kawatatsu,K･,Nishimura,K･,

Kawai,M･,Chikuma,M･,.Takeyama,M･,Hamaoka,K･:PopulationpharmacokineticsofTheophyllinefollowing

intravenousinfusion,ⅠⅠIWorldConferenceon ClinicalPharmacology & Therapeutics(July,31･1986･

Stockholm).

田中健一,竹岡明美,花田 哲,岡本 豊,奥泉仁一,川合 満 :TDIによる実験的アレルギーに関する研

究 (第12報),MDIによる C57Ⅰ∋L/6マウス接触過敏症 (CSJモデル,第36回日本アレルギー学会総会 (1986.

9.23.岐阜).

川合 満,加藤元一,河南里江子,桜井信男,倉沢卓也,田中健一,久世文事,大瀧雅一,若松茂幹 :パーソ

ナルコンピューターによる閉塞性肺疾患患者の管理の試み,同上 (1986.9.24).

山田栄一,川合 満,岩田猛邦 :ケトチフェン長期投与の気道過敏性に及ぼす影響,同上 (1986･9.25).

田中健一,長屋佳子,花田 哲,岡本 豊,奥泉仁一 :TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第11報)

鼻アレルギーにみられた抗原特異的即時塑皮膚反応について,第37回日本アレルギー学会 (1986.10.23.岐阜).

山田栄一,川合 満,岩田猛邦,種田和清 :ケトチフェン長期投与の気道過敏性に及ぼす影響,第36回アレル

ギー学会総会 (1986.10.25.岐阜).

坂本慶子,長谷川 幹,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :救命しえた重症曝

息発作症例の検討 (第2報),第28回日本胸部疾患学会,第58回日本結核病学会近畿地方会 (1986.ll.15.大

阪).

白川太郎,田中 茂,川添隆司,梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,鈴木克洋,三尾直士,川合 満,

泉 孝英 :気道過敏性測定法の比較検討,第58回日本結核病学会,第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.

ll.15.大阪).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,藤本意弘,八田和大,南部静洋,久保義朗,掘 健次

郎,岡部憲二郎 :右心不全を繰り返した重症気管支嘱息の1例,第58回日本結核病学会,第28回日本胸部疾患学

会近畿地方会 (1986.ll.15.大阪).

田中 茂,梅宮正志,川添隆司,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :リンパ球刺激テストにより,

セファゾリン (CEZJによる薬剤誘起性肺臓炎と推定された1例,第58回日本結核病学会,第28回日本胸部疾患

学会近畿地方会 (1986.ll.15.大阪).

5. 心 身 医 学

河野博臣(会長):第10回日本心身医学会近畿地方会 (1986･1.神戸).

河野博臣 :医学と科学と宗教,第1回陽光文明国際会議 (1986.ll.高山).

河野博臣(座長):HolisticMedicine･同上国際会議 (高山).

河野博臣 :末期癌患者のターミナルケア- 外科の立場より- ,第48回日本臨床外科学会 (1986.ll.大

阪).
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6. そ の 他

田中栄作,久保嘉郡,村山尚子,桐谷良一,久世文事,竹田俊男,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

雄 :BOOP(Bronchiolitisobliteransorgani-/ingpneumonia)3症例の臨床的 ･病理学的検討,第26回日本胸部疾

患学会総会 (1986.4.7.福岡).

石原享介,片上信之,坂本慶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,中島吉彦,太田仁八,浅香隆久,

石井昌生 :酸素濃縮器による在宅酸素療法の臨床的検討一 在宅率,急性増悪因子の変化を中心に- ,第26回

日本胸部疾患学会総会 (1986.4.8.

岩崎博信,片上信之,坂本庶子,

ステロイド療法効果に関する検討,

川添隆司,白川太郎,藤村直樹,

彦 :びまん性肺出血の1症例 (節,

網谷良一,久世文章,藤本憲弘,

ける胸水 ACE活性測定の意義,

加藤元一,村山尚子,山本孝吉,

福間).

李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :運動負荷からみた間質性肺炎の

第26回日本胸部疾患学会総会 (1986.4.8.福間).

高田範男,加藤幹夫,日置辰一郎,北市正則,泉 孝英,土井俊夫,末広文

腎生検とその免疫抗体法による検討),同上 (1986.4･8.福岡).

田口善夫,望月吉郎,種田和浩,岩田猛邦,奥村敦子 :胸水の鑑別診断にお

第26回日本胸部疾患学会総会 (1986.4･9.福岡).

桐谷良一一,倉沢卓也,川合 溝,久世文事,北市正則 :両側肺上野が進行性

に縮少し白胸気胸を繰返した同胞4例の検討,第26回日本胸部疾患学会総会 (1986.4.9.福岡).

中西通泰,柴田安宅他 :最近の自然気胸,第22回京都病院学会 (1986.6.15.京都).

中西通泰,柴田安宅他 :呼吸器の MRI第22回京都病院学会 (1986.6.15.京都).

山本孝吉,鈴木克洋,村山尚子,倉沢卓也,久世文事,久保明美,笹田呂孝 :ヒト肺胞マクロファージの活性

酸素生成に及ぼす組み換え型インターフェロンガンマの効果,第14回日本臨床免疫学会総会 (1986･6･19.東京).

冨田誠人,岸田慶子,大草知子,牛田仲-,中原保治,中原由紀子,馬場泰人 :抗 T3 自己抗体の出現を認め

た1症例,第14回日本臨床免疫学会総会 (1986.6.19.横浜).

石田 直,中原由紀子,中原保治,門屋 誠,牛田仲一,松山栄一,桐谷良一,鈴木康弘 :気管支線毛運動及

び微細構造を観察した Kartagener症候群の1例,第119回日本内科学会近畿地方会 (1986.6･21.尼崎).

長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :十二指腸潰癌の穿通
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ー孔-ルニアの臨床的検討- 気腹撮影にて診断しえた1症例を中心に- .第57回日本結核病学会,第27回目



- 18- 京大胸部研紀要 第20巻 第 1,2号

本胸部疾患学会近畿地方会 (1986.6.28.大阪).
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進歩).第9回日本気管支学会総会 (1986･7･15.京都).
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浅香隆久,石井昌生 :在宅酸素療法施行中死亡症例の問題点.第28回日本胸部疾患学会,第58回日本結核病学会
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副島林道,久世文事,村山尚子,西山秀樹,加藤元一,他192名 :細菌性肺炎 ･肺化膿症に対する Cefuzonam
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(CZON)と Cefotiam (CTM)の薬効比較試験.感染症学雑誌,60(8):885-910,1986.

副島林造,久世文事, 村山尚子, 西山秀樹, 加藤元一,他192名 :慢性呼吸器感染症に対する Cefuzonam

(CZ()NJと Cefmenoxime(CMX)の薬効比較試験.感染症学雑誌,60(8):865-884,1986.

4.気管支噂息 ･アレルギー疾患

川合 満,川勝一雄,武山正治 :気管支拡張薬の進歩と治療の現況･TherapeuoticResearch,4(6):1158-1177,

1986.

川合 満 :治療手段とその選択 (気管支帽息 ･治療)･MedicalPractice,3(5):815-819,1986.

田中健一,長屋佳子,岡本 豊,竹岡明美,花田 暫 :TDI鼻アレルギーモデルに観察された抗原特異的即

時型皮膚反応.耳鼻咽喉科免疫アレルギー,4,24-25,1986.

田中健一,丸井昭吾,岡本 豊,花田 哲,西村富美子,長屋佳子 :TDl鼻アレルギーモデルに観察された

鼻粘膜表面粘液の形態学的研究.鼻咽喉科免疫アレルギー,4,26-27,1986.

田中健一,岡本 豊,長屋佳子,花田 暫 :モルモットTDI瑞息モデルにみられた発作死の検討.京大胸部

研紀要,19,71-79,1986.

田中健一 :TDIによるアレルギー性疾患モデル.皮膚科紀要,81,456-469,1986.

田中健一,丸井昭吾,沢幡 正,井野隆光 :炭素繊維の気管内注入によるラット肺の形態学的変化について.

産業医学,28,288-289,1986.

川合 満 :ステロイド薬長期連用の問題点と対策.医学のあゆみ,137:(5):398-400,1986.

川合 満 :気管支嘱息.図説臨床看護医学,呼吸器 (分担執筆),178-183,同朋舎出版,1986.

川合 活 :嘱息の薬物療法≪嘱息における各薬剤の用い方≫｢非特異的療法剤｣.臨床医療情報,5(3):365-
371,1986.

川合 満 :気管支嘱息.薬物療法の実際 (第3版),(分担執筆),502-508,アサヒメディカル,1986.

川合 溝,河南里江子,久世文事 :抗アレルギー薬 DSCG の上手な使い方. クリニカ,14(2):88-92,

1986.

川合 満 :薬物ならびに干渉低周波による去疾.呼吸器疾患の治療 (分担執筆),179-190,羊土社,1986.

川合 満 :難治性気管支晴息の治療法にはどんなものがあるのか?免疫の新しい考え方Q&A (分担執筆),

386-387,協和企画,1986.

可部順三郎,川合 満,他86名 :成人気管支嘱息に対する新規抗アレルギー薬 MYl5116の臨床評価- 封筒

法による至適用量の検討- .診療と新薬,23(2):229-249,1986.

牧野荘平,石崎 達,長野 準,川合 満,前川暢夫,他116名 :E-0659(azelastine)の気管支嘱息に対する

臨床的検討- 多施設二重盲検法による Ketotifenとの比較- .臨林と研究,63(2):609-635,1986.

信太隆夫,川合 満,他78名 :成人気管支嘱息に対するDSCGェアゾルの治療効果- DSCG粉剤を対照と

した比較試験- .診療と新薬,23(9):1963-1976,1986.

信太隆夫,川合 満,他81名 :気管支晴息に対する Ba598の臨床評価- 多施設二重盲検群間比較法による

検討- .TherapeuticResearch,5(1):93-118,1986.

可部順三郎,信太隆夫,浜田朝夫,川合 満,他72名 :全国38施設共同研究によるプロカテロール吸入剤の薬

効検討.現代医療,17:1645-1660,1986.

浜田朝夫,信太隆夫,可部順三郎,宮本昭正 (川合 満,久世文幸,他74名参加):気管支帰息に対する pro-

caterol吸入薬の臨床評価,Salbutamol吸入薬を対腰薬とした全国39施設共同による二重盲検群問比較試験成績.

医学のあゆみ,137(ll):939-957,1986.

小林節雄,谷本普-,佐野靖之,川合 満 :他疾患を有する噛息患者の治療 PartI(座談会).メディカル ･

メリビューン,1986.

滝島 任,可部順三郎,川合 満,無江季次 :気管支嘱息と β刺激剤の動向 (座談会).メディカル ･トリビ

ューン,1986.

岸本 進,官本昭正,信太隆大 (川合 満,前川暢夫,他75名参加):気管支嘱息に対する AA-673錠の用量
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比較試験.薬理と治療,14(4):2895-2911,1986.

川上保雄,高橋昭三 (川合 満,他123名参加)'･KC-404の成人気管支暗点に対する臨床的検討- トラニラ

ストを対照とした多施設二重盲検比較試験- .臨床評価,14(2):373-407,1986.

5. 心 身 医 学

河野博臣 :QualityofLifeのあるべき姿.癌患者の生を考える,8-23,有斐閣,1986.

河野博臣 :人のいのちにかかわるにあたって･̀ Q̀ualityofLife''をどう考えるか.月刊ナ-シング,5(13):

8-14,1985.

河野博臣 :老人癌患者のセルフ･ケア.治療,68(2):423-425,1986.

河野博臣 :うつ病に対する一般医の関心･Medicalway,3(7):163-166,1986.

河野博臣 :癌末期患者の在宅ケア.日本医師会雑誌,96(5):790-794,1986.

河野博臣編著 :末期癌患者のケア.金原出版,1986.

河野博臣編著 :末期癌患者の医療.金原出版,1986.

6. そ の 他

Kusaka,Y･,Ichikawa,Y･,Shirakawa,T･,Goto,S,:Effectofhardmetalonventilatoryfunction,Brit･J･

Indust,Med･,43:486-489,1986･

Kusaka,Y･,Yokoyama,K･,Sera,Y･,Yamamoto,S･,Sone,S･,Kyono,H･,Shirakawa,T･,Goto,S･:Res-

piratorydiseasesinhardmetalworkers:anoccupatinalhygienestudyinafactory,Brit･J･IndustMed,･

43:474-485,1986.

AkemiKubo,MasatakaSasada,KohkichiYamamoto,HidekiNishiyama,ToshiroNishimura,Toru

NakamuraandHarutoUchino:Theroleofphagosomeformationinhydroxylradical generationbyhuman

polymorphonuclearleukocytes:StudieswithnormalandcytochalasinB-trea.tedcell･Acta HaematologlCa

Japonica,49(1):34-42,1986.

川合 満,久世文幸 :呼吸器疾患 (特集内科最近の動き).内科,57(1):4-8,1986.

桐谷良一,久世文幸,種田和清,岩田猛邦,天野博之,西田 修,荒木恒治 :胸水中アンギオテンシン変換酵

秦 (ACE)の異常高値を呈した肺吸虫症の2例.日胸,45(ll):936-941,1986.

藤原拓樹,飯田健一,田中秀武,黒田直明 :Neuron･SpecificEnolase(NSE)･RIA シオノギの基礎的 ･臨床

的検討.医学と薬学,15(6):1949-1957,1986.

堀川禎夫 :Acetazolamideが有効であった閉塞型睡眠時無呼吸症候群の1例.和歌山赤十字病院医学雑誌

(Vol･4).62-67,1986.

田口善夫,田中栄作,藤本憲弘,郡 義明,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,市島国

雄 :SAB所見を検討し得た肺好酸球性肉芽腫症の1例.日本胸部臨床,45(2):159-163,1986.

望月吉郎,南部静洋,藤本憲弘, 田口義夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,黒田康正,左野 明,今中一

文 :心内奇形を伴わない右肺動脈起始部離断症の1成人例.日本胸部疾患学会雑誌,24(9):1028-1033,1986.

川合 満 :啄抜.図説臨床看護医学,呼吸器 (分担執筆),64-70,同朋舎出版,1986.

川合 満 :嘱鳴.図説臨床看護医学,呼吸器 (分担執筆),74-75,同朋舎出版,1986.

川合 満 :縦隔気腫.図説臨床看護医学,呼吸器 (分担執筆),280-281,同朋舎出版,1986.

田中栄作,南部静洋,藤本憲弘,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国

樵 :移動する PIE症候群様の陰影と両側胸水を呈した Bronchiolitisobliteransorganizingpneumonia(BOOP)

の1例.日本胸部臨床,45(6):532-537,1986.

石原享介,片上信之,坂本慶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一, 中井 準,岡田行功,庄村東洋,白板博

文 :診断的気腹により横隔膜部分欠損の存在を知り得た月経随伴性気胸の1例.日本胸部臨床,45(5):423-

427,1986.
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加藤元一,倉沢卓也,川合 満,久世文章,溝井-敬,坂本邦彦,清田隆二,大山 勝 :Reometerの開発と

その臨床応用･TherapeuticResearch,4(6):1229-1240,1986.

細谷良一 :Liquid-filledAIveolography(LFA)による末栴気道病変の形態学的検討. 日胸疾会誌,24(7):

719/～728,1986.

石原享介,片上信之,坂本庶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,石井昌生 :気管支ファイバ-ス

コ-プによる気管支結石の摘出とその適応- 摘出後気管支造影を中心に- . 日本胸部臨床,45(8):658-

665,1986.

片上信之,坂本慶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支造影時のモニタリングお

よび呼吸不全患者の呼吸管理におけるフィンガーオキシメーターの有用性.呼吸,5(9),1032-1038,1986.

長岡 滋,川合 満,池田宣昭,山鳥英世,今井節朗,倉沢卓也,丸井康子,東向一郎,江部康二,他58名 :

急性上気道炎に対するトルフェナム酸の臨床的薬効評価-イブプロフェンを対象薬とした全国的多施設二重盲検

法による第Ⅲ相試験.臨床医薬,2(2):221-249,1986.

中西通泰 :内科要点整理問題演習(分担執筆).編集 ･後藤文男,亀田治男,主要症候,病態生理,金原出版,

東京,1986.

前川暢夫, ほか :抗結核剤 Rifampicin の病巣局所移行に与える去疾薬 Ambroxolの影響についての研究･

AntibioticsandChemotherapy2(ll):1817～1829,1986.

長岡 滋,平賀洋明,岡安大仁,野口英世,倉沢卓也,東向一郎,池田宣昭,今井節朗,江部康二,坂東憲司

黒田直明,川合 満,他50名 :非酸性鎮痛消炎薬 Emorfazoneの急性上気道炎に対する臨床評価- Aspirinを

対照薬とした二重盲検比較試験- .薬理と治療,14(9):5883-5900,1986.

谷本曹-,前川暢夫,川合 満,稲葉宣雄,辻野博之,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,中井 準,他110名 '･慢

性閉塞性肺疾患に対する Ba598の臨床的検討- 多施設二重盲検法による Ipratropiumbromideとの比較-

ProgressinMedicine,6(6):1203-1299,1986･

前川暢夫,川合 満,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,他76名 :気管支埴息ならびにその他の慢性閉塞性肺疾

患に対する Flutropium Bromide(Ba598)の臨床的検討- 特に長期投与における安全性の検討について-

TherapeuticResearch,5(2):379-414,1986.

大草知子,岸田慶子,長野 豊,石井賢二,中原由紀子,中原保治,冨田誠人,隼田伸一,門屋 誠,松山栄

一,加納 正 :多発性骨髄腫に合併したびまん性肺胞中隔型肺アミロイド症のまれな1例.日本内科学会雑誌,

75(7):925-930,1986.

田中 茂,中田敬吾,江部康二,渡辺-幹,玉置 勉,中野勝輝 ･･老人疾患と漢方療法.漢方診療,5(6):2

､18,1986.

〔研究会 ･講演会〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

久世文章,戸川真一,桜井信男 :小川培地上における抗結核薬の併用効果- M･intracellulare- . 第9回

臨床抗酸菌談話会 (1986.4.9.福間)).

岡崎美樹,加藤元一,倉沢卓也,久世文章 :反復する肺炎と M.intracellalareの分離.第18回非定型抗酸菌

症研究協議会 (1986.4.10.福岡).

戸川真一,桜井信男,久世文章 :マウスを用いた M･intracellulare感染モデル- ベージュ･マウスの検討

- .第56回実験結核研究会総会 (1986.4.9.福岡).

前川暢夫,久世文事,桜井信男 :実験的マウス抗酸菌症を対象とした肺洗源細胞の動態〔Ⅲ〕.冒結研総会報告

(1986.6.13).

久世文事 :特別講演 ｢非定型抗酸菌症の臨床｣.第27回滋賀呼吸器疾患談話会 (1986.ll.8.大津).
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2. 腫 嫉

李 啓充 :胸 ･腹水中における形質転換増殖因子 (TGF)活性に関する検討.第22回京大癌研究会 (1986.1.

21.京都).

中嶋安彬,小川勝彦,山辺博彦,内田貞夫,栗野道治,琴浦良彦,桐谷良一,田中紘一 :AlveolarSoftPart

Sarcoma- 8例の臨床病理学的検討- .第22回京大癌研究会 (1986.1.21).

李 暫充,久世文事,橋村孝幸,谷川允彦 :SimpleColorimetricMethodによる HumanTumorClonogenic

Assay(HTCA)評価の試み.第19回制癌剤適応研究会 (1986.2.22.広島).

李 啓充,久世文事,橋村孝幸,谷川允彦 :胸 ･腹水中における腺癌増殖因子活性に関する検討.第19回制癌

剤適応研究会 (1986.2.22.広島).

金丸洋史,橋村孝幸,吉田 修,李 啓充,谷川允彦 :Clonogenic assay による尿路上皮腫痔の制癌剤感受

性.第19回制癌剤適応研究会 (1986.2.22.広島).

鶴田真理,岩井一宏,片上信之,坂本康子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,石原 隆,

早稲田則雄,倉八博之 :SIDHと呈した肺小細胞癌の1例.第34回兵庫県肺癌懇話会 (1986.3.19.神戸).

前川暢夫 :肺癌の早期診断.赤十字県民大学,(1986.4.5.和歌山).

久世文事 :肺癌の胸部Ⅹ線読影(1).西陣医師会 (1986.5.21.京都).

久世文章 :肺癌の胸部Ⅹ線読影(2).西陣医師会,(1986.7.23.京都).

李 啓充,久世文事 :Cisplatinを含む制癌剤併用療法の効果- CheckerBoardAnalysisによる検討-

第23回京大癌研究会 (1986.8.28.京都).

倉沢卓也,石田 直,山本孝吉,久世文事,田村康一,人見滋樹,樋口佳代子 :レーザー照射後の気管支肺動

脈療により啄血死した1例.第28回近畿気管支鏡懇話会 (1986.9.4.大阪).

加藤元一,倉沢卓也,桐谷良一,久世文事 :多発性ポリープを呈した気管支内異物の1例.第28回近畿気管

支鏡懇話会 (1986.9.4.大阪).

田中健一 :職業に起因するがんの発生を防ぐために.京都工場保健会産業衛生研究会 (1986.9.9.京都).

久世文事 :肺癌の胸部Ⅹ線読影(3).西陣医師会 (1986.10.22.京都).

牛田仲- :当院における経皮肺針生検.第13回姫路市医師会秋期大学 (1986.10.22.姫路).

中原保治,桂 栄孝 :肺癌発見の一手法- 脂肪染色について- .第13回姫路市医師会秋期大学 (1986.10･

24.姫路).

前川暢夫 :肺癌の診断と治療.田辺市医師会 (1986.ll.8.田辺).

久世文幸 :肺癌の胸部Ⅹ線読影(4).西陣医師会 (1986.ll.12.京都).

秦 舷,橋平 誠,荻野 均,岡本交二,岡田行功,宮本 覚,西内 素,立道 清,庄村東洋,梅田文一,

中井 準 :体外循環を用いて切除しえた Malignantcarcinoid tumor の1治験例. 第36回兵庫県肺癌懇話会

(1986.ll.19.神戸).

冨岡洋海,山本孝吉,倉沢卓也,久世文事,大井和春 :急速に消過した気管支内腔癖の1例.第29回近畿気管

支鏡懇話会 (1986.12.17.大阪).

3. 感染症の化学療法

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.吉野郡医師会 (1986.1.ll.下戸町).

川合 溝,(司会 ･久世文事):フルマークPhaseIStudyと臨床経験. 京都 ･滋賀フルマーク新発売記念講演

会 (1986.2.1.京都).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,藤本憲弘,南部静洋,高橋 浩,相原雅典,福本

晃 :Legionellabozemaniiによる激症肺炎の1例.第1回奈良県感染症研究会 (1986･2･8.奈良).

前川暢夫 :呼吸器感染症の化学療法.大阪市東区医師会 (1986.3.15.大阪).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.八尾市医師会 (1986.3.25.八尾市).

山田栄一 :最近の呼吸器感染症の話題から.神戸市西区医師会 (1986.3.29.神戸).
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岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.堺市医師会 (1986.4.15.堺市).

前川暢夫 :呼吸器感染症の化学療法.新宮市医師会 (1986.6.21.新宮市).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.大阪東成区医師会 (1986.7.16.大阪).

岩田猛邦 :肺感染症.金沢市内科研究会 (1986.8.9.金沢).

岩田猛邦 :慢性気道疾.患の診断と治療.新居浜市医師会 (1986.9.18.新居浜).

山田栄一 :慢性気道疾患の急性増悪期の OFLX の効果.クリビット研究会 (1986.9.27.神戸).

三上理一郎,久世文事 (司会):特別講演 ･呼吸器感染症一病態からみた治療.ムコダイン学術講演会 (1986.

10.4.京都).

岩田孝孟邦 :慢性気道疾患の診断と治療.河内長野市医師会 (1986.10.14.河内長野).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.北九州市小倉地区内科研究会 (1986.10.23.小倉).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.岸和田市医師会 (1986.ll.14.岸和田).

田中栄作 :緑膿菌によるマウス肺感染モデル.第38回国立大学附置研究所結核及び胸部疾患談話会 (1986･ll.

17.金沢大学がん研究所).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.大垣市内科研究会 (1986.ll.19.大垣).

久世文事 (司会):クリビッドの臨床検討. ニューキノロンの基礎と臨床. タリビッド発売一周年記念講演会

(1986.ll.29.大阪).

前川暢夫 :呼吸器感染症の診断と治療.田辺市医師会 (1986.12.6.田辺).

前川暢夫 :呼吸器感染症,最近の話題. (1986.12.ll.和歌山).

久世文幸 (司会):京都 ･滋賀クリビッド新発売 1周年記念講演会 (1986.12.13.京都).

田中栄作 :慢性気道感染症に対するタリビッドの使用経験,同上講演会 (1986.12.13.京都).

川合 満 :老人と肺炎 (ラジオ放送 :兵庫県高令者放送大学)ラジオ関西 (1986.12.27).

4. 気管支瑞息 ･アレルギー疾患

田中健一 :TDIによるアレルギー性疾患モデル.第 1回京滋皮膚科懇話会 (1986.2.22.京都).

川合 満 :アレルギー性肺疾患の病態と治療.加古川市医師会 (1986.3.8.加古川).

川合 満 :嘱息の治療- 特にテオフイ1)ン剤に関連して- .北関東アレルギー協会 (1986.3.13.宇都宮).

田中健一,長屋佳子,岡本 豊,竹岡明美,花田 哲 :TDI鼻アレルギーに観察された抗原特異的即時型皮

膚反応.第4回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー研究会 (1986.3.28.東京).

川合 満 :老年気管支噛息患者に対する紫朴湯の投与経験.京都臨床東洋医学研究会 (1986.3.29.京都).

川合 蒲 :気管支噴息の病型に応じた治療法について.仲多度郡善通寺医師会 (1986.6.24.多度津).

川合 満 :アレルギー性疾患の診断と治療.西陣医師会 (1986.6.28.京都).

川合 満 '･気管支嘱息の治療- 最近の動向- .第246回大杏会 (1986.7.20.大阪).

川合 満 :気管支嘱息の病態と治療- アレルギー疾患の病態と治療学術講演会 (1986.8.30.京都).

川合 満 :気管支拡張薬の進歩と治療の現況.スピロベント講演会 (1986.9.6.京都).

川合 満 :気管支職息の病態と治療.青森市医師会 (1986.10.ll.青森).

川合 満 -･気管支嘱息の治療- 最近の研究と治療の進歩- .佐迫地区医師会 (1986.10.21.広島).

川合 蒲 :気管支噛息と気管支炎.(ラジオ放送 :アレルギー診療室)ラジオ大阪 (1986.10.26).

川合 満 :気管支嘱息の治療- 最近の進歩- .中部臨床研究会 (1986.10.30.麻植).

川合 満 :難治性嘱息の治療- 特にステロイド依存性嘱息について- .瑞息研究会 (1986.ll.1.神戸).

隼田伸一 :気管支嘱息について.神崎郡老人大学 (1986.ll.20.市川町).

川合 満 :気管支晴息および閉塞性肺疾患の臨床.高槻市医師会 (1986.ll.22.高槻).

川合 満 :気管支噂息の発症機序と治療.草津市医師会 (1986.ll.25.草津).

川合 満 :気管支晴息治療の進歩.飯塚医師会 (1986.ll.27.飯塚).

川合 満 :プライマリーケアに於ける気管支鳴息の治療.大東市医師会 (1986.12.ll.大東市).
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奥泉仁一,田中健一,吉田治弘,池本卯典 :アレルギー性鼻炎モデルの涙液タンパクについて.第6回細管式

等速電気泳動シンポジウム (1986.12.12.名古屋).

5. 心 身 医 学

河野博臣 :特別講演 ･死の臨床研究10年の歩み.第10回死の臨床研究会 (1986.ll.東京).

6.そ の 他

光田猛邦 :臨床診断 `̀DPB"剖検例の病理形態学的検討.DPB研究会 (1986.1.18.東京).

南部静洋,藤本意弘,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,大野陽一郎,上田善道,小橋陽

一郎,布島国雄 :多発性骨髄腫の治療中に発熱とともに胸部 Ⅹ-P上びまん性陰影を呈した1例.第32回びまん

性肺疾患研究会 (1986.2.22.大阪).

川合 満 :閉塞性肺疾患の治療.アトック講演会 (1986.3.27.京都).

郡 義明,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国雄 :全剤使用中に間質性肺炎をきたし呼吸不全 にて死亡 した RA

の-剖検例,間質性肺疾患研究会 (1986.5.16.東京).

岩井一宏,長谷川幹,片上信之,坂本慶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也,

中島吉彦,太田仁八,浅香隆久,石井昌生 :労作性呼吸困難にて発症し,糖尿病を合併,CEA 高値を示 し,胸

部 Ⅹ-P上びまん性陰影を呈した1症例.第33回びまん性肺疾患研究会 (1986.6.7.大阪).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郡,郡 義明,藤本憲弘,南部静洋,市島国雄,小橋郎一郎 :ぴまん

性肺疾患経過中に大略血を繰返した1例.第33回びまん性肺疾患研究会 (1986.6.7.大阪).

川合 蒲 :閉塞性肺疾患の治療.舞鶴医師会 (1986.6.19.舞鶴).

川合 満 :閉塞性肺疾患の治療.兵庫区医師会 (1986.6.27.神戸).

鈴木雄二郎,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫 :気管支動脈法影の治療的応用.第15回和歌山脈管研究会 (1986.

7.21.和歌山).

川合 満 :閉塞性肺疾患の診断と治療.下京東部医師会 (1986.7.17.京都).

川合 蒲 :閉塞性肺疾患の診断と治療.北海道医師会 (1986.7.24.札幌).

川合 満 :閉塞性肺疾患の治療について.塩筑 ･松本医師会 (1986.7.26.松本).

川合 満 :気道閉塞性疾患の治療一一最近の進歩.北丹 ･与謝医師会 (1986.9.16.大宮町).

河南里江子,田中栄作,橋本 徹,多田公英,縄田隆平,富岡洋海,池上裕美子,新実彰男,加藤元一,鈴木

克洋,李 啓充,桜井信男,村山尚子,桐谷良一,山本幸吉,倉沢卓也,川合 満,久世文幸,竹田俊男 :定期

検診にて発見され,胸部Ⅹ線上,辺像不明瞭な多発性結節を呈したびまん性肺疾患の1症例.第34回びまん性肺

疾患研究会 (1986.9.20).

西山秀樹,堀川禎夫,鈴木雄二郎,前川暢夫,静木犀三 :微熱,湿性咳轍,労作性呼吸困難を主訴とし,胸部

Ⅹ-P上,びまん性陰影ど呈した RA の1症例.第34回びまん性肺疾患研究会 (1986.9.20.大阪).

南部静洋,久保嘉朗,藤本憲弘,田口善夫,郡 義明,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国

雄 :労作時呼吸困難,乾性咳轍を主訴として胸部Ⅹ線上びまん性陰影を呈した1例.第34回びまん性肺疾患研究

会 (1986.9.20.大阪).

坂本慶子,城 泰子,樫田博史,平佐昌弘,太田仁八,浅香隆久,石井昌生,長谷川幹,片上信之,李 英徹,

石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :発熱で発症し著明な好酸球増多をきたした胸部異常陰影の1例.節

34回びまん性肺疾患研究会 (1986.9.20.大阪).

川合 満 (司会 ･久世文事):レオメーターの開発とその臨床応用.ムコダイン学術講演会 (1986.10.4.京

都).

隼田伸一,中原由紀子,中原保治,石田 直,門屋真知子 :視神経乳頭肉芽腫を来たしたサルコイドーシスの

1例.第6回サルコイドーシス研究会 (1986･10.17.松本).

藤本憲弘,八田和犬,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,沖波 聴,庄司和彦,
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矢倉俊洋,橋本 修,小橋陽一郎,市島国雄 :耳鳴,発熱で発症し多彩な症状を呈したサルコイドーシスの1症

例.第6回サルコイドーシス研究会総会 (1986.10.18.松本).

田口善夫,岩田猛邦,種田和才乱 望月吾郎,郡 義明,藤本意弘,南部静洋,八田和大,北野司久,辰己明利,

小橋陽一郎,市島国雄 :Sarcoidouis発症10年後,Mycetoma形成に伴う大境血を繰り返した1例.第6回サルコ

イドーシス研究会 (1986.10.18.松本).

川合 満 :呼吸器における老年性変化ならびに主な疾患について.京都薬科大学卒後教育 (1986.10.19.京

那).

望月吉邸,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,郡 義明,種田和清,岩田猛邦,相原雅典 :COPD 急性増悪に

関与する感染因子の検討.第18回奈良県呼吸器疾患研究会 (1986.ll.8.橿原).

南部静洋,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国雄 :発熱,呼吸困難で急性に発症し好酸球増多を伴った肺疾患の2

例.間質性肺疾患研究会 (1986.ll.21.東京).

石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本慶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :本院における自然気

胸の内科的治療成績.第6回京阪神呼吸器勉強会 (1986.12.1.大阪).

前川暢夫,久世文幸,村山尚子 :マウス肺胞マクロファージの活性酸素生成に関する検討.日結研総会報告

(1986.12.5.東京).

岡部純弘,石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,岩橋博信,梅田文一,中井 準,矢部博樹,

永井謙一,中田康則 :労作時呼吸困難を主訴に胸部Ⅹ線上非特異的異常陰影をきたした例.第35回びまん性肺疾

患研究会 (1986.12.6.大阪).

牛[引中一,石田 直,中原由紀子,中原保治,松山栄一,岩崎博信 :13年の経過で上肺野より進行した胸部異

常影の1例.第35回びまん性肺疾患研究会 (1986.12.6.大阪).

桐谷良一,倉沢卓也,久世文章,鈴木康弘,高橋晴雄,西山秀樹 :疹出性中耳炎,慢性副鼻腔炎,不妊症を合

併し,胸部 Ⅹ ･P上びまん性陰影を呈した1例.第35回びまん性肺疾患研究会 (1986.12.6.大阪).

石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本慶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気道の炎症性ポリー

プと思われる2症例.第29回近畿気管支鏡懇話会 (1986.12.17.大阪).

京大胸部研内科 Ⅰ合同研究発表会 〔第 2回〕

(1986.12.20.京都)

松本鉄也,池田宣昭 (国立療養所南京都病院):京都府南部の結核再発例について 1)保健所統計より

池田宣昭,松本鉄也,足立嘉之,井上修平,藤野昇三,山鳥英世,森 -弥 (国立療養所南京都病院):京都

府南部の結核再発例について 2)入院患者の分析より

岡崎美樹,大野暢宏,武藤 真,長谷光雄,高島義光 (福井赤十字病院 呼吸器科):気管支性嚢腫の5例

田中栄作,加藤元一,桐谷良一,久世文幸 (京大胸部研 内科1):Mouse緑膿菌感染モデルを使った慢性気

道病変のメカニズムの検討

桐谷良一,田中栄作,村山尚子,倉沢卓也,川合 満,久世文事 (京大胸部研 内科1):慢性気道疾患にお

ける気管,気管支線毛の機能および超徽形態の検討

岡本 豊,田中健一 (東レ安全性試験室):TDI鼻アレルギーモデルを用いた抗アレルギー剤薬効検定の試み

西山秀胤 南方良章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,前川暢夫 (和歌山赤十字病院 呼吸器科):RA に合併した細

気管支炎の1症例

郡 義明,野村信介,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 (天理よろず相談所病

院 呼吸器内科),小橋陽一郎,市島国雄 (//病理):金利使用中に間質性肺炎を来し呼吸不全にて死亡した RA

の1剖検例,田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,南部静洋,久保嘉朗 (天理よろず相談所病

院 呼吸器内科),黒田康正,定藤規弘 (//放射線科),種田基一郎,足立和彦 (神戸労災病院 内科):金利に

よる肺臓炎のⅩ線 CT像について

牛田伸一 (国立姫路病院 内科):過去2年間の経皮肺針生検の成績 (同手技にて診断し得たクリプトコッカ

ス症について)
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坂本庶子,長谷川艶 片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市民病

院 呼吸器内科):当科における重症嘱息発作および嘱息死の臨床検討

白川太郎,藤村直樹 (高槻赤十字病院 呼吸器科):金属と嘱息

石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市立病

院 呼吸器内科):石井昌生,浅香隆久 (神戸市立玉津病院):在宅酸素療法の現状と問題点

中原由紀子 (国立姫路病院 内科):肺原発と考えられる悪性線維性組織球腫 (MFH)の1例

坂東憲司,黒田直明,倉沢卓也,辻野博之 (大阪府済生会中津病院 呼吸器科):縦隔膜癌で発見された Ma-

1ignantMela′nomaの 1例

南部静洋,久保嘉朗,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 (天理よろず相談所病院 呼吸器

内科):多発性骨髄腫,腎不全に合併した metastaticlungcarcinosisの1剖検例

西山秀樹,南方艮章,堀川禎夫,鈴木雄二郎,前川暢夫 (和歌山赤十字病院 呼吸器科):肺感染を繰り返し

た Pre-ATL の1症例

片上信之,長谷川幹,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市立中央市民病

院 呼吸器内科),倉沢卓也,久世文幸 (京大胸部研 内科1):当院における非小細胞癌の最新化学療法及び肺

癌治療の共通プロトコールについて

特 別 講 演

福間正博先生 (大阪立羽曳野病院 第 2内科部長):進行肺癌の化学療法

GuestDiscussor:

伊藤春海先生 (京大医学部放射線 ･核医学科)

長坂行雄先生 (近畿大学医学部第4内科)

北市正則先生 (京大胸部研 内科2)

内科学第-部門主催

学 術 講 演 会

MayerB･Goren,Ph.D･,SeniorResearchScientist,DivisionofMolecularandCellularBiology,National

JewishHospital,Prof.ofMicrobiology,UniversityofColorado,SchoolofMedicine･｢Phagosome-1ysosome
fusion-最近の知見｣(1986.9.22.胸部研大会議室)主催 :胸部研内科学第一部門.後援 :藤原記念財団.

LeonidHeifets,M･D･,Ph.D･,Sc･D･,Director,MycobacteriologyLaboratory,NationalJuwiShcenterfor

ImmunologyandRespiratoryMedicine‥｢ZnvttroactivityofantimicrobialagentsagainstM･am'um,deter-
minedbyrapidmethod(BACTECsystem)｣(1986.11･21.胸部研大会議会)主催 :胸部研内科学第一部門

内 科 学 第 二 部 門

〔著書 ･分担執筆〕

大島駿作,北市正則 :肺の線維化.滝島 任編 ｢臨床医のための病態生理学講座 呼吸器｣,p･240-247,メジ

カルビ3.一社,東京,1986.

大島駿作,寺松 孝,佐川弥之助,前川暢夫編 ｢臨床呼吸器病学 (第2版)｣,金芳堂,京都,1986.(分担執筆).

大島駿作 :Ⅰ編 2章 呼吸器系における防御機構,p･13-16,m編7章 血液検査,血液の化学検査.p･103

-105,Ⅳ編 1章 感染性疾患,急性気管支炎,細菌性肺炎,肺膿癖,マイコプラズマ肺炎,リケッチア肺炎,ク

ラミジア肺炎,ウイルス感染症,寄生虫による肺疾患,p･167-180.大島駿作,伊藤春海 :Ⅲ編 コンピュータ
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-断層撮影,p･70-71.泉 孝英 :Ⅲ編7章 免疫学的検査,p･105-108.Ⅳ編4章 慢性閉塞性肺疾患 ･細気

管支炎.5章 肺線維症およびびまん性間質性肺炎,p･223-244.6章 免疫学的疾患,サルコイドーシス･過

敏性肺臓炎,外因性アレルギー性肺胞炎,慢性ベリリウム肺,グッドパスチャー症候群,ウェゲナー肉芽腫症,

PIE症候群,腰原病の肺病変. 7章 産業性肺疾患,p･251-278.10章 全身性疾患における肺病変. 11章

薬剤による肺疾患,p･317～329.木野稔也 :Ⅳ編 6章 1.気管支嘱息,p･245-251, 9章 その他の気管支肺

疾患,気管支結石症,肺胞微石症,肺血鉄症,肺硝子膜症,肺胞蛋白症,呼吸促迫症候群,組織球増殖症, リポ

イド肺炎,放射線肺臓炎または放射線肺炎,p･307-313.

泉 孝英 :過敏性肺臓炎,肺好酸球増加症,織田敏次他編 内科学書 (6).呼吸器疾患,p･551-556,中山

書店,東京,1986.

Callen,J･P･,Izumi,T･:Sarcoidosis･ Rook,A.,Parish,L･C.,Beare,J･M･ed･ PracticalManabO-ement

oftheDermatologicPatient･ p･184-186,J･B･Lippincott,Philadelphia,1986･

泉 孝英 :川上義和編 ｢図説臨床看護医学第 1巻 呼吸器｣ 免疫学的検査, p･122-123, 気管支肺胞洗浄,

p.138-139,びまん性汎細気管支炎,p･188-189,サルコイドーシス,p･228-231,同朋舎,東京,1986･

泉 孝英,松井祐佐公 :呼吸器ウイルス感染症.螺長英郎監修 ｢ウイルス感染症｣p･51-59,医薬ジャーナル

礼,大阪,1986.

泉 孝英, 中沢次夫,河合 健,近藤有好編集,小林節雄,村尾 誠監修 ｢アレルギー性肺疾患｣南江堂,

1986.(分担執筆).泉 孝英 :アレルギー性肺疾患の診断方法,気管支肺胞洗浄のアレルギー性肺疾患における

診断学的意義,p.83-86.Goodpasture症候群,p･123-126,過敏性肺炎,病態生理,発症機序,p･204-208･

特発性間質性肺炎,発症機序,p･255-261,サルコイドーシス,診断,病態生理-サルコイドーシスの発症機序,

p.299-306.職業性肺疾患,総論.p･313,過敏性肺炎,p･324･木野稔也 :抗原物質昆虫,p･11-14, アレル

ギー性気管支肺アスペルギルス症,p･135-142.藤村直樹 :イソシアネー トにする過敏性肺炎,p･233-236･珪

肺症,石綿肺,慢性ベリリウム肺,p･325-337･

北市正則 :アレルギー性肺疾患の病理,p･63-82･

泉 孝英,古江増裕 :免疫学的検査法 白石 透編 ｢呼吸器疾患診療の実際｣p･50-59,文光堂,東京,1986･

門 政男 :気管支-肺胞洗浄 (BAL),古瀬清行,福岡正博,人見滋樹編 ｢気管支ファイバースコピーの実際｣.

p･133-137,金芳堂,京都,1986･

Itoh,H･,Todo,G･,Murata,K･,Nakano,Y･,Senda,M･,Yonekura,Y･,Torizuka,K･,Itoh,T･Furuta)M･,)

Kanaoka,M.,Asamoto,H･,Nishida,H･,Tokunaga,S･,Izumi,T･,Kitaichi,M･,Nishjmura,K･,Oshima,S･,:

Recentprogressofchestimaglng･ Hayaishi,0･, Torizuka,K･ed･ Biomedicalimaglng･ p･249-271･

AcademicPresslnc･NewYork.1986,

中島道郎 :山での病気とけが.山洋社,東京,1986.

Asamoto,H:HistologlCandimmunologl｡ChangesinNOD mice･TaraiSetaLed･Insalitisandtypel

diabetes-Lessonsfrom theNOD lnOuSe･Academicpress,p･61-71,1986･

〔総 説〕

大島駿作,北市正則 :結核性 リンパ節炎,臨床と研究,63(10):3173-3177,1986･

大島駿作,弗原順一,黒住責史 :マクロファージの機能,肺胞マクロファージを中心として.検査と技術,14

(12):1246-1250.

大島駿作,長井苑子 :特集 ｢免疫抑制療法-そのメカニズムと治療の進歩｣呼吸器疾患.最新医学,41(ll):

2585-2587,1986.

泉 孝英 :｢ステロイド剤の臨床｣サルコイドーシス,MedicalCompanion,6(4):529-534,1986.

泉 孝英 :特集 ｢呼吸器疾患一最近の診断 ･研究をめぐって｣気管支肺胞洗浄の臨床的 ･病態生理学的意義.

最新医学,41(6):1292-1302,1986.

泉 孝英 :臨床診断図解Ⅶ サルコイドーシス (70歳以上の高齢サルコイドーシス)内科,58(1):152-156,

1986.
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泉 孝英 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣呼吸器と免疫 ･アレルギー.medicina,23(7):1116-

1119,1986.

泉 孝英 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣アレルギー性肺疾患の分類.medicina,23(7):1160-

1161,1986.

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,北市正則 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣気管支肺胞

洗浄.medicina,23(7):1166-1171,1986.

泉 孝英,田中 茂,長井苑子 :Currenttopicsr呼吸器疾患領域におけるグルココルチコイド｣,medicina,

23(7):1259～1270,1986.

泉 孝英,長井苑子 :｢臨床検査の最前線｣呼吸器疾患における BALの診断学的意義.内科,58(3):688-

690,1986.

泉 孝英,長井苑子 :講座 ｢病気の生化学｣(CXXⅣ)肺サルコイドーシス.代謝,23(9):837-845,1986.

泉 孝英 :サルコイドーシスの免疫学.抗研誌,37(3.4新津泰孝教授退官記念号):53-62,1986.

泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎の病因をめぐって.感染 ･炎症 ･免疫,16(4):217-224,1986.

泉 孝英 :特集 ｢肺｣肺の損傷と修復 :肺炎から肺線維症.臨床検査,31(2):147-153,1987.

泉 孝英 :特大号 ｢機能検査法の進歩-その選択と評価-｣気管支肺胞洗浄液 (BALF)検査.診断と治療,

75(3):598-599,1987.

Izumi,T(ed.):Sarcoidosis･ClinicsinDermatology,4(4),1986･

ll.Pathologyofpulmonarysarcoidosis(KitaichiM･),108-115,12･Activityofpulmonarysarcoidosis

(Izumi,T.),116/-120,17･Sarcoidosisinvariousorgans(Izumi,T),150/-153.

泉 孝英 :薬剤誘起性肺臓炎.日本臨林 1987春季増刊 (555),広範囲症候群 新訂版 :420,1987.

木野稔也,井原順一,福田康二 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣･肺真菌症.medicina,23(7):

1144--1146,1986.

木野稔也 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣アレルギー性気管支肺アスペルギルス症･ medicina,23

(7):1192-1194,1986.

Kino,T:Therolesofinsectinhalantallergensinrespiratory allergicdiseases･ inInternalMedicine

TodayandTomorrow (Oda,T･,Hamaguchi,K･,Homma,M･,andKawai,C･,eds･),pp･94-98,EIsevier

SciencePublishersB.V.,TheNetherlands,1986.

節原順一,木野稔也 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣好酸球性肺炎･medicina23(7):1188-1190,

1986.

前原順一 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣薬剤性肺臓炎.medicina,23(7):1212-1213,1986.

長井苑子 :BALF細胞の動態 マクロファージ 最新医学 41(6):1303-1321,1986･

長井苑子 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣Ⅳ型アレルギーを基盤 とする疾患 サルコイドーシス

medicina,23(7):1184～1185,1986.

西村浩一,泉 孝英 :｢薬物療法の実際-処方例とその解説｣びまん性汎細気管支炎.治療,67(2),353-

354,1985.

西村浩一,北市正則,泉 孝英,伊藤春海 :胸部の CT ｢肺末梢病変の CT 像と伸展固定肺標本との比較検

討｣.臨床放射線 31(ll):1345-1355,1986.

藤村直樹 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣,塵肺症.medicina,23(7):1196-1198,1986.

今井弘行 :今月の主題 ｢呼吸器と免疫 ･アレルギー｣IgE(総 IgEと特異的 IgE).medicina,23(7):1162

-1163,1986.

伊藤春海,村田喜代史,千田道夫,佐藤仁一,米倉義稽,鳥塚莞繭,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :特集

｢肺病変の新しい RI診断法｣新しい肺の換気検査法 -N･13ガスを用いた PositionEmissionTomography

(PET)一 呼吸と循環.35(1):21-29,1987.

伊藤春海,金岡正樹,村田喜代史,野間恵之,西村浩一,北市正則,泉 孝英,大島駿作,人見滋樹,伊藤

剛,浅本 仁,古田陸広,故倉 恵 :びまん性肺疾患の CT 診断一総論一.呼吸,6(2):153-160,1987.
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〔原 著〕

木野稔也,前原順一,吉江増裕,福田康二,西村浩一,藤村直樹,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,今井弘

行 :原因不明の PIE 症候群における臨床的アレルギー学的研究,真菌に対する沈降抗体検出の意義.日胸疾会

誌,24(6):668-674,1986.

門 政男,泉 孝英,長井苑子,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直樹 :びまん性肺疾患における BAL
と TBL13の適応と限界.気管支学,8:501-508,1986.

松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :塵肺症における免疫グロブリン増加に関する臨床的および実験

的検討.日胸ヲ失会誌,24(4):361-370,1985.

前原順一,木野稔也,福田康二,吉江増裕,西村浩一,安場広高,江村正仁,三尾直士,泉 孝英,大島駿作,

黒住真史 :PIE症候群の成立機序に関する研究一気管支肺胞洗浄細胞所見による検討-. 日胸疾会誌,24(10):

1105--1112,1986.

西村浩一,三尾直士,占江増裕,弗原順一,門 政男,泉 孝英,大島駿作,田中龍蔵,曽我部康之,浜川純

一,村田喜代史,伊藤春海 :FujiComputedRadiographyおよび X 線 CT を使用した SAl∋像の検討.気管

支学,8(2):237-242,1986.

竹内 実 :びまん性汎細気管支炎症例における未栴血 NaturalKiller細胞活性に関する検討.日胸疾会誌,

24(9):959-969,1986.

中島道郎,安田 武 :植村直己氏の死因に関する一考察-その衣料システムの面から-.登山医学,5:109-

116,86.

浅本 仁,故倉 恵,沢野哲重,佐々木義行 :ファモチジンのテオフィリンのクリアランスに及ぼす影響.基

礎と臨床,20(9):4763-4766,1986.

浅本 仁,故倉 恵 :Ⅰ型糖尿病の骨髄移植による治療一実験モデルマウス (NOD)を用いて.医療,40(5):

413-416,1986.

辻 重行,大野聖子,中山昌彦,北市正則他 :Colonystimulatingfactor産生悪性胸膜中皮腫の一例.肺癌,

26(2):195-202,1986.

揮野哲重 :肺結核症例における気管支肺胞洗浄細胞成分,特にモノクローナル抗体を用いた細胞サブセットに

関する検討.京大胸部研紀要,19(1･2):80-92,1986.

Murata,K･,Itoh,H･,Senda,M.,Noma,S･,Todo,G･,Yonekura,Y.,Nishimura,K･,lzumi, T,

Oshima,S･,Torizuka,K･:Stripe slgrlinpulmonaryperfusion scintlgraPhy:centralpatternofpulmonary

emphysema,workinprogress･ Radiology160:337-340,1986･

冨田由美子,木津 啓,木野稔也,荒谷信一 :フローサイトメトリーによるリンパ球サブセットの解析 CS-
20(昭和電工社製)とORTHOSPECTRUM Ⅲによる測定値の比較試験.京大胸部研紀要,19(1･2):93-99,

1986.

梅枝愛郡,松井 茂,色川正貴,片貝重之,中沢次夫,飯塚邦彦,三浦 進,笛木隆三,小林節雄,北市正則
:｢姦 (カイコ)｣体成分の吸入に起因する過敏性肺炎 (養蚕肺症)の1例.目胸疾会誌(7),24:804-809,1986.

川勝純夫,岸本 肇,今井弘行,佐藤篤彦 :RadioimmunoassayPRIST,EnymelmmunoassayPRIST に

よる血清 IgE の正常値に関する研究.アレルギー,35(4),238-244,1986.

Matsumoto,T･,Mizutani,S･,Nishimura,K･,Oshima,S･:An enzme-linked immunosorbentassayfor

desmosine･ 京大胸部研紀要,19(1･2):9/-22,1986.

久保嘉雄,村山尚子,桐谷良一,倉沢卓也,久世文章,前原順一,北市正則,小笹晃太郎 :移動する浸潤影を

呈し開胸肺生検で診断された BronchiolitisObliteransOrganizingPneumusia(BOOP)の2例.日胸臨45(12):

1062/--1071.

古田睦広,伊藤 剛,小原安喜子,北市正則,金岡正樹,祖開克彦,牧 和夫,田中郁子,横田博子,吉村誠

之,徐 志堅,溝 暁,楠木秀和,糸山光磨,沢田茂夫 :Ⅰ型 HSVを分離同定し得たヘ ルペス感染症病理解

剖の4症例.医療41(2):129-134,1987.
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〔学会記録,報告普,会議録〕

大島駿作,泉 孝英,長井苑子 :気管支肺胞洗浄液中のマクロファージ,サブセットの研究一喫煙の影響につ

いて-.昭和60年度日米医学協力計画報告書結核専門部会,p･409-416,1986.

大島駿作,田村昌士 :BALか TIiLBか,その適応と限界 (第9回日本気管支学会シンポジウムⅢ 座長コ

メント).気管支学,8(4):475,1986.

泉 孝英 :腰療病における肺病変.MinophagenMedicalReview31(4)･'173-183,1986･

泉 孝英,長井苑子,大島駿作 :サルコイドーシス中年女子発症例の予後について.サルコイドーシス研究会

誌,5:102-103,1985.

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,渡辺和彦,大島駿作,沢野哲重,三尾直士,橋本圭司 :喫煙のサ

ルコイドーシスに及ぼす影響に関する検討.サルコイドーシス研究会誌,5:104-105,1985.

泉 孝英,長井苑子,北市正則,竹内 実,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙のサルコイドーシス症例の気管支肺胞

洗浄液細胞所見に及ぼす影響に関する検討.厚生省特定疾患問題性肺疾患調査研究粧,昭和60年度研究報告書.

p.219/-225,昭和61年3月.

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,大島駿作 :喫煙のサルコイドーシス症の発症,進展に及ぼす影響

に関する検討一喫煙の BALF細胞所見に及ぼす影響-.昭和60年度喫煙と健康に関する研究報告,p･409-413,

喫煙科学研究財団,昭和61年4月.

泉 孝英 :肺の肉芽腫.厚生省特定疾患系統的脈管障害調査研究班,昭和61年度第一回シンポジウム報告書,

p.24-28,1986.

長井苑子 :BALF細胞からみた過敏性肺炎の免疫学的考察.第24回 FLD シンポジウム No･4,呼吸,5(7):

805-813,1986.

長井苑子 :4･ サルコイドーシスの活動度の評価および病態生理検討方法としてのモノクローナル抗体の応用

第61回結核病学会シンポジウム,結核および周辺疾患の免疫学的背景,モノクローナル抗体によるリンパ球,単

球サブセットの解析.結核 61(9):481-484,1986.

岸本育子,安原真人,谷川原祐介,奥村勝彦,堀口了平,川勝一雄,西村浩一,川合 満,千熊正彦,山岡

宿 :点滴静注時における Theophyllineの PopulationParmacokinetics･臨床薬理,17(1)･'81-82,1986.

中島道邸,橋本圭司,浜本康平,岡田英彦,谷口隆司ほか31名 :京都市ならびに近郊における在宅酸素療法患

者の実態.厚生省特定疾患呼吸不全調査研究粧,昭和60年度研究報告,p･235-238.

〔学会,研究会発表〕

大島駿作 :特別講演 ｢呼吸器疾患と肺胞マクロファージ｣第50回日本胸部疾患学会東海地方会 (61･11･30).

泉 孝英,長井苑子,西村浩一,松井祐佐公,大島駿作 :特発性間質性肺炎,肺気腫症例における末梢血単核

細胞のNK細胞活性と Leu-7+細胞%,Leu-ll+細胞%に関する検討.第83回日本内科学会講演会 (61･

4.4).

泉 孝英 :パネルディスカッション ｢COPD をどのように把握すべきか｣.4. 慢性気管支炎,細気管支炎.

第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.8).

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,渡辺和彦,大島駿作,沢野哲重,三尾直士,橋本圭司 :喫煙の健

常人およびサルコイドーシス症例における BALF細胞所見に及ぼす影響に関する検討.第26回日本胸部疾患学

会総会 (61.4.7).

IzumiT:Chronicberyllium diseaseinJapan･ ChronicBergllium Disease･ A diagnosticworkshop

(1986.5.8.Cleveland).

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,大島駿作 :喫煙のサルコイドーシス症の発症,進展に及ぼす影響

に関する検討一喫煙の BALF細胞所見に及ぼす影響-.第1回喫煙と健康に関する研究発表会 (61･7･18)･

泉 孝英 :シンポジウム ｢サルコイド-シスをめぐって｣難治化の要因一難治症例から-.第28回 FLD シン

ポジウム (61.9.6).
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Izumi,T･,Nagai,S･:Spoutaneousimmunoglobulin secreting cells in BALF asanindicatorofthe

evaluationofactivltyandthepredictionofprognosisinidiopathicpulmonpry丘brosis･･Mark丘eld sympo-

sium oninterstitiallungdisease:pulmonary丘brosis(1986.10.21.Chicago).

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,三尾直士,江村正仁,大島駿作,沢野暫重,橋本圭司,

藤村直樹 :サルコイドーシスにおける BALF細胞所見と予後一健康診断発見例における検討1.第6回サルコ

イドーシス研究会総会 (61.10.17).

泉 孝英 :報告 Markfieldsymposium oninterstitiallungdisease:Pulmonaryfibrosis,第35回間質性肺疾

患研究会 (61.ll.21).

泉 孝英,西村浩一,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,三尾直士,江村正仁,大島駿作,健常人喫

煙者の BAL細胞所見と肺気腫症例における喫煙状態.第34回閉塞性肺疾患研究会 (62.1.25).

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直樹 :特発性間質性肺炎症例における

BALF活性化 B ))ンパ球測定の臨床的,病態生理学的意義に関する検討.昭和61年度厚生省特定疾患間質性肺

疾患調査研究粧々会議 (62.2.13).

泉 孝英 :特発性間質性肺炎と腰原病性間質性肺炎.第24回肺の免疫と代謝の研究会 (62.2.21).

木野稔也,福田康二,弗原順一,大島駿作 :昆虫による気管支嘱息のアレルギー学的研究(潤)大気中に浮遊す

る昆虫抗原のアレルギー学的検出と季節的変動の観測.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4･8)･

木野稔也,福田康二,弗原順一,大島駿作 :アレルギー学的測定法による大気中に浮遊する昆虫抗原量の季節

的消長の観測.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.25).

門 政男,泉 孝英,長井苑子,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直樹 :シンポジウムⅢ,びまん性間質

性肺疾患における BAL と TBLB の適応と限界.第9回日本気管支学会総会 (61.7.15).

門 政男,小山 弘,川谷暁夫,小沢佳広,三尾直士,江村正仁,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :集団検

診および自覚症状で発見された肺癌の年代別比較検討.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).

門 政男,弗原順一,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :化学療法中,多発性結節状の

胸膜肥厚を認めた結核性胸膜炎の1例.第58回日本結核病学会近畿地方会 (61.ll.15).

松井祐佐公,田中 茂,朝技哲也,佐竹範夫,楳原利恵子,西村浩一,福田康二,弗原順一,長井苑子,北市

正則,平田健雄,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者における CA-15-3の検討･第26回日本

胸部疾患学会総会 (61.4.8).

松井祐佐公,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :特発性間質性肺炎,贋原病性間質性肺炎における血

清中 CEA-Z,CA19-9,IAP の検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.8).

松井祐佐公 :当教室肺癌における治療成績と将来の展望.第6回京都呼吸器疾患シンポジウム (61･8･10).

松井祐佐公,小山 弘,川谷睦夫,小沢佳広,三尾直士,安場広高,江村正仁,西村浩一,福田康二,長井苑

子,前原順一,北市正則,平田健雄,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :当教室17年間の肺癌の軌跡-

特に治療内容と予後について-.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).

平田健雄 :DPB における啄疾中のマイコプラズマとインフルエンザ菌の治療学的立場からの研究･第6回び

まく性汎細気管支炎をめぐる研究会 (62.2.14).

北市正則 :報告 ｢DPB とその周辺疾患をめぐる米欧の見解｣第6回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会

(62.2.14).

前原順一,木野稔也,福田康二,石江増裕,泉 孝英,大島駿作 :PIE 症候群の成立機序に関する免疫学的

考察一肺好酸球の Hypodenseeosinophilと Hypersegmentednucleiの観察を中心に-.第26回日本胸部疾患

学会総会 (61･4.9).

弗原順一,木野稔也,福田康二,石江増裕,三尾直士,泉 孝英,大島駿作 :PIE症候群症例の骨髄像に関す

る検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4･9).

節原順一,木野稔也,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :ECF-A,ヒスタミンによる,PIE 症候群の肺好酸球

の特徴一枝の Hypersegmentation-の invitroにおける誘導について.第14回 日本臨床免疫学会総会 (61.6.

19).

市原順一,木野稔也,福田康二,西村浩一,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :Semi-invasive
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pulmonaryaspergillosisの1例.第27回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.6.28)

J.,Chihara,Kino,T.,Yasuba,H.,Furue,M･,Fukuda,K･,Izumi,T.,Oshima.S.:Increasesofpulmonary

hypodenseeosinophilsandeosinophilswithhypersegmentednucleiinpatientswithPIEsyndrome･Workshop

fosinophilinimmunologicalreactions･ rVthInternationalCongressofImmunology･(1986･7110).

前原順- :シンポジウム ｢好酸球とその動態｣PIE症候群の成立機序.第2回肺と免疫研究会 (61.9.6).

前原順一 :シンポジウム ｢アレルギー反応における細胞間相互作用一頼粒球,血小板を中心にして｣座長指名

発言,PIE症候群の好酸球.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.25).

弗原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,楳原利恵子,泉 孝英,大島駿作 :気管支嘱息患者の好中球のヒ

ト肺線維芽細胞に対する cytotoxicityについての検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).

前原順一,木野稔也,福田康二,古江増裕,安場広高,泉 孝英,大島駿作 :PIE症候群における肺好酸球の

特徴-hypodenseeosinophilと hypersegmentednudei-の各種 chemotacticagentsによる invitroの誘導に

ついて.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).

前原順一,木野稔也,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :in vitro にて誘導した hypodense eosinophilの

cytotoxicityについての検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10･23).

前原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島後作,大石賢二 :胸部異常陰影を呈し,α2-

macroglobulin欠損症を伴った前立腺癌の一例.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).

前原順一,安場広高,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺結核症患者の肺胞マクロファージの

cytotoxicityに関する検討.昭和61年度日米医学協力計画結核部会研究会 (62.2.24).

前原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,大島駿作 :好酸球性肺炎 (PIE症候群)症例血清の好酸球におよ

ぽす作用について.第7回臨床アレルギー研究会 (62.3.7).

長井苑子 :シンポジウム ｢結核および周辺疾患の免疫学的背景 モノクローナル抗体による))ンパ球,単球サ

ブセットの解析｣サルコイドーシスの活動度の評価および病態生理学的検討方法としてのモノクローナル抗体の

応用.第61回結核病学会総会 (61.4.).

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,大島駿作 :肺胞マクロファージの immunoregulatory

functionに関する検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.9).

Nagai,S･,Izumi･T･:ImmunologlCalfindings,especially BALF 丘ndingsand pathogenesisin chronic

beryllium diseaseChronicBerylliam DiseaseA diagnosticworkshop(1986.5.7ClevelandJ･

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,北市正則,節原順一,渡辺和彦,大島駿作 :慢性ベリリウム肺 (CちD)の

BALF細胞所見-特にサルコイドーシスとの鑑別について-.第36回アレルギ-学会総会 (61.10.17).

長井苑子 :シンポジウム ｢サルコイドーシスをめぐって｣追加発言 アンギオテンシンⅢの BALF マクロフ

ァージの accessoryfunctionにおよぼす影響.第28回 FLD シンポジウム (61.9.6)

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,平田健雄,江村正仁,三尾直士,大島駿作 :Angiotensin D の

サルコイドーシス症例における BALFマクロファージおよび末梢血単球の accessoryfunctionに及ぼす影響に

ついて.第6回サルコイドーシス研究会総会 (61.10.17).

長井苑子 :シンポジウム ｢肺疾患診断の トピックス｣BALF.第66回国際胸部医学会日本支部会定期講演会

(62.3.14).

西村浩一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,松本隆志 :ELISA による尿中デスモシ

ン排出量測定についての検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.8).

西村浩一,泉 孝英,北市正則,三尾直士,長井苑子,前原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿

作,村田喜代史,伊藤春海,藤村直樹 :Ⅹ 線 CT 像と剖検肺所見との対比-特発性間質性肺炎,腰原病肺8例

の検討-,第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.9).

西村浩一,泉 孝英,三尾直士,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,大島駿作 :肺野陰影を伴った

気管支拡張症と考えられた5例-X線 CT像の検討-.第 5回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (61.7.5).

西村浩一,三尾直士,安場広高,江村正仁,福田康二,長井苑子,弗原順一,北市正則,平田健雄,松井祐佐

公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,村田喜代史,伊藤春海 :気道閉塞を示す疾患における肺の内外

層疾変分布についての検討.第9回日本気管支学会総会 (61.7.15).
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西村浩一,泉 孝英,福田康二,長井苑子,前原順-I,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,門 政男,木野稔

也,大島駿作,村田喜代史,伊藤春海 :慢性肺気腫 ･びまん性汎細気管支炎における肺の内外層疾変分布につい

ての比較検討.第33回閉塞性肺疾患研究会 (61.8.3).

西村浩一,節原順一,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,村田喜代史,伊藤

春海 :癌性 リンパ管症の X 線 CT 像と剖検肺所見との比較検討.第27回日本肺癌学会総会 (61.10.30).

西村浩一,泉 孝英,長井苑子,前原順一,北市正則,門 政男,大島駿作,村田喜代史,伊藤春海,本田和

徳,藤村直樹 :サルコイドーシス X 線 CT像 (highresolutionCT 像)の検討および伸展固定肺標本との対比.

第6回サルコイドーシス研究会総会 (61.10.17).

西村浩一,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,渡部良広,松本隆志 :ELISA 法を使用

した肺気腫患者血清中デスモシン量測定についての検討.第34回閉塞性肺疾患研究会 (62.1.25).

福田康二,弗原順一,木野稔也,大島駿作 :気管支嘱息患者の末櫓血好中球機能 (ルミノール依存性 化学発

光)についての検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).

福田康二,木野稔也,井原順一,安場広高,小沢佳広,川谷暁夫,小山 弘,三尾直士,江村正仁,西村浩一,

長井苑子,北市正則,平田健雄,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :毎年同時期に発症を繰り返すア

レルギー性気管支肺真菌症の1例.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll.15).

安場広高,江村正仁,弗原順一,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :副心臓支 (acces-

sorycardiacbroncheesJの4例.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会.

竹内 実,泉 孝英,西村浩一,長井苑子,渡辺和彦,大島駿作 :びまん性汎細気管支炎症例における末栴血

NK 細胞活性低下の機序に関する検討.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.7).

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,渡辺和彦,北市正則,大島駿作 :喫煙の肺の NK 細胞に及ぼす影響につい

て一健常人,非喫煙者および喫煙者の BALF細胞を用いての検討-.第14回日本臨床免疫学会総会 (61.6.

20).

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙の末栴血 NK 細胞に及ぼす影響について.第36

回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).

小山 弘,西村浩一,長井苑子,北市正則,平田健雄,門 政男,木野稔也,泉 孝英,金岡正樹,伊藤春海

:BHLを伴って蜂宿肺像を示した慢性の間質性肺炎の1例.第35回びまん性肺疾患研究会 (61･12･6)･

小山 弘,西村浩一,北市正則,泉 孝英,金岡正樹 :砥石製造従事者にみられたびまん性間質性肺炎(UIP)

の1例.日本産業衛生学会近畿地方会第28回じん肺研究会 (62.3.14).

川谷暁夫,北市正則,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,金岡正樹,島田一恵 :肉芽腫性病変により

BHL と両肺野のびまん性陰影を呈したガラス原料溶解工の1例.産業衛生学会近畿地方会,第28回じん肺研究

会 (62.3.14).

中島道邸,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,谷口隆司,河原崎茂孝 :気管支嘱息に対する金ゾル療法の検討.

第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4.9).

中島道郎,斎藤惇生,松林公蔵 :高所登山における肺機能の変化.第6回日本登山医学シンポジウム (61･5･

31).

中鼻道郡,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,谷口隆司,河原崎茂孝 :関西地域における酸素濃縮装置の現況に

ついて.厚生省特定疾患呼吸不全調査研究班.昭和61年度第 2回総会 (61.12･26)･

中島道郎,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,谷口隆司,河原崎茂孝 :京都市ならびに近郊における在宅酸素療

法患者の実態 (第 2報).厚生省特定疾患呼吸不全調査研究班.昭和61年度第2回総会 (61.12126).

Nakashima,M･,Saito,A.,MatsubayashiK.:Plateletaggregabilityandprostaglandinmetabolitesathigh

altitude:The5thInternationalHypoxiaSymposium (1987.2･10).

福間謙助 :各臓器を支配する迷走神経間の括抗作用の検討.第23回日本小児アレルギー学会 (61･11･7).

福間謙助,滝野増市,滝野義忠 :EIAの研究 (第4報)気管支収縮性迷走神経,心臓迷走神経,蟻動促進神経

の相互括抗作用と運動誘発情息の関係について.第36回日本アレルギー学会総会 (61･10･23)･

中山昌彦 :｢肺癌治療の進歩と反省｣一腰療発育速度よりみた肺癌治療の効果判定について-.第6回京都呼吸

器疾患シンポジウム (61.8.9).
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今井弘行,鍔田利恵子,楠田 馨,西村浩一,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作 :第36回びまん性肺

疾患研究会 (62.2.28).

藤村直樹,白川太郎,加藤幹夫,日置辰一朗,北市正則,長井苑子,泉 孝英,享野洋子 :アルミニウムに対

し,リンパ球刺激テスト陽性を示した溶接フラックス取り扱い者にみられたびまん性間質性肺炎の-症例.第36

回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).

FujimuraN:Diagnosisofoccupationallungdiseasesbybronchoalveelarlavage･ The3rdKorea-Japan

JointConferenceonOccupationalHealth･(Masan1986.5.16).

藤村直樹,田中 茂,川添隆司,白川太郎,梅宮正志,加藤幹夫,日置辰一朗,後藤研三,吉岡卓治,小林正

直,l千福貞治 :びまん性肺散布影を伴った結核性腹膜炎の1症例.第58回日本結核病学会近畿地方会 (61.11･

15).

橋本圭司,谷口隆司,河原崎茂孝,岡田英彦,浜本康平,中島道郎 :-側肺動脈閉塞下肺胞洗浄などを用い繰返

し肺胞洗浄を行った肺胞タンパク症の一例.第27回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.6.28).

渡辺和彦,泉 孝英,長井苑子,竹内 実,三尾直士,江村正仁,北市正則,大島駿作 :喫煙の BALF細胞,

末栴血細胞に及ぼす影響に関する検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.24).

田中 茂,梅宮正志,川添将司,白川太郎,森川敏男,藤村直樹,市川季男,加藤幹夫,日置辰一朗 :結核菌

陽性の肺結核におけるツ反応検討.第55回日本結核病学会近畿地方会 (61.6.28).

田中 茂,松井祐佐公,福田康二,西村浩一,長井苑子,蘇原順一,北市正則,平田健雄,門 政男,木野稔

也,泉 孝英,大島駿作,山下純宏,飯田寛和,佐々木義行 :孤立性形質細胞膜の術後3年で続発した IgM A

typeの多発性形質細胞腫 (助骨,頭蓋骨,頚椎,腰椎,大腿骨)の1症例.第58回日本胸部疾患学会近畿地方会

(61.ll.15).

田中 茂,梅宵正志,川添隆司,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :リンパ球刺激テストによりセ

ファゾリン(CEZ)による薬剤誘起性肺臓炎と推定された1例.第58回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll.15).

田中 茂,梅宮正志,川添隆司,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,鈴木康弘 :血中 VIP高値を

伴い,WDHA 症候群を呈した肺小細胞癌の1例.第43回日本肺癌学会関西支部会.

川添将司,白川太郎,藤村直樹,高田範男,加藤幹夫,日置辰一朗,北市正則,泉 孝英,土井俊夫,末広文

彦 :びまん性肺出血の1症例-節,腎生検 とその免疫抗体法による検討-.第58回日本胸部疾患学会近畿地方

会 (61.4.8).

川添隆司,田中 茂,梅宮正志,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,鈴木康弘 :Malignantschwan

nomaびまん性肺転移と考えられた-症例.第58回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll.15).

川添隆司,田中 茂,梅宮正志,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,木野稔也 :経気管支鏡的空洞

内アンフォテリシン B注入による肺アスペルギローマの2治療例.第58回 日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.

ll.15).

白川太郎,藤村直樹,日下幸則,後藤 桐,田代 実,佐藤 隆,中野エミ子 :超硬合金口乱良のアレルギー学

的検討.第36回日本アレルギー学会総会 (61.10.23).

白川太郎, 田中 茂,川添隆司,梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,日下幸則,市川陽子,後藤

桐 :超硬合金瑞息の原因物質の検討(Ⅲ).第27回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.6.20).

白川太郎, 田中 茂,川添隆司,梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,鈴木克洋,三尾直士,川合

満,泉 孝英 :気道過敏性測定法の比較検討.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll.15).

白川太郎,日下幸則,藤村直樹,後藤 桐,加藤幹夫,日置辰一朗 :超硬合金嘱息の原因物質の検討.第26回

産業衛生学会 (61.4.8).

河北誠三郎,藤村直樹,白川太郎,梅宮正志,川添隆司,田中 茂,加藤幹夫,日置辰一朗 :若年性 リュウマ

チ様関節炎に合併し,心タンポナーデを呈した結核性心膜炎の1例.第57回結核病学会近畿地方会 (61.6.28).

河北誠三郎,藤村直樹,白川太郎,梅宮正志,川添隆司,田中 茂,加藤幹夫,日置辰一朗 :血性心嚢液で心

タンポナーデを呈した結核性心膜炎の1例.第58回結核病学会近畿地方会 (61.ll.15).

山岡新八,栗山隆信,平井正志,大井元晴,陳 和夫,久野健忘,佐川弥之助,西村浩一,米倉義晴,烏塚完

爾 :肺性心の病態評価 (201Tl心筋 ミニ 4SPECT の導入)･第26回日本胸部疾患学会総会 (61･4.8).
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伊藤春海,村田喜代史,藤堂義郎,鳥塚莞蘭,泉 孝英,北市正則,西村浩一,大島駿作,人見滋樹,久世文

辛 :シンポジウム ｢気管 ･気管支の画像診断の進歩｣CT によるびまん性肺病変の解析一気管支 ･血管系を中心

に-.第9回日本気管支学会総会 (61.7.15).

山岡新八,栗山隆信,平井正志,久野健忘,西村浩一,米倉義稽,小出敏治 :慢性肺気腫とびまん性汎細気管

支炎の肺性心と肺循環諸量に関する検討.第33回閉塞性肺疾患研究会 (61.8.3).

千熊正彦,門 政男,泉 孝英他 :クロマズロール Sを用いる気管支肺胞洗浄液中のアルブミンの蛍光定量.

日本分析化学会第35年会 (61.10.ll).

千熊正彦,門 政男,泉 孝英他 :クロマズロール Sを用いる微量アルブミンの蛍光定量,気管支肺胞洗浄液

-の応用.第36回日本薬学会近畿支部大会 (61.ll.1).

〔そ の 他〕

大島駿作 :健康と肺.舞鶴市老人福祉センター健康講座 (61.3.23).

大島駿作 :びまん性肺疾患の臨床.第14回静岡胸部疾患懇談会 (61.5.17).

大島駿作 :びまん性肺疾患の臨床.西京医師会呼吸器疾患講演会 (61.7.9).

泉 孝英 :特発性間質性肺炎の概念,診断,治療.名大-内,二内合同呼吸器勉強会 (61.4.24).

泉 孝英 :肺の肉芽腫.厚生省特定疾患系統的脈管障害調査研究班.昭和61年度ゼミ公開シンポジウム特別講

演(61.6.13).

泉 孝英 :慢性呼吸器感染症について.宇治久世医師会学術講演会 (61.6.25).

泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎.日本短波放送 ｢診療手帖｣(61.8.14).

泉 孝英 :職業性アレルギー研究会特別企画 ｢アレルギー性疾患の診断 ･治療の進歩｣間質性肺疾患の診断と

治療 (61.9.13).

泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎 ･閉塞性肺疾患.京都呼吸器医会 (61.9.26).

泉 孝英 :アレルギー性肺疾患.科研生薬社員研修会 (61.ll.4).

泉 孝英,西村浩一 :閉塞性肺疾患.浜松医大第二内科呼吸器セミナー (61.ll.20).

泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎.慢性閉塞性肺疾患一気管支瑞息との鑑別点と問題点.第22回大分嘱息懇話

会 (61.ll.29).

泉 孝英 :びまん性肺疾患の鑑別診断 ･下関市医師会学術講演会 (61.12.10).

泉 孝英 :免疫信息.医学文摘 (内部参考資料)40:35-40,大連市第-人民医院,1985年 6月.

泉 孝英 :日本結核病的現状与対策.中華防疫通訳,8(3):43-46,1986.

泉 孝英 :慢性気道感染症の診断と治療.門真市医師会 (62.1.15).

泉 孝英 :腰原病肺.医科学大事典,Supp13,最新の医療情報,1987,p･42-47,講談社,1986.

泉 孝英 :サルコイドーシスとIPF.大津赤十字病院内科カンファレンス (62.1.21)

泉 孝英 :わだい ｢気管支肺胞洗浄法｣.MedicalTechnology,15(3):206-207,1987.

Izumi,T･:COPD inJapan,Speciallcturein SirirayHospital,MahidoIUniversity,I3angkok (1987.

3.10)･

Izumi,T∴Difrusepanbronchioliris,SpeciallectureinTanTockSengHospital,Singapore(1987.3.16)･

木野稔也 :気管支嘱息の成因と治療における最近の知見一学術講演会要旨-.北医師会報,第37号 :22-23,

1986.

木野稔也 :診察室 ｢気管支喋息とロイコトリエンについて｣.京都医報,第1174号 :14,1986.

木野稔也 :昆虫による気管支嘱息についての最近の知見.第15回京滋アレルギー研究会 (61.8.31).

木野稔也 :気管支嘱息の成因と治療における最近の知見.京都市北区医師会学術講演会 (61.8.27).

木野稔也 :大気中に浮遊する 10〝m 以下の昆虫抗原 (煤,蛾, トビケラ,ユスリカ)の免疫学的測定方法に

ついて,第 3回ユスリカアレルギー研究班連絡会議 (61.10.22).

木野稔也 :炎症と気管支瑞息 ･アレルギー.サンド薬品講演会 (61.12.8).
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松井祐佐公 :肺癌の診断-特に胸部 Ⅹ 線像を中心にして-,京都市左京医師会学術講演 (61.7.19).

松井祐佐公 :特別講演 ｢肺癌の治療成績の現況と将来の展望｣.第28回滋賀呼吸器疾患談話会 (62.3.7).

松井祐佐公 :肺癌の診断.左京医報,21(6):16-19,1986.

Kitaichi,M･:DimlSepanbronchiolitis(DPB)andsomerelatedpulmonarydisorders･Zentrum d･Inneren

MeidzinKlinikum derJohannWolfhangGoethe-Universitat,Frankfurtam Main,West-Germany(61.9･8)･

Kitaichi,M.:Diffusepanbronchiolitis(DPB)andsomerelatedpulmonary disorders,Robert-Koch-Klinik,

Albert-Ludwigs-Universitat,Freiburg,West-Germany(61.9.9).

Kitaichi'M･:Diffusepanbronchiolitis(DPB)and otherairway disorders;a comparativepathological

study,Ludwig-Aschoff-Haus,Pathologischeslnstitut,Albert･Ludwig-Universitat,Freiburg,West-Germany

(61.9.10).

Kitaichi,M･:DimISepanbronchiolitis(DPB)and otherairway disorders;a comparative pathological

study･InstitutfurPathologiederBerufsgenossenschaftlichenKrankenanstalten,̀ B̀ergmannshell",Bochum-

Universitat-klinik,Bochum,West-Germany(61.9.16).

Kitaichi,M.:Diffusepanbronchiolitis(DPBJandotherinflammatoryairway disorders;acomparative

pathologicalstudy. PathologiSchesInstitutderStadtkliniken,Dortmund,West-Germany(61･9･19)･

Kitaichi,M･:Diffuse panbronchiolitis･ The Cardiothoracic Institute,Brompton Hospital,London,

England(61.10.7).

北市正則 :欧米における DPB についての検討.若輩会,京都 (61.ll.26).

北市正則 :病理像からみたびまん性肺疾患.第1回名古屋市立大学第2内科呼吸器談話会 (62.1･17).

北市正則 :閉塞性細気管支炎を中心に.第171回近中 ChestConference,国立療養所近畿中央病院 (61･1･22)･

前原順一 :PIE症候群の好酸球とその免疫学的機序について.第7回秋田大学内科小児科合同アレルギー研究

会 (61.12.5).

弗原順一 :好酸球性肺炎における肺好酸球の特徴と免疫学的機序および PAFの作用について.鹿児島大学内

科講演会 (62.3.13).

長井苑子 :"一冊の本"フォークナ-短編集･Medicina24(2):353,1987･

西村浩一,北市正則 :第5回京都呼吸器疾患シンポジウムーThomasV･Colloy博士を迎えて-,呼吸,5(8):

938-939,1986.

竹内 実,長井苑子,泉 孝英 :肺NK細胞のOK･432による活性化.第23回京滋腫痔の免疫療法研究会(61･

9.13).

日置辰一朗 :論説 ｢呼吸器疾患の動向と病院診療体制｣.日胸疾会誌,24(8):825-826,1986.

日置辰一朗 :呼吸困難を主訴とする呼吸器疾患の診断と治療.大阪保険医協会研究会 (61.ll.26)

日置辰一朗 :呼吸困難を主訴とする呼吸器疾患の診断と治療.大阪保険医雑誌,14(ll):52-73,1986.

チャールズ･S･ハウス トン著,中島道郎訳 ｢高みをめざせ.高所への挑戦の物語｣, ｢高山病一その2｣･岩と

雪,114:58-72,1986.｢高山病-その3｣.岩と雪,115:62-71,1986･｢高所順応｣.岩と雪,116:64-81,

1986.｢歴史-その1｣.岩と雪,117:58-72,1986.｢歴史-その2｣.岩と雪,118:60-72,1986･ ｢生理学

-その1｣.岩と雪,119:74-85,1986.

中島道郎 :瑞息治療のコツ.彦根医師会学術講演会,彦根市 (86･11･22)･

中島道郎 :高所肺水腫について.韓国山岳会登山医学講演会,韓国ソウル市 (86･5･2)･

中島道郎 :高所肺水腫について.啓明大学校文化祭招請講演会,韓国テ-グ市 (86･5･3)･

中島道郎 :呼吸器感染症におけるクリビッドの効果について.京都 ･滋賀クリビッド錠発売一周年記念講演会,

京都市 (86.12.13).

細田 裕,泉 孝英,岩井和郎,平賀洋明,三上理一郎,山本正彦 :座談会 ｢サルコイ ドーシス｣･呼吸,

5(6):618-632,1986.

螺長英郎,泉 孝英,長井苑子 :座談会 r呼吸器と免疫 ･アレルギー｣･medicina23(7):1214-1224,1986.

久世文幸,西村浩一 :第4回京都呼吸器疾患シンポジウム記録.呼吸,5(3):355-356,1986.
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〔内科第二部門 主催講演会〕

Zwillich,C･W･(アメリカ,ペンシルベニア州立大内科教授)"TheTreatmentofObstructiveLungDiseases

inPractice''(61.9.18).

横山哲朗 (慶応大学医学部内科教授)"在宅酸素療法についで'(61.10.4).

G･Rizzato(イタリア,ミラノ大内科助教授)"RespiratoryMedicineinItaly"(61･11.6J.

ShiuYehYu(米セントルイス大,VeteransAdministration Hospital)"OxidantsandProteasesinLung

Injury-SpecificReferencetoARDS"(61.12.ll).

胸 部 外 科 学 部 門

〔学 会 発 表〕

シンポジウム ･特別講演

寺松 孝 :シンポジウム膿胸 (司会).第3回呼吸器外科研究会 (61.5.23).

倉田昌彦 :肺癌を合併した胸腺腫 (重症筋無力症)の1手術例.第3回 [胸腺腫の生物学的特的特性に関する

研究]ワークショップ (61.4).

池田貞雄 :人工気管による気道再建の現況と将来 (特別講演).第9回日本気管支学会 (61.7).

人見滋樹 :胸部悪性腫癖に対するAdjuvantSurgeryの現況と将来 (特別講演).第48回中部肺癌学会 (61.7.

5).

人見滋樹 :気管 ･気管支および肺生検の25年の経験 (会長講演).第9回日本気管支学会総会 (61.7.15).

人見滋樹 :シネクリニック肺癌手術におけるリンパ節郭清術 (座長).第39回日本胸部外科学会総会 (61.10.

16).

船津武志,塙 健,安田雄司,横堀 徹,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,池田貞雄 :

膿胸の治療方針とその成績･(シンポジウム).第 3回日本呼吸器外科研究会 (61.5).

伊藤元彦,瀧 俊彦 :肺小細胞癌の外科療法- 術前化学療法施行例の組織所見を中心に.第39回日本胸部外

科学会総会パネルディスカッション･シンポ ｢肺小細胞癌の外科的治痩 (61.10).

伊藤元彦 :肺縦隔腫癌.日本外科学会卒後教育セミナー ｢腫療マーカー｣(シンポ),(1986.ll).

松原義人,畠中陸即,小鯖 覚,安田雄司,塙 健,宮本好博,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管

による気道再建術 (シネシンポジウム).第86回日本外科学会総会 (61.4).

畠中陸郎,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :遠隔予後からみた肺

癌外科治療の限界と将来 (シンポジウム).第29回日本胸部外科学会関西支部会 (61.6).

清水慶彦 :気管気管支再建手術の基礎と臨床,代用気管.第39回日本胸部外科学会総会シンポジウム (61.10).

和田洋己,千原幸司,人見滋樹 :慢性膿胸治療の問題点- 胸部一横隔膜運動- 呼吸機能の観点から.シン

ポジウム膿胸,第3回日本呼呼器外科研究会, (61.5).

田村康一,青木 稔,光岡明夫,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :右開胸による肺痛縦

隔リンパ節部活術 (シネクリニック).第39回日本胸部外科学総会 (61.10).

桑原正喜 :肺癌の術後長期生存例.大阪から肺がんをなくす会シンポジウム (61.5).

桑原正喜 :バンコースト型肺癌.同上シンポジウム (61.ll).

小林 淳 :無気肺陰影.同上シンポジウム (61.1).

奥村典仁 :肺のう胞症合併肺癌.同上シンポジウム (61.7).
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〔学 会 発 表〕

1. 腫 痕

奥村典仁 :Slowgrowthを呈した肺癌の1例.第20回岐阜県肺癌研究会 (61.1).

伊藤元彦 :肺小細胞癌の外科治療.厚生省がん研究助成金末舛姓粧会議 (61.2).

人見滋樹 :肺癌の内視鏡診断- 気管支ファイバースコープ,縦隔鏡,胸腔鏡- .香川県内科医会呼吸器疾

患談話会 (61.2.20).

住友伸一,青木 稔,平田敏樹,古谷 信,山崎文郎,三宅正幸,五十部 潤,池 修,中村達雄,千原幸

司,光岡明夫,渡部 智,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,他 1名 :胸膜肺全摘除術を行なったメゾ

テリオーマの1例.(同上学会).

松井輝夫,朝倉庄志,辰己明利,藤尾 彰,北野司久 :手術及び化学療法が奏効した肺小細胞癌の2例.(同

上学会).

福瀬達郎,小林 淳,桑原正喜 :肺癌を含む重複癌の臨床的検討.(同上学会).

辰巳明利,松井輝夫,朝倉庄志,藤尾 彰,北野司久 :最近経験した肺癌を含む重複癌の2例.(同上学会).

池田貞雄,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,畠中陸部,松原義人,船津武志 :T3手術

例の術後再発様式の検討.(同上学会).

安田雄司,塙 健,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸邸,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺の重複

癌例の検討.(同上学会).

小鯖 覚,塙 健,安田雄司,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :膿胸合併

肺癌の-手術例.

塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌にお

ける血清 IAPの意義.(同上学会).

和田洋己,人見滋樹,李 民実 :寺田忠之 :肺がん検診の組織化に関する研究.池田妊々会議報告 (61.3).

室恒太郎,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外相聖-,清水慶彦,肺癌による気道閉塞に対するレーザー治療

の-経験.第25回滋賀呼吸器疾患談話会 (61.3.22).

糸井和美,高橋 豊,中野 豊,坂本益雄,乾 健二,カレッド･レシャード:早期肺癌に対する気管支形成

術の1例.第137回静岡県外科医会 (61.3).

有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野腸一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,秋山文弥 :胸腔内に破裂

出血を来した多発性骨髄腫の1例.同上医会 (61.3).

田村康一,三宅正幸,山崎文郎,河原崎茂孝,池 修,五十部潤,中村達雄,千原幸司,住友伸一,青木

袷,光岡明夫,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智

研究会 (61.5).

小鯖 覚,塙 健,横堀 徹,安田雄司,宮本好博,

雄 :肺癌再発例に対する再手術の検討.同上学会 (61.5).

塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,

雄 :特殊型胸腺腫4例の検討.同上学会 (61.5).

横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,

雄 :胃転移ときたした肺原原悪性線維性組織球腫の1例.

塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,

,清水慶彦 :肺癌再発例の再切除.第3回呼吸器外科

畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞

畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞

二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞

同上学会 (61.5).

松原義人,畠中陸郎,二宮和子,瀧 俊彦,立花秀一,

竹田秋邸,倉田昌彦,三宅正幸,光岡明夫,伊藤元彦他4名 :癌性胸水中のTリンパ球サブセットの検討.第26

回胸部疾患学会総会 (61.4).

池 修,平田敏樹,吉谷 信,山崎文郎,五十部潤,三宅正幸,住友伸一,千原幸司,中村達雄,青木 稔,

光岡明夫,渡部 智,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :最近5年間の縦隔腫癌と重症筋無力症の切除

胸腺についての検討.同上学会 (61.4).

和田洋巳,古谷 信,平田敏樹,山崎文郎,五十部潤,三宅正幸,池 修,中村達雄,住友伸一,千原幸司,
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青木 稔,光岡明夫,渡部 智,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹 :びまん性胸膜中皮腫に対する胸膜肺全摘除術

の評価.同上学会 (61.4).

船津武志,池田貞雄 :Silentempyemaに合併した Mesotheliomaの一例.同上学会 (61.5).

高嶋義光,大野暢宏,他 3名 :肺癌治療の現況.第65回福井県医学会 (61.5).

田村康一,三宅正幸,乾 健二,山崎文郎,池 修,五十部 潤,千原幸司,住友伸一,青木 稔,光岡明

夫,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦,平田敏樹 :気管癌に対LSternalTrach-

ecostomyをおこなった1治験例.第29回日本胸部外科学会関西地方会 (61.6).

瀧 俊彦,辻 宏明,竹田秋郎,倉田昌彦,伊藤元彦,光岡明夫,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋

樹 :Ⅲ期肺小細胞癌に対する手術適応の検討.同上学会 (61.6).

小鯖 覚,塙 健,榎掘 徹,安田雄司,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞

雄 :肺癌における縦隔鏡検査の意義および合併症の検討.同上学会 (61.6).

竹田秋郎,倉田昌彦,瀧 俊彦,辻 宏明 :乳癌肺転移症例の手術適応.同上学会 (61.6).

寺田泰二,室恒太郎,呉 俊雄,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :超高令者 (80才以上)の肺癌手術6例の検

討.同上学会 (61.6).

松井輝夫,山下直己,辰巳明利,藤尾 彰,北野司久 :横隔膜ヘルニアを合併した横隔膜上気管支性嚢腫の-

治験例.同上学会 (61.6).

長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,田辺 一,有安哲哉,富谷 信,秋山文弥 :気管原発腺様嚢

胞癌手術後の肺転移の1例.同上学会 (61.6).

高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,乾 健二,カレッド･レシャード:乳児胸腺腫2切除

例の検討.同上学会 (61.6).

寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東正敏,小林君美 :悪性神経鞘腫の1例.同上学会 (61.6).

和洋 仁,玉田二郎,千葉 渉,小林 淳,伊藤元彦,神頭 徹 :小細胞癌と考えられる胸腺癌の一切除例.

同上学会 (61.6).

呉 俊雄,室 恒太郎,寺田泰二,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :上大静脈再建を行った悪性胸腺腫の1手

術例.同上学会 (61.6).

福瀬達郎,桑原正喜,奥村典仁,人見滋樹,小林 淳 :胸壁腫療8例の臨床的検討.同上学会 (61.6).

MasahikoKurata,AkioTakeda,ToshihikoTaki,HiroakiTsuji,KatsuhikoKubo,HltOShiMuromoto,

KeikoTanaka,Testumizutani,HitoshiKagioka.･Tumormarkerconcentrationsinthebronchoalveolar

lavage(BAL)oflungcancerpatientslCenteringinpaticularonCA1919],5thWORD CONGRESSFOR

BRONCHOLOGY (1986.6)･

清水慶彦 :肺がんの診断と治療,手術療法の限界.大津市医師会講演会 (61.6).

鈴木 清,平田敏樹,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:胸水 TPA,B2マイクログロ

ブリンおよびシアル酸測定の臨床診断的意義.第49回日本胸部疾患学会東海地方会 (61･6).

青木 稔,三宅正幸,山崎文郎,乾 健二,五十部 潤,池 像 中村達雄,千原幸司,光岡明夫,田村康

一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,他 1名 :術前放射線治療に局所温熱療法を併用した肺小細胞癌 (T3) の1

切除例.第45回日本肺癌学会関西支部会 (61.7).

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己:縦隔原発の非セミノーム型肱細胞性鹿場の2手術例.

同上学会 (61.7).

住友伸一,横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞

雄 :胸部 CT および縦隔鏡検査による縦隔リンパ節転移の検討.同上学会 (61.7).

小鯖 覚,横堀 徹,塙 健,安田雄司,住友伸一,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞

雄 :肺癌全摘症例の検討.同上学会 (61.7).

池 修,乾 健二,山崎文郎,五十部潤,三宅正幸,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,

渡部 智,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,人見滋樹 :ACTH 産生胸腺カタルチノイドの1症例･ 同上学会

(61.7).

五十部潤,三宅正幸,乾 健二,山崎文郎,池 修,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,渡部 智,
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田村康一,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,人見滋樹,鈴木康弘 :結核性慢性膿胸腔餅艦より発生した PseudoI

sarcomatousfibromatosisの1手術例.同上学会 (61.7).

松井輝夫,山下直己,山中 晃,辰巳明利,北野司久 :高令者肺癌手術例の検討.同上学会 (61.7).

奥村典仁,桑原正喜,福瀬達郎 :縦隔腫蕩49例の臨床的検討.同上学会 (61.7).

塙 健,榎掘 徹,安田雄司,小鯖 覚,住友伸一,

雄 :若年者肺癌26例の検討.同上学会 (61.7).

辻 宏明,瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦,藤田正憲,

呈した早期肺腺癌の1例.同上学会 (61.7).

横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,住友伸一,

雄 :Ⅳ期肺癌手術例の検討.同上学会 (61.7).

江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,

胸部疾患の2例.第48回中部肺癌学会 (61.7).

寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,

学会 (61.7).

糸井和美,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,

験例肺癌の検査法別診断率.同上学会 (61.7).

鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,中野 豊,糸井和美,

二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞

田中豊子,水谷 哲,鍵間 均 :興味ある臨床経過を

二宮和子,松原義人,畠中陸邸,船津武志,池田貞

小林君美他2名 :術前細胞診で悪性と診断された良性

小林君美 :肺野塾扇平上皮癌についての一考察.同上

カレッド･レシャー ド:レトロスペクティブに見た自

力レッド･レシャー ド:胸水 PTA B2 マイクログロ

プリン,およびシアル酸の臨床診断的意義 (第2報).同上学会 (61.7).

平田敏樹,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:胸腺嚢腫,2例の経験.同上

学会 (61.7).

田村康一,山崎文郎,三宅正幸,池 修,五十部潤,中村達雄,住友伸一,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,

和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :甲状腺癌の気管浸潤例に対する外科治療.第9回日本気

管支学会総会 (61.7).

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :肺過誤腫 8例の臨床的検討一一特に小児例について一一.第 6回阪神呼吸器

疾患勉強会 (61.7).

高嶋義光,大野暢宏,他 3名 :パンコースト型肺癌の1手術例.第20回日本肺癌学会北陸地方会 (61.7).

大野暢宏,高嶋義光,他 3名 :巨大な mucoidimpaction像を呈した肺癌の1例.同上学会 (61.7).

山崎文郎,李 民実,乾 健二,神頭 徹,青木 稔,和田洋己,人見滋樹 :犬自家肺移植における温阻血時

間 (WIT)の影響.第2回肺および心肺移植研究会 (61.7).

前里和夫,源河圭一郎はか4名 :原発性重複肺癌例の検討.第19回日本胸部外科学会九州地方会 (61.8).

カレッド･レシャード,高橋 豊,糸井和美,平田敏樹 ;当院での肺癌の治療成績について.第23回三重大学

研究会 (61.8).

人見滋樹 :生野地域における開業医外来を利用した肺癌検診の成績と発見肺癌の胸部X線像.大阪市生野区医

師会学術講演会,(61.9.10).

人見滋樹 :胸部悪性腫癌に対する ChallengingOperation･京都府医師会外科医会 (61.9.26).

高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード;当院における肺癌の手術成績.

第139回静岡外科医会 (61.9).

平田敏樹,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード;肺過誤腫の1切除例.同上学

(61.9).

渡部 智,乾 健二,山崎文郎,三宅正幸,池 修,五十部潤,中村達雄,住友伸一,千原幸司,青木 稔,

光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,清水慶彦 :慣性胸膜炎,膿胸経過中に発生した胸部悪性

腫療手術症例6例の検討.第39回日本胸部外科学会総会 (61.10).

辰巳明利,北野司久,松井輝夫,山中 晃,山下直己 :外科治療を行い得た肺癌を含む重複癌の検討.同上学

会 (61.10).

倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,辻 宏明,藤田正憲,田中蛍子,水谷 哲,鍵岡 均,他 3名 :肺癌 (非小

細胞癌)の骨転移例.第27回日本肺癌学会総会 (61.10).
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池田貞雄,畠中陸郎,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,松原義人,二宮和子,船津武志;T3 肺癌

の対応 :その手術成績と再発様式.同上学会 (61.10).

北野司久,山下直己,松井輝夫,山中 晃,辰巳明利 :Invivo制癌剤感受性テスト.同上学会 (61.10).

源河圭一郎,前里和夫ほか7名 :TXNOMO肺癌の治療.同上学会 (61.10).

船津武志,松原義人,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,住友伸一,畠中陸郎,二宮和子,池田貞雄 :肺癌 N2

症例における対応.同上学会 (61.10).

二宮和子,松原義人,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :小型進行

肺癌の臨床的検討.同上学会 (61.10).

松原義人,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌にお

ける血清 SCC抗原の意義.同上学会 (61.10).
和田洋己,山崎文郎,乾 健二,五十部潤,池 修,青木 稔,光岡明夫,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹,

他 :小細胞癌 T3,N2手術症例の検討.同上学会 (61.10).

カレッド･レシャード,鈴木 清,糸井和美,高橋 豊,中野 豊,平田敏樹 :胸水中 CEATPA,ADA,B2

MG による悪性および結核性胸水の鑑別診断について.同上学会 (61.10).

小鯖 覚,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :再発肺癌

の外科治療.同上学会 (61.10).

池田貞雄,松原義人 :肺癌患者における血清 CA125の意義.第45回日本癌学会総会 (61.10).

カレッド･レシャード,鈴木 清 :胸水における腫療マーカー (CEA了rPA)の臨床的意義.同上学会 (61･

10).

二宮和子,松原義人,池田貞雄,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,畠中陸郎,船津武志 ;末期肺癌の疹痛対策

-BromptonMixtureの使用経験.第24回日本癌治療学会 (61.10).

小鯖 覚,横堀 徹,塙 健,安田雄司,宮本好博,二宮和子,松原義人,畠中陸部,船津武志,池田貞雄;

高齢者肺癌の外科治療とその実態.同上学会 (61.10).

カレッド･レシャード,糸井和美,高橋 豊,中野 豊,平田敏樹,森田 浩,鈴木 清;当院における肺癌

の動向,治療および研究成績について.静岡肺癌研究会総会 (61.10).

山中 晃,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :胸部に転移した原発性肺癌の2手術例.第140回近畿

外科学会 (61.ll).

竹田秋郎,瀧 俊彦,辻 宏明,倉田昌彦,他2名 :乳腺腫輝を初発症状とした悪性黒色腫の1例.同上学会

(61.ll).

辰巳明利,山下直己,松井輝夫,山中 晃,北野司久 :食道平滑筋腫の2手術例.同上学会 (61.ll).

塩田暫広,船津武志,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鯖 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,

池田貞雄 :胸壁線維腫の1切除例.同上学会 (61.ll).

李 美於,乾 健二,光岡明夫,青木 稔,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :術前化学療法が著効

を示した前縦隔 Yolksactumorの1例.同上学会 (61.ll).

清谷哲也,光岡明夫,古谷 信,青木 稔,田村康一,渡部 智,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹 :血管再建

を要した重症筋無力症合併の浸潤性腺種の1例.同上学会 (61.ll).

岡田賢二,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美他 1名 :啄疾中に砂粒体をみとめた肺乳頭状

腺癌の1例.第68回日本結核病学会東海地方学会,第50回日本胸部疾患学会東海地方学会 (61.ll).

高橋 豊,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:原発性

肺癌における重複癌 7例の検討.同上学会 (61.ll).

糸井和美,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,カレッド･レシャード:当院に

おけるⅢ期肺癌症例の検討.同上学会 (61.ll).

有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :胸壁原発悪性

腫癌に対する切除後胸壁再建の1例.同上学会 (61.ll).

平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:食道壁内に見られた cystの1例.同上

学会 (61.ll).
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奥村典仁,福瀬達郎,桑原正喜 :成人に発生した縦隔内神経芽細胞腫の1例,第28回日本胸部疾患学会関西地

方会 (61.ll).

山下直己,北野司久,辰巳明利,山中 晃,松井輝夫,他 2名 :小腸転移でイレウスを発症した肺明細胞癌の

1例.同上学会 (61.ll).

江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :経過中に Sch6nlein-Henoch紫斑病を呈し

た肺大細胞癌の1例.第49回中部肺癌学会 (61.ll).

鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド,レシャード:胸水中の扇平上皮

癌関連抗原 (SCC抗原)測定の診断的意義.同上学会 (61.ll).

糸井和美,平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,中野 豊,高橋 豊,カレッド･レシャード:高齢者

肺癌に対する外科手術の検討.同上学会 (61.ll).

畠中陸邸,横堀 徹,塙 健,小鯖 覚,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :パンコースト腫癌の

外科治療.第48回日本臨床外科医学会総会 (61.ll).

奥村典仁,

伊藤元彦

前里和夫,

ll).

前里和夫,

(61.ll).

岡田貿二,

胞詮の意義.

岡田英彦,

福瀬達郎,桑原正喜 :縦隔腫癌44例の臨床的検討.同上学会 (61.ll).

:胸腺腫におけるリンパ球の誘導 ･分化に関する研究.厚生省がん研究助成金正岡斑班会議 (61.ll).

源河童一郎ほか4名 :接着剤による肺癌術後気管支産の1治験例.第9回九州気管支研究会 (61.

源河童一郎ほか4名 :肺癌を合併した気管支軟化症の1例.第21回日本胸部疾患学会九州地方会

寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美他 1名 :縦隔腫療摘出術における腰湯捺印細

第25回日本臨床細胞学会秋季大会 (61.ll).

河原崎茂孝 :胸腺小細胞癌の1例.第29回日本胸部外科学会関西地方会 (61.ll).

2. 腺 繰 ･免 疫

光岡明夫,伊藤元彦,三宅正幸,人見滋樹 :成齢期胸腺摘除術後の免疫機能の再検討.第26回日本胸部疾患学

会総会 (61.4).

青木 稔,三宅正幸,山崎文郎,五十部 潤,池 修,中村達雄,千原幸司,住友伸一,光岡明夫,田村康

一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :術前よりステロイド大量投与を行った重症筋無力症胸腺摘除例の臨床及び

病理組織学的検討.同上学会 (61.4).

岡田賢二,寺町政美,奥村典仁,井上律子,伊東政敏,小林君美 :胸腺腫の核内 DNA ヒストグラムの解析

- リンパ球との相関関係について- ,同上学会 (61.4).

中野 豊,カレッド･レシャード,森田 浩,高橋 豊,坂本益雄,糸井和美,乾 健二 :サルコイドーシス

の自験例での気管支鏡による診断について.第9回日本気管支学会 (61.7).

三宅正幸,伊藤元彦,他 1名 :SSEA-1抗原と肺腺癌の亜分類.第5回末舛班班会議 (61.7).

光岡明夫,伊藤元彦,人見滋樹 :同種および異種移植免疫反応の定量法と免疫抑制-の応用.第22回日本移植

学会 (61.8).

光岡明夫,伊藤元彦,人見滋樹 :移植免疫寛容の定量的検討.(1)Fl細胞を用いた同種免疫寛容導入による解

析.同上学会 (61.9).

青木 稔,李 民実,乾 健二,山崎文郎,神頭 徹,和田洋巳,人見滋樹 :自家肺移植に及ぼす温阻血の影

響- 病理組織学的検討- .同上学会 (61.9).

山崎文郎,李 民実,乾 健二,神頭 徹,青木 稔,和田洋己,人見滋樹 :犬自家肺移植における温阻血の

影響,同上学会 (61.10).

瀧 俊彦,辻 宏明,竹田秋邸,倉田昌彦,三宅正幸,光岡明夫,伊藤元彦,人見滋樹 :肺癌患者における胸

腺 リンパ球サブセットの検討.第27回日本肺癌学会総会 (61.10).

光岡明夫,三宅正幸,千原幸司,伊藤元彦,人見滋樹,寺田泰二,松.廷政一,外村聖- :抗癌剤のリンパ球サ

ブセットへの選択的影響の肺癌化学療法における評価.同上学会 (61.10).
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桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :前縦隔悪性腫療17例の臨床的検討- 特にTSPB法の有用性について-

同上学会 (61･10).

′辰巳明利, 山下直己,松井輝夫, 山中 晃,北野司久 :前縦隔原発悪性奇形腫群腰痛の治療経験.同上学会

(61.10).

山崎文郎,李 民実,乾 健二,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :犬自家肺移植における温阻血時

間 (WITJの影響.同上学会 (61.9).

伊藤元彦,三宅正幸,光岡明夫,粛 金宝,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,瀧 俊彦 :機能と形態からみた

胸腺腫の検討.第39回日本胸部外科学会総会 (61.10).

瀧 俊彦,千葉 渉,三宅正幸,住友伸一,光岡明夫,伊藤元彦,人見滋樹 :気管同種移植の基礎的実験.同

上学会 (61.10).

光岡明夫,伊藤元彦,三宅正幸,人見滋樹,瀧 俊彦 :同種および異種移植における免疫寛容の検討.(1)胸腺

摘除術の有用性.同上学会 (61.10).

青木 稔,李 民実,乾 健二,山崎文郎,神頭 徹,和田洋巳,人見滋樹 :犬自家移植肺の病理組織学的検

討.同上学会 (61.10).

三宅正幸,伊藤元彦,光岡明夫,人見滋樹,他3名 :肺腺癌の細胞型分類と SSEA-1抗原の免疫組織学的検

索.同上学会 (61.10).

三宅正幸,伊藤元彦,光岡明夫,乾 健二,五十部潤,人見滋樹,他 3名 :前縦隔悪性腔細胞腫の鷹揚マーカ

ーとしての NSEおよび SSEA-1抗原.同上学会 (61.10).

三宅正幸,伊藤元彦,人見滋樹,他 3名ヒト,マウス-イブリドーマによる肺癌モノクロナール抗体.同上学

会 (61.10).

和田洋巳,青木 稔,光岡明夫,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹 :11年目に再発を発見され再手術した胸腺腫

の1例.第5回胸腺研究会,東京 (61.10).

カレッド･レシャード,鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,中野 豊,糸井和美 :胸水における各種パラメータ

ーの検索 (CEA,FERRITIN,SialicAcid,第1報).第6回腫蕩マーカ-研究会 (61.10).

鈴木 清,高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:胸水における各種

パラメーターの検索 (TPA,M2MG,ADA,第2報).同上学会 (61.10).

神頭 徹,他8名 :KOLT-2抗原の発現調節,その Ⅰし2-R発現との関連について.第16回日本免疫学会総

会 (61.12).

3. 結 核

和田洋己,吉谷 信,平田敏樹,山崎文郎,三宅正幸,池 修,五十部潤,中村達雄,住友伸一,干原幸司,

青木 稔,光岡明夫,渡部 智,田村康一,伊藤元彦,人見滋樹 :外科治療を行なった気管支結核の検討.第61

回日本結核病学会総会 (61.4).

五十部潤,平田敏樹,吉谷 信,三宅正幸,山崎文郎,池 修,中村達雄,住友伸一,千原幸司,青木 稔,

光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,水野 浩,渡部 智,清水慶彦 :非定型抗酸菌症に対す

る外科療法の経験.同上学会 (61.4).

松原義人,塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞

雄 :肺癌との鑑別診断のため手術を行った肺感染症の臨床的検討.第3回呼吸器外科研究会 (61.5).

桑原正喜,福瀬達郎,小林 淳,人見滋樹 :肺化膿症の手術例の検討.同上学会 (61･5).

乾 健二,高橋 豊,中野 豊,坂本益雄,糸井和美,カレッド･レシャー ド:当院における肺腫療症例の検

討.同上学会 (61.5).

松井輝夫,山下直己,辰巳明夫,藤尾 彰,北野司久 :胸囲結核に対する有茎性腹直筋皮弁移植術の2治験例.

第139回近畿外科学会 (61.5).

T･Teramatsu,S･Tateishi,N･Migamoto.ISurgeryforpulmonaryAspergilleris,VWBC,LiodeJaneiro

(1986.6).
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高井晶子,倉田昌彦,永井 彰,友田恒典 :過去10年間に行った結核血清反応の成績と評価･第57回結核病学

会 (61.6).

カレッド･レシャー ド,糸井和美,中野 豊,高橋 豊,平田敏樹,森田 浩 :気管支結核の5例の検討.罪

49回胸部疾患学会東海地方会 (61･6).

辰巳明利,北野司久,藤尾 彰,桜井輝夫,山下直己 :有茎性大網で気管支凄および胸壁渡を閉鎖し得た慢性

膿胸の2手術例.第29回日本日本胸部科学会関西地方会 (61･6).

和田洋己,山崎文郎,五十部潤,池 修,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,

田村康一,渡部 智,伊藤元彦,人見滋樹 :外科対象となった気管支結核.第 9回日本気管支学会総会,(61･7).

桑原正喜,小林 淳,福瀬達郎,他 2名 :肺膿療症例の術前 ･術中対策- 患側区域気管支閉塞法- .同上

学会 (61.7).

カレッド･レシャー ド,坂本益雄,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,平田敏樹,森田 浩 :経気管支的に診断

した粟粒結核症例の検討.同上学会 (61.7).

カレッド･レシヤー ド,乾 健二,糸井和美,高橋 豊,中野 豊,平田敏樹 :啄血の治療における気管支動

脈結術の経験 (追加発言).同上学会 (61.7).

高嶋義光,大野暢宏,他 3名,渡部 智 :気管支結核症の3例.同上学会 (61･7).

北野司久,藤尾 彰,辰巳明利,松井輝夫,山中 晃,山下直己 :慢性膿胸に対する外科療法の検討- 有茎

性大網弁充填法を中心にして- .第39回日本胸部外科学会総会 (61･10).

住友伸一,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :Roundatelectarisを伴った陳旧性胸膜炎の1例.第28回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll).

榎掘 徹,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鯖 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺クリプトコッカス症の1例.同上学会 (61.ll).

寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :出血性病変を有する特殊型胸膜炎の2例.

第68回日本結核病学会東海地方学会,第50回日本胸部疾患学会東海地方学会 (61.ll).

富谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,大久保憲一,秋山文弥 :先天的気管支

食道湊に膿胸を合併した1例.同上学会 (61.ll).

横堀 徹,塙 健,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢胞症に合併

した気胸,感染例の外科治療.第48回日本臨床外科医会 (61.ll).

高橋 豊,平田 敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:大量啄血に対する気管支動

脈結染術の経験.第140回静岡外科医会 (61.12).

4. 人 工 材 料

清水慶彦 :呼吸不全治療のための人工肺の開発.京都大学医用高分子研究センター5周年記念講演会 (61.2).

清水慶彦 :医用材料の進歩.姫路市医師会講演会 (61.2).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠糸己,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :ITP を合併

した心内膜炎後僧帽弁閉鎖不全症に対する人工弁置換術の1例.静岡輸血懇話会第 1回学術集会 (61.3).

松原義人,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :気管分岐

部切除後の人工気管による気道再建術.第86回日本外科学会総会 (61.4).

KoichiTamura,Osamuike,Junlsobe,ShigekiHltOmi,YasuhikoShimizuandetal･Newhydrogeland

itsmedicalapplication･The32nd AnnualMeeting ofAmerican SocietyofArti丘cialinternalOrgans･

(May,1986Anaheim)･

清水慶彦 :ECOM,ECLA の現状と将来の展望.第 7回呼吸管理研究会 (61.7).

清水慶彦 :最近の医用材料の進歩について.昭和61年度京大関係病院長協議会定例総会講演 (61.7).

清水慶彦 :人工材料による外科.上海胸外医院研究所講演会 (61.9).

清水慶彦 :人工肺の開発.復且大学化学研究院講演会 (61.9).

清水慶彦 :組織親和性材料の開発.南開大学化学研究所講演会 (61.9).
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清水慶彦 :組織親和性医療用線維.日本学術振興会国際協同研究,北京化学繊維研究所講演会 (61.9).

渡部 智,中村達雄,五十部潤,清水慶彦,河原崎茂孝,池 修,千原幸司,水野 浩,田村康一,他 1

名 :医用合成高分子材料の表面改質- シリコー ンゴム製尿道カテーテル表面への抗菌活性及び粘滑性の付与

- .第24回日本人工臓器学会大会 (61.9).

田村康一,河原崎茂孝,池 修,水野 浩,人見滋樹,中村達雄,五十部潤,渡部 智,清水慶彦:Poly-

urethaneを素材とする人工血管の開発.同上学会 (61.9).

千席幸司,河原崎茂孝,寺田泰二,松延政一,水野 浩,五十部 潤,清水慶彦,人見滋樹,屋ケ田和彦,野

口康夫,三上 隆 :陰圧式人工呼吸器の開発.同上学会 (61.9).

五十部潤,河原崎茂孝,水野 浩,寺田泰二,中村達雄,千原幸司,渡部 智,松延政一,清水慶彦 :ガス側

Oscillationによる膜型人工肺のガス交換効率の検討.同上学会 (61.9).

T･Nakamura,S･Watanabe,Y･Shimizu,S･Hitomi,etal:SurgicalApprlCationofBiodegradablefilms

preparedfrom lactide-caprolactonecopolymers,EuropeanCongressonBiomaterials(61･9)･

中村達雄,五十部潤,池 修,渡部 智,清水慶彦,他3名 :気管縫合用吸収性プレジェットの実験的検討.

第39回日本胸部外科学総会 (61.10).

中村達雄,五十部潤,池 修,渡部 智,清水慶彦,加藤弘文,他3名 :-イドロキシアパタイト含有生体

内吸収性骨接合ビンの実験的研究.第24回日本人工臓器学会大会 (61.10).

池 修,渡部 智,清水慶彦,和田良一,田畑泰彦,玄 丞焦,筏 義人 :アド))アマイシン･ポリ乳酸マ

イクロスフェアの生体内での溶出および分解について.第8回日本バイオマテリアル学会大会 (61.ll).

中村達雄,渡部 智,清水慶彦,他 3名 :ポリーL一乳酸およびポリグリコール酸メッシュの生体内分解.同上

学会 (61.ll).

T.Nakamura,S.Watanabe,Y･Shimizu,S.Hitomi,etal:BioabsorbablePolymersforClinicalUsein

ThoracicSargery,IEEEEngineeringinMedicineandBiologySociety8thAnnualConference(61･ll)･

清水慶彦 :臨床医用高分子材料の応用と問題点<レビュー講演会>世界における高分子研究の動向.高分子学

会関西支部 (61.12).

5.心･血 管

秋山文机 篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉 :IHSSに対す

る経大動脈中隔心筋切除術-手技上の工夫-(ビデオクリニック).第16回日本心臓血管外科学会学術総会(61･2).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥:UnstableAn-

ginaに対する CABG の成績.同上学会 (61･2).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :CellSaver及

び Hollow Fiber型残留血濃縮器使用症例の比較検討.同上学会 (61.2).

寺町政美,奥村典仁,岡田貿二,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 2名 :体外循環時の溶血について.第33

回国立療養所循環器疾患研究会 (61.3).

田辺 -,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,有安哲哉,秋山文弥 :右室-肺動脈

ExtracardiacConduit再置換の1例.第137回静岡県外科医全集談会 (61.3).

伊東政敏,寺町政美,奥村典仁,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,小林君美 :高度肺高血圧を合併した PDA

親子の手術治験例.第 29回日本胸部外科学会関西地方会 (61･6).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :血小板減少性紫

姓病 (ITP)を合併する心内膜炎後僧帽弁閉鎖不全に対する人工弁置換術の1例.同上学会 (61･6).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :急性 I型解離性

大動脈輝に対し右冠動脈へのAICバイパスを併せ行った人工血管置換術の1例.同上学会 (61･6).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :冠動脈バイパス

術後収縮性心膜炎の1例.同上学会 (61･6).

横見瀬裕保,中山正吾,青田正樹,大頭信義 :左腕頭静脈層を合併した上大静脈輝の1例.同上学会 (61･6)･
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有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 一,吉谷･信,秋山文弥 :三尖弁前尖欠損

による三尖弁閉鎖不全症の1例.同上学会 (61.6).

長谷川誠紀.篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,田辺 -,有安哲哉,吉谷 信,秋山文弥 :高令老嚢状胸部

大動脈輝に対する切除 ･パッチ閉鎖の2例.第138回静岡県外科医会集談会 (61.6).

有安哲哉L,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,吉谷 信,秋山文弥 :貿動脈直下位の

腹部大動脈輝の手術経験.同上学会 (61.6).

FumioKitamura,KanjiInoue,TakasumiNakamura,NobuakiMiyamato:A SuccessfulCaseofEmergent

PulmonaryEmbolism,6TH ASEAN CONGRESSOFCARDIOLOGY (1986,6,JAKARTA)･

伊東政敏,寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,一井上律子,小林君美,他 3名 :僧帽弁膜症進行例の手術経験.節

33回岐阜循環器疾患研究会 (61.7).

寺 町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 8名 :先天性 2弁性大動脈弁狭窄症と合

併した感染性心内膜炎の1症例.同上学会 (61.7).

島本光臣,篠崎 拓,上野勝一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :右室一肺動脈

ExtracardiacConduit再置換の1例.第22回日本小児循環器学会総会 (61.7).

寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :巨大左房を呈したMSR-TRの1手術例.

三重大学胸部外科学教室第32回研究総会 (61.8).

井上寛治,中村隆澄,北村文夫,宮本信昭,他2名 :桂皮的経静脈的僧帽弁交連裂開術- 中国における臨床

経験- .第39回日本胸部外科学会総会 (61.10).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,古谷 信,秋山文弥 :胸部大動脈膚に

対する Thromboexclusion法の検討- 遠隔期成績をふくめて- .同上学会 (61.10).

伊東政敏,寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,小林君美,他3名 :ASD に合併した MR-TR･PH の

1治験例.第41回国立病院療養所総合医学会 (61.ll).

伊東政敏,他 9名 :先天性 2弁性大動脈弁狭窄症に感染性心内膜炎を合併した1治験例.同上学会 (61.ll).

伊東政敏,寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,小林君美,他4名 :弁置換を要した ASD-MR

complexの2例.第34回岐阜循環器疾患研究会 (61.ll).

Kanjilnoue,TakaneOwaki,TakasumiNakamura,FumioKitamura,Nobuaki,Miyamoto:ChuanrongChen

(ProvincialCardiovascularInstitute,Guangghou,PeoplesRepublicofChinaJ:TransvenousMitralCommi-

ssurotomy:Longterm followupandrecentmodification,AMERICAN HEART ASSOCIAT10N 40TH

ANNUALMEEATING (1986,ll,DALLAS)･

中村隆澄,井上寛治,北村文夫,宮本信昭 :ProstheticValveEnd9Carditisの外科治療一特 に房室弁位の

Translocastion法について1..第48回日本循環器学会中国四国地方会 (61.ll).

6. 一般的胸部疾患 .

カレッド･レシャード:胸部疾患における CT の役割と応用.榛原医師会 (61.1).

森田 浩,坂本益雄,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,乾 健二,カレッド･レシヤード:胸部Ⅹ線上,びま

ん性陰影を呈し,自然軽快示した1症例.第10回びまん性肺疾患研究会 (61.2).

人見滋樹,三上理一郎 :びまん性肺疾患の鑑別診断をめぐる最近の諸問題.臨床と解剖セミナー (61.3.18).

船津武志,塙 健,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,池田貞雄 :巨大肺嚢

胞症の治療.第26回日本胸部疾患学会総会 (61.4).

桑原正喜,小林 淳,福瀬達郎 :前縦隔病変に対する新しい診断的アプローチ Transsternalpunch biopsy

(TSPB)の評価.同上学会 (61.4).

山中 晃,高橋憲太郎,加藤弘文,′岡田慶夫 :気道上皮及び気管支腺の再生過程に関する実験的研究.同上学

会 (61.4).

千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰

二,松延政一,外相聖一,清水慶彦 :肺全摘後の横隔膜 ･胸郭運動の検討.同上学会 (61.4).
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千厩幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰

二,松延政一,外相聖-,清水慶彦 :巨大ブラ症の横隔膜 ･胸郭運動の検討.同上学会 (61.4).

住友伸一,三宅正幸,山崎文郎,池 修,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,

伊藤元彦,人見滋樹,松延政一,五十部潤,渡部 智,清水慶彦 :開胸手術の胸郭運動への影響.同上学会 (61.

4).

塙 健,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管軟化

症の実験的研究.同上学会 (61.4).

瀧 俊彦,辻 宏明,竹田秋郎,倉田昌彦 :中葉症候群手術例の検討.第 3回呼吸器外科研究会 (61.5).

糸井和美,カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,平田敏樹 :高齢者の開胸術の検討.同上学会 (61.5).

北野司久,辰巳明利,藤尾 彰 :小児胸郭変形症に対する外科療法の検討- 特に PLA利用上の術式の改良

について.第23回日本小児外科学会総会 (61.5).

辻 宏明,倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎 :自然気胸の女性症例.第139回近畿外科学会 (61.5).

桑原正喜 :自然気胸の診断と治療.第48回大阪呼吸器疾患懇話会 (61.5).

カレッド･レシャード:びまん性陰影の読影のポイント.医師会講演 (61.5).

人見滋樹 :気管吻合のコツ.第26回手術手技研究会 (61.6.7).

朝田完二, 中村隆澄, 宮本信昭,他6名 :肺犬糸状虫症の1例.第21回日本胸部疾患学会 中国四国地方会

(61.6).

吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一一郎,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥 :両側性胸郭出口

症候群の1例.第138回静岡県外科医会集談会 (61.6).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:術後乳び胸の治療経験.同上医会 (61･6).

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁,小林 淳 :化膿性縦隔炎の 1治験例- Parasternd縦隔 ドレナージ法-

第29回日本胸部外科学会関西地方会 (61.6).

玉田二郎,和洋 仁,小林 淳,千葉 渉 :気管支嚢腫を伴う気管支閉鎖症の1切除例.同上学会 (61･6).

岡田賢二,寺町政美,江崎 寛,奥村典仁,井上律子,伊東政敏,小林君美 :急速にのう胞を形成 し,自然気

胸をくり返 した若年気胸の1例と,肺一胸壁ゆ着への一考察.同上学会 (61.6).

住友伸一,三宅正幸,山崎文郎,池 修,五十部 潤,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康

一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :両肺同時手術症例の胸郭運動.同上学会 (61.6).

千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰

二,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :骨性胸郭に手術侵襲を加えた症例の横隔膜 ･胸郭運動の検討.同上学会

(61.6).

山崎文郎,河原崎茂孝,乾 健二,池 修,五十部 潤,千原幸司,三宅正幸,住友伸一,中村達雄,青木

稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :肺分画症 6例の検討.同上学

会 (61.6).

糸井和美,カレッド･レシャード,平田敏樹,高橋 豊,乾 健二 :虚血性心疾患既往者に対する胸部外科手

術の経験.同上学会 (61.6).

塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,官本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞

雄 :自然血気胸18例の検討.同上学会 (61.6).

横堀 徹,塙 健,安田雄司,小鯖 覚.宮本好博,二宮和子, 畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞

雄 :感染を合併した巨大肺嚢胞症の検討.同上学会 (61.6).

中野 豊,カレッド･レシャード,平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,糸井和美 :当院における気管支嘱息患者

の血中ネオフイリンの日内変動について.第49回日本胸部疾患学会東海地方会 (61.6).

森田 浩,カレッド･レシャード,中野 豊,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,梅宮正志 :ブレオマイシン投

与後の肺線維症の1例.同上学会 (61.6).

糸井和美,平田敏樹,高橋 豊,乾 健二,カレッド･レシャード:気管支形成術の経験.同上学会 (61.6).

倉田昌彦,竹田秋郎,瀧 俊彦,辻 宏明,久保勝彦,室本 仁,田中蛍子,水谷 哲,鍵岡 均 :肺癌患者
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における BronchoalveolarLavage(BAL)液の中の腫療マーカーの成績について (特に CA19-9を中心にして)･

第9回日本気管支学会総会 (61.7).

北野司久,松井輝夫,山中 晃,辰己明利,藤尾 彰 :気管および肺門部気管支の狭窄に対する治療方針.同

上学会 (61.7).

畠中陸郎,塙 健,安田雄司,宮本好博,小鮪 覚,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管支鏡

による術後無気肺の治療.同上学会 (61.7).

青木 稔,和田洋己,乾 健二,山崎文郎,人見滋樹 :レーザードップラー法による気管支粘膜血流測定の検

討.同上学会 (61.7).

小鯖 覚,塙 健,横堀 徹,安田雄司,宮本好博,松原義人, 畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞

雄 :気管および主気管支の狭窄症例に関する臨床的検討.同上学会 (61.7).

乾 健二,カレッド･レシャード,高橋 豊,中野 豊,坂本益雄,糸井和美,平田敏樹,神頭 徹,和田洋

己,人見滋樹 :小児気道内異物症例7例の検討.同上学会 (61.7).

高橋 豊,平田敏樹,森田 浩,中野 豊,糸井和美,坂本益雄,乾 健二,カレッド･レシャード:術後持

続気漏に対する経気管支鏡的処置の試み.同上学会 (61.7).

塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,畠中陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:気管軟化症の実験的研究.同上学会 (61.7).

岡田賢二,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :開胸術の動機の検討.第48回中部肺癌学会

(61.7).

江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :CT による葉間胸膜の描出について.三重

大学胸部外科学教室第32回研究総会 (61.8).

千原幸司,人見滋樹 :肺のう胞症の開胸下ブラ内圧の検討.第28回気胸研究会 (1986.9).

長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,有安哲哉,富谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :特発性血気胸

3例の検討.同上学会 (61.9).

寺町政美,江崎 寛,岡田貿二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :自然気胸に対する開胸術について.同上学

会 (61.9).

平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:HFJV 換気中に発生した両

側気胸の1例.同上学会 (61.9).

辻 宏明,瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦 :当院における自然気胸の疫学的検討.同上学会 (61･9).

池田貞雄,松原 義人,小鯖 覚,横堀 徹,塙 健,安田雄司,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武

志 :気管3リング,左主気管支6リング切除を行った右肺管状刻除の1例.第39回日本胸部外科学会総会 (61.

10).

田村康一,三宅正幸,山崎文郎,乾 健二,池 修,五十部潤,千原幸司,住友伸一,青木 稔,光岡明夫,

和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :気管の腫癌性病変に対する手術術式の検討.

同上学会 (61.10).

山中 晃,朝倉庄志,高橋憲太郎,加藤弘文,渡辺和郎,中村良雄,田畑良宏,森 渥視,岡田慶夫 :胸部

CT画像を応用した左右別肺機能および肺切除術前後の肺機能の検討.同上学会 (61･10).

千原幸司,河原崎茂孝,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,室 恒

太郎,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外相聖- :巨大ブラ症の病態生理の換気力学的検討.同上学会 (61.10).

住友伸一,三宅正幸,山崎文郎,乾 健二,池 修,五十部潤,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,

田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :漏斗胸手術の胸郭運動-及ぼす影響.同上学

会 (61.10).

住友伸一,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :肺切除が

術後の胸郭運動に及ぼす影響についての検討.同上学会 (61.10).

松井輝夫,山下直己,山中 晃,辰己明利,北野司久 :胸郭変形に対するポリ乳酸プレート(PLA)を用いた

胸郭矯正術8例の検討.同上学会 (61.10).
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塙 健,横堀 徹,安田雄司,小鯖 覚,宮本好博,松原義人,他 2名 :気管軟化症の実験的研究.同上学

会 (61.10).

江崎 寛,寺町政美,岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美 :胸部 CT における 2mm スライス関数3

の有用性について.第68回日本結核病学会東海地方会,第50回日本胸部疾患学会東海地方会 (61.ll).

森田 浩,平田敏樹,中野 豊,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:当院における DPB症例の臨

床的検討.同上学会 (61.ll).

鈴木 清,カレッド･レシャード:胸水における各種マーカ-の検索 (特別報告).同上学会 (61.ll).

平田敏樹,佐藤敦夫,八木 健,森田 浩,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシヤード:呼吸不

全を呈した気管支内異物の1例.同上学会 (61.ll).

高井晶子,倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,友田恒典 :気管支肺胞洗浄液中の secretorylgA について.第28

回日本胸部疾患学会近畿地方会 (61.ll).

大野暢宏,高嶋義光,他 3名 :当院における自然気胸手術例の検討.第33回日本結核病学会北陸地方会,第22

回日本胸部疾患学会 (61.ll).

岡田賢二,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :選択的葉気管支内加圧による遷延性無気肺

の治療.第41回国立病院療養所総合医学会 (61.ll).

大野暢宏,高嶋義光,他 3名 :当院における自然気胸手術例,検討,第7回日本気管支学会合同北陸地方会

(61.ll).

桑原正喜,福蔽達郎,奥村典仁 :カニの肉による気管支内異物症.第28回近畿気管支鏡懇話会 (61.12).

桑原正喜 :両側気胸の臨床的検討.第 7回京阪神呼吸器疾患勉強会 (61.12).

カレッド･レシャード:胸部疾患の特殊検査について.榛原医師会 (61.12).

平田敏樹,森田 浩,高橋 豊,中野 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,高齢者における自然気胸およ

び気腫性肺嚢胞症の治療経験.第27回気胸研究会 (61.12).
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人見滋樹,古瀬清行,福間正博編 :気管支ファイバースコピーの実際.金芳堂,1986.7.
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源河圭一郎,他 1名 :高齢者に発見された巨大な先天性気管食道療(p･109-110ノ,気管支ファイバースコピーの

実際.近畿気管支鏡懇話会編,金芳堂 (1986).

伊藤元彦 :肺 ･縦隔腫癌.日本外科学会教育委員会編 ｢癌における腔療マーカー｣94-116,1986.

Wada,H･andMatsunobe,S･:CancerandImmunotherapy-EffectsofaHemolyticStreptococcalPrepara-

tion,Ok-432:EnhancementofSplenicNKcellActivityp･90-98,MechanismsofantitumoreffectsofOk-432,

ed.byHoshino,T･,ExceptaMedica,Amstredam,1986･

YasuhikoShimizu:MedicalApplicationofMicrobioICellsEntrappedinPolymers(145-148),Designof

MultiphaseBiomedicalMaterials1986,(61.3)･

清水慶彦 :甲状腺癌における気管合併切除 (86-87).外科診療 Question & Answers第11号,六法出版,

(61.4.18).

清水慶彦 :気管 ･食道 (394-400).最新医用材料開発利用便覧,R&D プランニング (61･7･31).

光岡明夫 (分担執筆):気管支 トイレット(p･147-148),気管支ファイバースコピーの実際.近畿気管支鏡懇話

会編,金芳堂 (1986).

桑原正喜 :フラッターバルブによるドレナージ法 (p･217-223),自然気胸.気胸研究会編,鳳鳴堂書店(1986).

前里和夫 :サルコイドーシス(p･106-108),気管支ファイバースコピーの実際.近畿気管支鏡懇話会編,金芳堂

(1986).
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藤尾 彰,北野司久,朝倉庄志,松井輝夫 :心外膜より発生した悪性線維性組織球腫の1例.日本胸部外科学

会雑誌,34(2):133-137,1986.

高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,竹内吉喜 :横隔膜神経鞘腫の1例.日本胸部外 科学雑志,

34(4):80,1986.

三宅正幸,伊藤元彦,和田洋己,瀧 俊彦,光岡明夫,人見滋樹 :HCG 産生原発性肺癌の2例.日本胸部外

科学会雑誌,34(4):519,1986.

三宅正幸,伊藤元彦,瀧 俊彦,光岡明夫,和田洋己,人見滋樹 :AFP 産生原発性肺癌の2切除例.日本胸

部外科学会雑誌,34(6):914,,1986･

山中 晃;加藤弘文,高橋憲太郎,岡田慶夫,伊藤元彦,人見滋樹 :胸部に原発した MalignantFibrousHi-

Stiocytomaの検討.日本胸部外科学会雑誌,34:210-2128,1986.

三宅正幸,伊藤元彦,和田洋己,光岡明夫,人見滋樹,渡部 智 :ミオグロビンの証明により,確定診断でき

た肺原発横紋筋肉腫の1例.日本胸部外科学会雑誌,34(12):2134,1986.

小林君美,他30名て肺大細胞癌切除例の臨床像と手術成績.肺癌,26(3):267,1986.

山中 晃,高橋憲太郎,加藤弘文,岡田慶夫,他 1名 :膿胸壁に接した胸壁原発 MalignantFibrousHistiocy-

toma.肺癌26:699-705,1986.

岡野昌彦,カレッド･レシャード,乾 健二,神頭 徹,和田洋巳 :右下葉全域に浸潤した DiffuSeFiberlei-

松原義人,二宮和子,安田雄司,塙 健,八木一之,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌にお

ける腫療マーカーの臨床的評価- TPA を中心として- .日本癌治療学会誌,21(4):744-751,1986.

松原義人,安田雄司,塙 健,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌における SCC

抗原.日本癌治療学会誌,21(5):1036-1048,1986.

藤尾 彰,北野司久,松井輝夫,朝倉庄志,辰己明利 :Bis(chloromethyl)ether被暴露者に発生した肺癌の2

症例.日本胸部疾患学会雑誌,24(1):79-82,1986.

松原義人,塩貝国雄,池田貞雄 :Tennesseeantigen･臨床成人病,16(6):215-218,1986.

山中 晃,岡田慶夫 :各種腫痔における腫癌マーカーの検出と意義- 肺癌- .臨床成人病16(6):1001-

1006,1986.

松原義人,桑原正喜,池田貞雄 :肺癌の免疫学的診断法.呼吸,5(2):190-196,1986.

北野司久,松井輝夫,辰己明利 :肺癌細胞の invivo制癌剤感受性テスト 呼吸,5(5):550-556,1986.

池田貞雄,,松原義人,畠中陸郎,船津武志 :〔特集〕肺癌の外科 ･肺癌の手術.外科診療,28(8):923-931,

1986.

北野司久,辰己明利,山中 晃,松井輝夫,山下直己,他2名 :肺癌における制癌感受性試験.外科診療,

28(8):958-963,1986.

伊藤元彦 :転移性肺腫癌の治療- 外科の立場から.外科治療,55(1):55-60,1986.

KitanoM,他 3名 :AUC-dependantcytotoxicityofcyclophosphamideagainsthumantumorstransplanted

intonudemice,∫.Clin°Biochem･Nutr･1(2):17ト179,1986.
伊藤元彦肺癌に対する隣接臓器合併切除.カレントテラピー,4(12):1472-1475,1986.

松原義人,小鯖 覚,塙 健,安田雄司,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :縦隔嚢状

リンパ管腫の3例.日本胸部臨床,45(7):611(615,1986.

玉田二郎,人見滋樹 :末期癌管理上の問題点 ･癌性胸水.臨床と研究,63(3):826,1986.

カレッド･レシヤード,乾 健二,高橋 豊,糸井和美,中野 豊,坂本益雄,鈴木 清 :原発性肺癌におけ

る扇平上皮癌関連抗原 SquamonsCellCarcinoma-RelatedAntigen の臨床的意義.日本胸部疾患学会雑誌,

24(8):878:1986.
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カレッド･レシャード:癌性胸膜炎の補助診断に有用な腫療マーカーについて･MedicalTribune,19(51):10,

1986.

K･Reshad,K･Inui,T･Takeuchi,M･Kitano,S･Hitomi:SuccessfulManagmentofMalignantPleural

EffusionwithIntraplernallnstillationofChemoimmunotherapeuticAgents,ClinicalapplicationofOK1432for

controlofcancer,167,1986.

人見液樹 :胸部悪性腫癌に対する ChallengingOperation･京都外科医報,8.7-10.1986.

源河童一郎,前里和夫,他9名 :沖縄県における胃癌死亡と肺癌死亡の逆転とその背景.国療沖縄病院医学雑

誌,7(1):27,1986.

KuwabaraM,MatsubaraY,Il"daS:Ahumantumor-specificantlgenfromlungcancer- Anewpuri-

ficationmethod- ･京大胸部研紀要,19:43,1986.

小林 淳,福瀬達郎,奥村典仁,桑原正喜,他 1名 :無気肺を呈する肺癌のX線写責所見.大阪から肺がんを

なくす会会報,15(2):9,1986.

人見滋樹 :学術集会のあり方について- 意義と発表形式- .気管支学,8(4):405-406,1986,

2.胸線,免疫

伊藤元彦 :胸腺の外科- 腫疫学と免疫学の接点.日本胸部疾患学会雑誌,24(3):2091210,1986.

伊藤元彦 :縦隔腰痛- 胸腺関連腫癌を中心に.日本胸部外科学会雑誌,34(5),69ト693,1986.

伊藤元彦 :重症筋無力症に対する外科的胸腺摘除の意義.医学のあゆみ,137(ll):873,1986.

伊藤元彦 :胸腺関連腫癌.医学のあゆみ,139(12,13),972-973,1986.

青木 稔,和田洋巳,乾 健二,山崎文郎,人見滋樹 :レ-ザ-ドップラー法による気管支粘膜血流測定の検

討.気管支学,8(4):622,1986.

3. 結 核

桑原正喜,小林 淳,岡田貿二 :慢性膿胸開窓術後の前鋸筋による胸壁再建,臨床胸部外科,6(1):86,1986･

船津武志,塙 健,安田雄司,横堀 徹,小鯖 覚,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,池田良

樵 :非結核性膿胸.臨床胸部外科,6(6):44-47,1986.

和田洋己,千原幸司,人見滋樹 :慢性膿胸の問題点- 胸部-横隔膜運動 ･呼吸機能の観点から- .臨床胸

部外科,6(6)523,1986.

辰己明利,北野司久,藤尾 彰,朝倉庄志,松井輝夫 :気管支濠を伴う胸壁穿孔性慢性膿胸に対する有茎性大

網移植片の使用経験.日本胸部外科学会雑誌,34(8):110-113,1986.

藤尾 彰,松井輝夫,朝倉庄志,辰巳明利,北野司久 :全薬剤耐性肺核症の全摘後気管支療 ･膿胸に対する大

綱及び筋肉弁充填による1治験例.日本胸部外科学会雑誌,34(8):110-113,1986.

和田洋己,人見滋樹,青木 稔,光岡明夫,田村康一,伊藤元彦 :外科的対象となった気管支結核.気管支学,

8(2),263,1986.

カレッド･レシャード,高橋 豊,糸井和美,中野 豊,森田 浩,iTi田敏樹,島田恒治 :気管支結核の治験

例の検討.結核,61(10):491,1986.

4. 人 工 材 料

渡部 智,五十部潤,清水慶彦,他 2名 :バイオ1)アクター用酵素含有マイクロカプセルの作製･人工臓器,

15(1):243,1986.

田村康一,中村達雄,池 修,水野 浩,岡田貿二,人見滋樹,清水慶彦,寺松 孝 :高含水ポリビニルア

ルコールゲルの医用材料としての基礎的研究- 生体内埋植後の変化および腸管癒着防止膜としての応用-

人工臓器,15(1):260-263,1986.

清水慶彦,渡部 智,五十部潤,他 2名 :Bioactivematerialとしてのコラーゲン合成高分子複合体- 気管

モデルによる観察- 人工臓器,15(1),299,1986.
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清水慶彦,他 1名 :呼吸不全の新しい治療法- ExtracorporealLungAssist(ECLA)- .医学のあゆみ,

136(8),593,1986.

松原義人,池田貞雄 :人工気管による気管再建.医学のあゆみ,136(10),721,1986.

池田貞雄,松原義人,小鯖 覚,八木一之,塙 健,横堀 徹,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,

桑原正喜,官本好博,安田雄司 :人工気管による気道再建の現況と将来.気管支学,8(4):421-431,1986.

清水慶彦 '･外科領域における組織接着剤 Adhesivesforsurgery.日本接着協会誌,22(2),131,1986.

KoichiTamura,HiroshiMizuno,KenjiOkada,HirofumiKatoh,ShIgekiHitomiTeramatsuTakashi,

YasuhikoShimizu:Experimentalapplicationofpolyvinylalcohoトsilicaforsmallarti丘cialvessels.Biomaterial

MedicalDevicesandArtiGcialOrgans13(3&4):1331152,1985-1986･

KoichiTamura,OsamuIke,ShigekiHitomi,JunIsobe,YasuhikoShimizu,:A New HydrogelandIts

MedicalApplication･TransactionofAmericanSocietyforArtiLcialInternalOrgans32(1):605-608(1986)･

T･Nakamura,S･Watanabe,Y･Shimizu,S･Hitomi:BioabsorbablePolymersfらrClinicalUseinThoracic

Surgery,ⅠEEETransactionsonBiomedicalEngineering,ⅠⅠ,726,1986･

5. 心 ･血 管

山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 '･人

工透析中の慢性腎不全合併例に対する弁置換術2例の検討.日本心臓血管外科学会雑誌,15(4):403,1986.

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :捕

助循環,IABPの臨床-IABP臨床9年間の成績検討-.日本心臓血管外科学会雑誌,15(5):442,1986.

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉,秋山文弥 :高

希釈体外循環における血中ヘパリン濃度測定の意義.日本心臓血管外科学会雑誌,15(5):525,1986.

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 一,有安哲哉,秋山文弥:UnstableAn-

ginaに対する CABG の成績.日本心臓血管外科学会雑誌,16(2):128,1986.

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲哉 :IHSSに対す

る経大動脈中隔心筋切除術- 手技上の工夫- .日本心臓血管外科学会雑誌,16(2):165,1986.

神谷善作,秋山文弥ほか :OP-1206･α-CD の閉塞性血栓血管炎 (バージャー病)に対する治療効果の検討.

現代医療,18(2):228,1986.

伊東政敏,奥村典仁,糸井和美,五十部潤,井上律子,小林君美 :解剖学的修正大血管位置異常症の1手術治

験例.日本胸部外科学会雑誌,34(7):1017,1986.

6. 一般胸部疾患

田村康一,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,門 政男,渡部 智,清水慶彦,

和沢 仁 :気管支内に突出したポリープ状異常血管の1治験例- レーザー照射中の大量出血例- .胸部外科,

39(5):376-380,1986.

住友伸一,三宅正幸,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,清水慶

彦 :小児気管支内異物の1手術治験例.胸部外科,39(9),727-730,1986.

藤尾 彰,北野司久,他5名 :気管腕頭動脈湊の1救命例.胸部外科,39(12):990-992,1986.

渡部 智,清水慶彦,光岡明夫,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,高嶋義光,松延政一,加藤弘

文 :アルミナセラミック肋骨接合ピンの臨床的検討- 特に胸部外傷における有効性について- .日本胸部外

科学会雑誌,34(2):220,1986.

呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外村聖-,千原幸司,清水慶彦 :セラミック肋骨ピンにより胸壁再建を行っ

た外傷性多発肋骨骨折の2症例.日本胸部外科学会雑誌,34(12):1986.

三宅正幸,伊藤元彦,瀧 俊彦,住友伸一,有安哲哉,人見滋樹,清水慶彦,他 1名 :IntravascularBrenchi-

oloalveolarTumorの1例.日本胸部疾患学会雑誌,24(1):74,1986.

安田雄司,塙 健,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,松原義人, 畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田良



昭和62.3 - 55-

雄 :オウム病の5症例.日本胸部疾患学会雑誌,24(9):1018-1022,1986.

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 -,有安哲故,高橋憲太郎,

山崎文郎 :漏斗胸に対する腹直筋有茎性胸骨翻転術の遠隔成績- とくに Plastron の生者発育性に関する検討

- .臨床胸部外科,6(1):18,1986.

光岡明夫,人見滋樹,伊藤元彦,和田洋巳,青木 稔,加藤弘文,渡部 智,清水慶彦 :漏斗胸に対する腹直

筋有茎性胸骨翻転術とその非翻転変法.臨床胸部外科,6(1):43-47,1986.

高井晶子,宝木 仁,倉田昌彦,他 2名 :補体フィルムを用いた結核補体結合反応の臨床応用.結核,61(6):

327,1986.

人見滋樹,和田洋己,秋山文弥,カレッド･レシャード,小林君美,高嶋義光,青木幸平,外村聖一,松延政

一,池田貞雄,松原義人,岡田英彦,生島宏彦,金城 明,北野司久,桑原正喜,倉田昌彦,山本博昭,玉田二

郎,源河童一郎 :Dibekacin吸入療法に関する検討- 吸入後の肺組織内および血中薬剤濃度の経時的変化を中

心に- .基礎と臨床,20(4):699,1986.

人見滋樹 :びまん性肺疾患の鑑別診断をめ ぐる最近の問題点. 臨床と解剖セミナー (84), 医学のあゆみ,

139(8):600-608,1986.

伊藤春海,人見滋樹,他16名 :間質性肺病変の CT 像.画像診断,6:8-14,1986.

朝倉庄志,北野司久,松井輝夫,辰己明利, 藤尾 彰,他 3名 :診断に難渋した肺の postin鮎mmatory

pseudotumorの1切除例.小児外科,8(6):793-798,1986.

伊藤元彦 :気管支腺の異常と疾患.肺と心,33(1),34-40,1986.

朝田完二,中村隆澄,宮本信昭,他7名 :肺犬糸状虫症の1例.呼吸,6(1):1986.

玉田二郎,人見滋樹 :乳磨胸一一この症例の治療方針.外科,48(6):554,1986.

桑原正喜,小林 淳,福瀬達郎,岡田賢二 :新しい胸腔 ドレナージ器具の考察とその臨床応用.日本胸部臨床,

45(ll):1998,1986.

MinoruAoki,Kei-IchiHirai,MotohikoItoh,andKazuoOgawa:PeroxidaseActivityinRatTracheal

Epithelium andGland･ ExperimentalandMolecularPathology･44(1):83,1986･

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :関西電力病院の胸腔 ドレナージ.ドクターズレビュー,2(7):3,1986.

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :胸膜 ドレナージ器具の開発.ドクターズレビュー,2(7):8,1986.

松延政一,室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰二,外相聖- :Morgagni孔-ルエアの1手術経験.大津市医師会

誌,Vol･9(1986.3).

松延政一 :胸部Ⅹ線読影について(Ⅰ).大津市医師会誌 Vol･9(1986･7)･

松延政一 :胸部Ⅹ線読影について(a).大津市医師会誌 :Vol･9(1986･10)･

桑原正喜 :バ ルブを用いた胸腔 ドレナージ法.関西電力病院医学雑誌,17(1,2):7,1985.

カレッド･レシャード,鈴木 清,島田恒治 :シアル酸および IAPの呼吸気疾患における炎症のパラメータ

ーとしての検討.京大胸部研紀要,19:56,1986.

カレッド･レシャード,糸井和美,高橋 豊,中野 豊,森田 浩,平田敏樹,鈴木 清 :呼吸器疾患におけ

る血清シアル酸の意義.シアル酸レポート,ll.1986.

〔胸部外科学部門主催講演会〕

FIG.Pearson,M.D.(SurgeoninChief,TorontoGeneralHospital,Canada):PresentStateofLungTrans-

plantationintheClinicalField(61･7･20ノ･

Wu･SongChang,M･D･(ChiefSurgeonofThoracicSurgeryConsultation ofShanghaiLungChest

Hospital,P･R.ofChina):ExperiencesofTreatmentofLungCancerinShanghai(61･10),
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病 理 学 部 門

1. 老化 ･結合組織研究グループ

〔学 会 発 表〕

米津智徳,樋口嘉一,小岸久美子,竹田俊男,綱沢 進,崎山文夫 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する

実験的研究 ⅩⅩⅠⅠ,マウス老化アミロイド蛋白質 (ASsAM)及びその共通抗原性物質 (apoSASsAM)の一次構造.

第75回日本病理学会 (昭61.4).

樋口嘉一,米津智徳,小岸久美子,竹田俊男,国貞隆弘,青田伸一,山岸秀夫,綱沢 進,崎山文夫 :老化促

進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 XXⅢ,マウス老化アミロイド線維蛋白 (ASsAM)cDNA の単離.

第75回日本病理学会 (昭61.4).

松下 睦,坪山直生,笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,樋口嘉一,米津智徳,芋谷厚志,竹田俊男,山本逸

雄 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅩⅣ,骨粗方症系 SAM-R/3 と P/6の血中 Ca,P,

PTH,vitD3の変化.第75回日本病理学会 (昭61.4).

秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,松下 睦,樋口京一,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウ

ス (SAM)に関する実験的研究 ⅩXV,中枢神経系の形態学的変化(2).第75回日本病理学会 (昭61.4).

秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男,木村 宏 :老化促進モデルマウス:SAM-

P/8の脳に多発する PAS染色陽性で,免疫グロブリン親和性を持つ頼粒状特異構造について.第27回日本神経

学会総会 (昭61.5).

秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,亀山正邦,松下 陸,細川昌則,竹田俊男,木村 宏 :PAS染

色陽性で免疫グロブリンに親和性を持つ頬粒状構造について- 老化促進モデルマウスにおける多発- .第27

回日本神経病理学会学術研究会 (昭61.6).

松下 睦 :老化促進モデルマウス (SAM)における加齢に伴なう諸病変とホメオスタシスー特に老化アミロイ

ドーシスと骨粗寿症について.シンポジウム<ホメオスタシスと老化>日本基礎老化学会第10回大会 (昭61.7).

八木秀雄,松下隆寿,梅沢真樹子,竹田俊男,坪山直生,松下 睦,秋山治彦,秋口一郎 :コンベンショナル

飼育下 SAM-P/8系における受動的回避反応と脳幹の海綿状変性について. 日本基礎老化学会第10回大会 (昭

61.7).

花田敬吾,梅沢真樹子,細川友秀,細野正道,光岡明夫,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の免疫応

答能 :SAM 系統間における比較.日本基礎老化学会第10回大会 (昭61.7).

内木宏延,樋口嘉一,米津智確,松下 陸,小岸久美子,竹田俊男,SAM における HDL代謝-とくにapo

A-ⅠⅠクリアランスと ASsAM沈着との関連について.日本基礎老化学会第10回大会 (昭61.7).

坪山直生,松下 睦,笠井隆一,奥村秀雄, 山室隆夫,樋口京-,米津智徳,宇谷厚志,竹田俊男,山本逸

雄 :自然発症骨粗方症モデルマウス(SAM･P/6)における血中 Ca,P,PTH,vitD3倍の変化.日本基礎老化学会

第10回大会 (昭61.7).

米津智徳,樋口嘉一,国貞隆弘,青田伸一,山岸秀夫,綱沢 進,晴山文夫,小岸久美子,内木宏延,細川昌

則,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)にみるマウス老化アミロイド症の分子遺伝学的研究.日本基礎老

化学会第10回大会 (昭61.7).

細川昌則 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発とその老化諸特性.招待講演 ･三菱化成生命科学研究所 (昭

61.8).

秋山治彦,川又敏男,杉山 博,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男 :老化促進モデルマウスSAM-P/8において

加齢とともにみられる astrocyteの増加について.第5回老年期脳障害研究会 (昭61.9).

Kimura,T･,Akiyama,H･,Sugiyama,H･,Kawamata,T･,Nakamura,S･,Akiguchi,Ⅰ･,Kameyama,M･and

Takeda,T･:MorphologiCalchangesinthecentralnervoussystem ofSAM･P/8(SenescenceAccelerated

Mouse-P/8)I X InternationalCongressofNeuropathology,1986(Stockholm,SwedenSept･7-12).

Higuchi,K･andTakeda,T･‥AnimalModels･InternationalCourseonAmyloidosis,1986(Groningen.The
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NetherlandsOct.10-ll)･

Higuchi,K･andTakeda,T･:AmyloidogenicProteinsinMice･InternationalCourseonAmyloidosis,1986

(Groningen,TheNetherlandsOct.10-ll).

〔誌 上 発 表〕

Hosokawa,M･,Phillips,P･D･andCristofalo,Ⅴ.J･:Theeffectofdexamethasoneonepidermalgrowth

factorbindingandstimulationofproliferationinyoungandsenescentWI38cells,Exp･CellRes･164:408-

414(1986)･

Ozasa,H･,Tominaga,T･andTakeda,T･=Evidenceofanestrogen-likeeffectofdehydroepiandrosteroneon

lysyloxidaseactivityinthemousecervix,ActaObstet･Gynecol･Scand･65:543-545(1986)･

Yonezu,T･,Higuchi,K･,Tsunasawa,S･,Takagi,S･,Sakiyama,F･andTakedaT･:Highhomologyis

presentintheprimarystructuresbetweenmurinesenileamyloidprotein(ASsAM)andhumanapolipoprotein

A･ⅠⅠ,FEIiSLetters203:149-152(1986)･

Kunisada,T･,Higuchi,K･,Aota,S･,Takeda,T.andYamagishi,H･:Molecularcloningandnucleotide

sequenceofCDNA formurinesenileamyloidprotein:nucleotidesubstitutionsfoundinapolipoproteinAlH

CDNA ofsenescenceacceleratedmouse(SAMJ,NucleicAcidsRes･14:5729-5740(1986)･

Higuchi,K･,Yonezu,T･,Kogishi,K･,Matsumura,A･,Takeshita,S･,Higuchi,K･,Kohno,A.,Matsushita,

M.,Hosokawa,M･andTakeda,T.:Purificationandcharacterizationofasenileamyloid-relatedantlgenic

substance(apoSASsAM)from mouseserum,J.Biol･Chem.261:12834112840(1986)･

Miyamoto,M･,Kiyota,Y･,Yamazaki,N･,Nagaoka,A･,Matsuo,T･,Nagawa,Y･andTakeda,T･:Age･

relatedchangesinlearningandmemoryinthesenescence-acceleratedmouse(SAM),PhisiologyandBe-

havior･38:399-406(1986).

Matsushita,M･,Tsuboyama,T･,Kasai,R･,Okumura,H･,Yamamuro,T･,Higuchi,K･,Higuchi,K･,Kohno,

A･Yonezu,T･,Utani,A･,Umezawa,M･andTakeda,T･:Age-relatedchangesinbonemassintheSenes-

cenceAcceleratedMouse(SAM):SAMIR/3andSAM-P/6asnewmurinemodelsforsenileosteoporosis,Amp

J･Pathol･125:276-283(1986)･

Higuchi,K･,Yonezu,T･,Tsunasawa,S･,Sakiyama,F･andTakeda,T･:Thesingleproline-glutaminesub-

stitutionatposition5enhancesthepotencyofamyloidfibrilformationofmurineapoA-II,FEBSLetters･

207:23-27(1986)･

Akiyama,H･,Kameyama,M･,Akiguchi,Ⅰ･,Sugiyama,H･,Kawamata,T･,Fukuyama,H･,Kimura,H･,

Matsushita,M･and Takeda,T･:FAS-positive,granularstructuresincreaseinthebrain ofSenescence

AcceleratedMouse(SAM),Actaneuropathol.72:124-129(1986)･

Higuchi,K･,Matsumura,A･,Takeshita,S･,Yonezu,T･,Honma,A･,Higuchi,K･,Hosokawa,M･and

Takeda,T･:A new senileamyloid丘brilproteinanditsputativeprecursorinSenescenceAcceleratedMouse

(SAM)･InGlennerG･G･etall(ed)Amyloidosis･Plenum PublishingCorporation,NewYork,pp･669-677

(1986)･

Shimizu,K･,Ishii,M･,Kasai,R･,Matsushita,M･,Yamamuro,T･,Higuchi,K･andTakeda.T･:Amyloid

depositioninthearticularstructuresofsenescenceacceleratedmouse(SAM),ⅠnGlennerG･G･etal･(ed)

Amyloidosis･Plenum PublishingCorporation,New York,pp･679-682(1986ノ･

Higuchi,K andTakeda,T･:Animalmodels･InAmyloidosis･MartinusNijhoffPublishers,KluwerAca-

demicPublishersGroup,Dordrecht/Boston/Lancaster,pp･283-291(1986)･

Higuchi,KandTakeda,T･:AmyloidogenicProteinsinMice･InAmyloidosis･MartinusNijhoffPublishers,

KluwerAcademicPublishersGroup,Dordrecht/Boston/Lancaster,pp･311-316(1986).
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2･ 肺表面活性物質研究グループ

〔学 会 発 表〕

鈴木康弘,小岸久美子,藤田菓子 :豚肺サーファクタントアポ蛋白に対するモノクローナル抗体の作成.第75

回日本病理学会総会 (昭61年 4月).

藤田菓子,小岸久美子,鈴木康弘,大川軟- :豚肺表面活性物質アポ蛋白に対するモノクローナル抗体産生-

イブリド～マ移植マウスの肺所見.同上.

大川欣一,鈴木康弘 :ナジ反応に関する研究 (第8報)･本態についての再検討- ヒト白血球ペルオキシダ

ーゼ並にウシ肝カタラーゼの関与- .同上.

大川欣一,鈴木康弘 :ラット大腸上皮細胞の細胞化学的研究(1),ペルオキシダーゼ分布の消長- 骨髄性白血

病との対比- .同上.

〔誌 上 発 表〕

Y･Suzuki,K･Kogishi,Y･Fujita,T.KinaandS･Nishikawa:Amonoclonalantibodytothe15,000dalton

proteinassociatedwithporcinepulmonarysurfactant･ExpILungRes･ll:61-73,1986･

Y･Suzuki,K･Kogishi,Y･Fujita:Ultrastructurallocalizationanditspossibleroleonthesurfaceactivlty

ofthe15,000daltonproteinassociatedwithpigPulmonarysurfactant.J･JpnMedSoc.Biol.Interface17:76-

82,1986･

Y･Suzuki,T･Curstedt,G･Grossmann,T･Kobayashi,R･Nilsson,K･Nobara,andB.Rebertson:Therole

oflow-molecularweight(≦15,000daltons)apoproteinsofpulmonarysurfactant･Eur･J.Respir･Dis69:336-

345,1986･

中井栄一,鈴木康弘 :赤血球 ･膜における膜内粒子 (IMP)分布の分析. 日本界面医学会雑誌, 17:53-60,

1986.

C)

細 菌 血 清 学 部 門

〔学 会 発 表〕

桂 義元,西川伸一,雨且 孝 :T細胞系幹細胞の絶対数の測定.第48回日本血液学会総会,昭61年 4月,宿

良.

西川伸一,桂 義元 :長期骨髄細胞培養中のB前駆細胞の頻度について.同上学会.

Katsura,Y.,Kina,T･,Amagai,T･,Tsubata,T･,Takaoki,M･andNishikawa,S･:Limitingdilutionana-

lysisofstem cellsforT･celllineage･6thInternationalCongressofImmunology.July1986,Canada･

Hosono,M･,Kina,T･,Takaoki,Y･andKatsura,Y･:NeonataltolerancetoMIsantlgenSinthethymus:

AntigenspeciBcItyandeffectsofMHC-haplotypesoftolerance-inducingcellsandchimerism ofthymiclym-

phocytes･6thInternationalCongressoflmmunology･July1986Canada･

Nishikawa,S･,Hirayoshi,K･,Kina,T･,andKatsura,Y･:Transitionfrom Dexter'slongtermbonemarrow

culturetolongterm licellculture･ 6thInternationalCongressoflmmunology.July1986,Canada･

Kina,T･,Nishikawa,S･,Hirayoshi,T.,-Takaoki,Y･andKatsura,Y･:EnrichmentofT-Stem cellsinthe

spleenofirradiatedandmarrow reconstitutedmouse･July1986,Canada.

Tsubata,T.,Nishikawa,S･,Katsura,Y･,KumagaiS,.andImura,H･:SelectionofBcellrepertoirereactive

againstDNA innormalmice･6thInternationalCongressoflmmunology･July1986,Canada･

Hirayoshi,K.,Nishikawa,S･,Kina,T.andKatsura,Y.:CharacterizationsofB cellprecursorsinDe光-
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ter'slongterm bonemarrow culture･ 6thInternationalCongressoflmmunology･July1986,Canada.

桂 義元,善納辰夫,高沖悠子,西川伸一 :T細胞系幹細胞の解析と定量.第16回日本免疫学会総会,昭61年

12月,東京.

細野正道,喜納辰夫,桂 義元 :MHCクラスⅢ反応性胸腺細胞における新生仔免疫寛容誘導.免疫寛容と胸

腺細胞キメリズムとの関連について.同上学会.

西川伸一,鍔田武志,菩納辰夫,桂 義元 :Idiotope及び anti-idiotopeによる idiotope産生の増強-まず

networkの法則の現象論的把握に向けて.同上学会

喜納辰夫,雨貝 孝,西川伸一,広川勝星,桂 義元 :全身及び部分照射マウスにおけるT細胞機能分化の解

柿.同上学会.

鍔田武志,西川伸一,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :正常マウスおよびループスマウスにおける抗 DNA

抗体産生B細胞レパー トアの研究.同上学会.

平芳一法,喜納辰夫,西川伸一,桂 義元 :′n7′2'froでのB細胞の分化と免疫グロブリン遺伝子の多様化 同

上学会.

小川峰太郎,北村幸彦,平芳一法,善納辰夫,西川伸一,桂 義元 :長期骨髄培養を用いた Scidマウスの異

常についての解析.同上学会.

雨貝 孝,喜納辰夫,西川伸一,今西二郎,桂 義元 :単一幹細胞に由来する胸腺細胞の機能的分化(続報).

同上学会.

Tsubata,T･,Nishikawa,S･,Kumagai,S.,Imamura,H.andKatsura,Y･:Studyofanti-DNA repertoirein

normalandlupusmice･ New horizonsinanimalmodelsforautoimmunedisease･ March1986,Tokyo･

鍔田武志,桂 義元,井村裕夫 :抗 DNA レパートアの研究- 交差反応性の起源について.第36回日本ア

レルギー学会総会,昭61年10月,岐阜.

〔誌 上 発 表〕

桂 義元 :Tリンパ球系幹細胞,Medicallmmunology,12(1),9-17,1986･

Katsura,Y･,Kina,T･,Amagai,T･,Tsubata,T･,Hirayoshi,K,,Takaoki,Y･,Sado,T･andNishikawa,S･:

Limitillgdilutionanalysisofthestem cellsforT celllineage･ J･ImmunOl･,137,2434-2439,1986.

｢ ~Hosono,M･,Kina,T･,Hosokawa,T･andKatsura,Y･:Neonataltoleranceinductioninthethym ustoMHC-ノ
classI1-associatedaritlgenS.Ⅰ.PreferentialinductionoftolerancetoMIsantlgenSandresistancetoallo-MHC

antigens･ Cell･Immunol･,103,ト10,1986･

Hosono,M･andKatsura,Y∴Neonatalt()leranceinductioninthethymustoMHC-classI1-associatedan-

tigens. II･SignificanceofMHC-antlgenSinanti-MIstolerance･Cell･Immunol･,103,11118,1986･

Hosono,M･,Fujiwara,M･andKatsura,Y･:Age-relatedchangeofspleencellsparticlpatinginMHC-

homozygousFlantいparentmixedlymphocytereactions･Dev･Comp･lmmunol･,10,585-595,1986･
Nishikawa,S･,Sasaki,Y･,Kina,T･,Amagai,T･andKatsura,Y･:A monoclonalantibodyagainstIgh6-4

determinant･ Immunogenetics,23,137-139,1986･

鍔田武志,西川伸一 :B細胞の初期分化.臨床免疫,8,227-233,1986.

平芳一法,西川仲一 ･･細胞遺伝子 ･免疫一一バイオテクノロジーの基本- ,Stem sellの長期培養とB系細

胞のクローニング.医学のあゆみ別冊,1391145,1986.

〔著 書〕

西川伸一,鍔田武志 :B細胞の分化.免疫の研究 (山村雄一編),同文書院,191-203,1986.

桂 義元 :遅延型過敏症を媒介するT細胞 (TDTH)･ 免疫の研究 (山村雄一編),同文書院,173-187,1986.
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細 胞 化 学 部 門

〔学 会 発 表〕

K･M･Yamada,K･Nagata,S･Saga,B･A･Bernard,S･S･Yamada,D･W･Kennedy,W･-T･Chen,andS･K･

Akiyama:MembraneInteractionswithfibronectinandcollagen･The26thannualmeetingoftheAmerican

societyforcellbiology･1986･11月,Washington,D･C･,USA･

K.M.Yamada,S.K･Akiyama,M･J･Humphries,K･Nagata,S･Saga,S･S･Yamada,T･Hasegawa,DIW･

Kennedy,K･OldenandW･-T･Chen:Fibronectin- A molecularanalystsOfcelladhesion･ Lecturein

Linderstrom-1angconference,1985,11月,Helsinki,Finland･

永田和宏 :細胞-フィブロネクチン相互作用におけるコラ-ゲンの関与.日本動物学会ワークショップ ｢動く

-その機構と制御｣,昭和61年7月,東京.

K･NagataandK･M･Yamada:Phosphorylationandtransformationsensitivityofamajormembrane･

associated,collagen-bindingproteinoffibroblasts･第45回日本癌学会総会,昭和61年10月,札幌.

永田和宏,佐賀信介,K.M.Yamada:コラーゲン結合能を持った細胞膜蛋白質は,新しい heatshock蛋白質

である.第39回日本細胞生物学会,昭和61年10月,東京.

大川欣一,鈴木康弘 :ナヂ反応に関する研究 (第8報)本態についての再検討- ヒト白血球ペルオキシダー

ゼ並びにウシ肝カタラーゼの関与- .61年度第75回日本病理学会総会 (於東京).

大川欣-,鈴木康弘 :ラット大腸上皮細胞の細胞化学的研究.(I)ペルオキシダーゼの分布の消長- 骨髄性白

血球との対比.61年度第75回日本病理学会総会 (於東京)

K.OhkawaandY.Suzuki:M-Nadireactioninleucocytesasrevealedbyelectronmicroscopy･XXICon一

gressoftheInternational SocietyofHaematology(1986;inSydney,Australia)

K.OhkawaandY.Suzuki:Occurrenceofgiganticperoxisomesinagedfemalerathepatocytes(Falk

Symposium,1986LiverWeek;EaselSwitzerland･)

UmeharaH,KumagaiS･,NamiuchiS･,IshidaH･,FujitaT･,SuginoshitaT･,ImuraH･,andMaedaM･:

AbnormalitiesofIL-2prodllCtioninMCTD,PSSand SLEpatientsassayedbyanovelhumanT-cellclone･

6thInternationalCongressoflmmunology,Toronto,Canada･July,1986･

SanoH･,KumagaiS･,YodoiJ･,UchiyamaT.,MaedaM･,andImuraH･:AntibodiestoIL12receptorin

seraofSLEpatients･6thInternationalCongressoflmmunology,Toronto,Canada･,July1986･

梅原久範,熊谷俊一,披内俊三,石田 博,藤田 宗,杉之下俊彦,前田道之,井村裕夫 :PSSにおけるIL･

2産生能の異常-Ⅰし2依存性ヒトT細胞を用いた解析.第16回日本免疫学会総会,東京,1986年12月.

熊谷俊一,波内俊三,佐野 銃,鍔田武志,梅原久範,石田 博,東 二郎,杉田昌彦,井村裕夫,淀井淳司,

板村繁之,畑中正一,前田道之 :全身性エリテマトーデス (SLE)患者における HTLV-Ⅰ感染の意義.同上.

多賀谷温,笠原 忠,前田道之,近藤信雄,羽室淳繭,淀井淳司 :ADF(ATL-derivedfactor):Heterogeneity

andtargetcellspecificity･同上.

前田道之,有馬直道,岡本祐之,相原万里,城野憲二,松岡雅雄,服部俊夫,高月 清,内山 卓,生田宏一,

清水 章,本庶 佑,淀井淳司 :成人T細胞白血病(ATL)細胞のIL･2依存性および非依存性増殖のATL発症

における意義.第45回日本癌学会総会,札幌,1986年10月.

笠原勝幸,山室隆夫,山本逸雄,前田道之,多賀谷温,淀井淳司 :培養 ATL細胞における骨吸収促進因子の

産生.同上.

多賀谷温,岡田雅文,野間隆文, 中郁智之,掘 利行,前田道之, 内山 卓,本庶 佑,笠原 忠,淀井淳

司 :ATL 由来因子 (ADF)の heterogeneity:ADF と Ⅰし1αの関係について.同上.

梅原久範,熊谷俊一,披内俊三,石田 博,藤田 宗,井村裕夫,杉之下俊彦,前田道之 :自己免疫疾患にお

けるIL-2産生能の異常-ILl2依存性ヒトT細胞株を用いた解析.第14回日本臨床免疫学会総会,東京,1986年

6月.
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前田道之 :成人T細胞白血病(ATL)細胞の増殖とⅠし2受容体の発現異常.第 2回東洋紡分子生物学研修会,

京都,1986年7月.

〔誌 上 発 表〕

K･M･Yamada,S･K･Akiyama,T･Hasegawa,E･Hasegawa,M･J･Humphries,D･W･Kennedy,K･Nagata,

H･Urushihara,K･OldenandW･-T.Chen:Recentadvancesinresearchonfibronectinandothercellattach-

mentproteins･ JICelLBiocheml28:79J97(1985)･

T･Hashida,J･Sagara.Y･IchikawaandK･Nagata.･Plasmamembranespurifiedfrom myeloidleukemia

cellsbeforeandafterdifferentiation･I･Characterizationofspectrin-likeproteinsandincreasedassociaitionof

actin.Exptl.CellRes･164:481-491(1986).

K.NagataandK･M･Yamada:Phosphorylationandtransformationsensitivityofamajorcollagen-binding

proteinofGbroblasts･J･Biol･Chem･261:7531-7536(1986).

K･Nagata,S･SagaandK･M･Yamada:AmaJorcollagen･bindingproteinofchickembryofibroblastsisa

novelheatshockprotein･J･CellBiol･103:223-229(1986)･

永田和宏 :コラーゲンレセプターとレセプタ一間相互作用.蛋白質核酸酵素,32(3):227-238(1987).

Sano,H･,Kumagai,S･,Namiuchi,S･,Uchiyama,T.,Yodoi,∫.,Maeda,M･,Takatsuki,K･,Suginoshita,T･

andImura,H･:Systemiclupuserythematosusseraanti･lymphocytereactlVlty:DetectionofantibodiestoTac

antigenpositiveT celllines･Clin･Exp･Immunol･,63:8-16,1986･

Kondo,S･,Shimizu,A.,Maeda,M･,Tagaya,Y･,Yodoi,J･andHonjo,T･:Expressionoffunctionalhuman

interleukin2receptorinmouseTcellsbyCDNA transfection･ Nature.320.･74-77,1986･

Sabe,H･,Rondo,S･,Shimizu,A.,Tagaya,Y･,Yodoi,J･,Kobayashi,N･,Hatanaka,M･,Matsunami,N･,

Maeda,M･,Noma,T･andHonjo,T･:Propertiesofhumaninterleukin-2receptorsexpressedonnon-1ymphoid

cellsbyCDNA transfection.Mol･Biol･Med･,2:379-396,1984･

Namiuchi,S.,Kumagai,S･,San°,H･,Yodoi,J･,Uchiyama,T･,Ikai,K･,Imura,H･andMaeda,M･‥A

humanTcelllineestablishedfrom apatierltWithSezarysyndrome:Applicationforassayofhumaninter-

1eukin2(lL-2)･J･Immunol.Methods,94:215-224,1986･

Noma,T･,Nakamura,T･,Maeda,M･,Okada,M･,Taniguchi,Y･,Tagaya,Y･,Yaoita,Y･,Yodoi,J･and
Honjo,T･:Interleukin1mRNA invirus-transformedTandBcells･B･B･R･C･,139:353-360,1986･

前田道之,淀井淳司 :IL-2とIL-2レセプターの遺伝子支配.生体防徹,3:31-41,1986.

前田道之 :成人T細胞白血病 (ATL)細胞の増殖とIL-2受容体の発現異常.実験医学,10:905-907,1986.

〔著 書〕

永田和宏 :白血病細胞のアクチン.｢続生化学実験講座｣(日本生化学会編),第6巻 (細胞骨格の構造と機能),

東京化学同人,112-116(1985).

永田和宏 :白血病細胞のアクチン結合タンパク質.同上第6巻,259-266(1985).

K.M.Yamada,S.K.Akiyama,T.Hasegawa,E･Hasegawa,M･J･Humphries,D.W.Kennedy,K･Nagata,

H.Urushihara,K.OldenandW.-T.Chen:Recentadvancesinresearchonfibronectin.in"Extracellular

matrix:structureandfunction''Alan良.Liss,Inc･199-217(1985)･



- 62- 京大胸部研紀要 第20巻 第1,2号

臨床肺生理学部門

〔学 会 ･研 究 会〕

久野健忘 :各種肺疾患.<座長発言>第26回日本胸部疾患学会総会,1986.4.

大井元晴,陳 和夫,栗山隆信,平井正志,久野健忘,佐川弥之助,奥井克治,堀川禎夫 :過換気後の髄眠時

における無呼吸の型の変化.第26回日本胸部疾患学会総会,1986.4.

陳 和夫,大井元晴,平井正志,栗山隆信,山岡新八,西川忠男,松尾晃次,平田博通,久野健忘,佐川弥之

助 :低酸素負荷の睡眠時呼吸に及ぼす影響.第26回日本胸部疾患学会総会,1986.4.

平井正志,大井元晴,栗山隆信,陳 和夫,中村吉法,木村哲郎,福井基成,久野健忘,佐川弥之助 :閉塞陛

無呼吸に対する鼻 CPAPの有効性.同上,1986.4.

川上賢三,平林正孝,三嶋理晃,中川正清,久野健忘 :ランダム波オシレーション法による COPD における

気道および肺胸郭インピーダンスの周波数特性の解析.同上,1986.4.

川添隆司,加藤幹夫,他 :びまん性肺出血の1症例 (肺 ･腎生検とその免疫状体法による検討).同上,1986.

4.

山岡新八,栗山隆信,平井正志,大井元晴,陳 和夫,久野健忘,佐川弥之助,他 :肺性心の病態評価 (201Tl

J心筋シンチ SPECTの導入).同上,1986.4.

大井元晴 :睡眠時呼吸障害.第7回胸部疾患セミナー,1986.4.

平井正志,大井元暗 :睡眠時無呼吸症候群の治療等に対する睡眠時の呼吸の変化.佐島カンファレンス,1986.

4.

越久仁敬,大井元晴,久野健忘 :呼吸調節系のダイナミックレンポンス特性.京阪神肺機能研究会,1986.5.

安田隆三郎,吉田 仁,他 :StanfbrdA 型解離性大動脈癖の手術経験について.第21回滋賀県循環器疾患研

究会,1986.5.

坪井裕志 :大阪日赤の肺癌の5年生存例について.大阪から肺癌をなくす会,1986.5.

新林成介,高橋康広 :ツベルクリン反応陰性化を伴った成人百日咳の1例.第27回日本胸部疾患学会近畿地方

会,1986.6.

平田博通,竹内 亮,李 勝弘,久野健忘,佐川弥之助 :胸部腎の1症例.同上,1986.6.

福井基成,吉田 仁,栗山隆信,佐藤公彦,越久仁敬,久野健忘,佐川弥之助 :胸腺ならびに胸腺腫摘出1年

半後に発症した重症筋無力症の1例.同上,1986,6.

福永隆文,大井元晴,平井正志,陳 和夫,栗山隆信,久野健忘,佐川弥之助 :睡眠時高度の CO2 蓄積を認

めた脊椎カリエスによる慢性呼吸不全の1例.同上,1986,6.

木村哲郎,松尾晃次,栗山隆信,平井正志,祝 爾誠,陳 和夫,山岡新八,李 勝弘,大井元晴,久野健志,

佐川弥之助 :アルミトリンと肺理学療法が奏効した結核後遺症慢性呼吸不全の1例.同上,1986.6.

堀川禎夫,平井正志,栗山隆信,陳 和夫,祝 商誠,大井元晴,久野健忘,佐川弥之助 :Acetazolamideが

奏効した閉塞型睡眠時無呼吸症候群の1例.第27回日本胸部疾患学会近畿地方会,1986.6.

白川太郎,梅宮正志,加藤幹夫,他 :超合金噛息の原因物質の検討 (Ⅲ).同上,1986.6.

梅宮正志,加藤幹夫,川上貿三,中川正清,他 :Im鮎m-atoryPseudotumorの1例.同上,1986.6.

福田正悟,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :肺アスペルギルス症術后に発症したアレルギー性気管支肺アスペルギルス症

の1例.第29回日本胸部外科学会関西地方会,1986,6.

渡田正二,安田隆三郎,吉田 仁,西川忠男 :大動脈弁原発腫癌の1例.同上,1986.6.

鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :Ⅰ期肺小細胞癌の2例.大津赤十字病院集談会,1986.6.

鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :呼吸不全を伴なった急性発症の重症肺炎の1例.滋賀県感染症懇話会,1986.

6.

加藤幹夫 :く特別講演>低酸素性肺血管収縮反応.第25回日本肺癌学会中国四国地方会,第21回日本胸部疾患

学会中国四国地方会,1986.6.
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加藤幹夫 :酸塩基平衡.第 4回実践肺機能講座,1986.6.

鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :Ⅰ期肺小細胞癌の2例.第26回滋賀呼吸器疾患談話会,1986.7.

加藤幹夫 :<教育講座>人工呼吸と換気血流比.第8回人工呼吸研究会,1986.7.

加藤幹夫 :血液ガス ･酸塩基調節.第26回臨床肺機能講習会,1986.8.

加藤幹夫 :クリニカルフィジオロジー,肺結核 (含術後).同上,1986.8.

安田隆三郎,他 :高令薯 (70才以上)開心術症例の検討.第23回京滋奈良循環器懇和会,1968.8.

藤田 準,小中義照,水谷 哲,鍵岡 均,田中豊子,藤田正憲,福井基成 :肺内に多発性結節を反復した

Non-HodgkinLymphomaの 1例.第120回日本内科学会近畿地方会,1986.9.

田中萱子,福井基成,鍵岡 均,藤田正憲 :MedicalBullectomyが奏効した,VanishingLungによる急性呼

吸不全の1症例.第28回気胸研究会,1986.9.

福田正悟,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :肺アスペルギルス症術後に発症したアレルギー性気管支肺アスペルギルス症

の1例.大津赤十字病院集談会,1986.9.

市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,大谷 博 :巨大ブラと気道との交通について.第39回日本胸部外科学会総

会,1986.10.

坪井裕志,市谷延雄,弘野慶次郎,木下 隆 :肺癌手術125例の検討一特に予後とそれを左右する因子につい

て.第27回日本肺癌学会総会,1986.10.

〔学 会 発 表〕

大井元晴 :シンポジウム睡日民と呼吸,睡眠時無呼吸の上気道の開存性について.第23回日本臨床生理学会総会,

1986.10.

越久仁敬,大井元晴,久野健忘,佐川弥之助 :呼吸調節系のダイナミック･レスポンス特性.第23回日本臨床

生理学会総会,1986.10.

川上賢三,平林正孝,中川正清,三嶋理晃,久野健忘 :ランダム波オシレーション法による COPD における

気道および肺胸郭インピーダンスの周波数特性の解析.同上,1986.10.

越久仁敬,久野健忘,佐川弥之助 :呼吸調節系のダイナミック･レスポンス特性.呼吸調節研究会,1986.10.

題久仁敬,佐川弥之助 :肺小細胞癌の化学療法.滋賀医学会,1986.10.

久野健忘 :ランダム波オッシレーション法を用いた呼吸器系の換気力学的検査.第4回 ｢呼吸の ME研究会｣

1986.ll.

三嶋理晃,川上賢三,福永隆文,山間新八,久野健忘 :樹脂キャス トによる実測気管支分岐に基づく肺の換気

力学特性の研究.同上,1986.ll.

三嶋理晃,福永隆文,山岡新八,久野健忘 :133Ⅹ e一持続注入法による肺の換気血流分布の測定.第28回日本胸

部疾患学会近畿地方会,1986･ll.

陳 和夫,大井元晴,平井正志,栗山隆信,祝 爾誠,山岡新八,松尾晃次,関野 -,久野健忘 :過換気発

作回復過程に低酸素血症を呈 した過換気症候群の1例.同上,1986.ll.

平井正志,栗山隆信,陳 和夫,大井元晴, 祝 蘭誠,福永隆文,平田博通, 中村吉法,田中嘉人,久野健

蕊 :手術により中枢型無呼吸の消失をみた Arnold-Chiarimalformationの1例.同上,1986.ll.

平林正孝,吉田 仁,川上賓三,三嶋理晃,中川正清 :肺胞蛋白症の1例.同上,1986.ll.

福永隆文,川上賢三,山岡新八,三嶋理晃,久野健忘,気道および肺胸郭インピーダンスに対する呼吸相の影

響について.同上,1986.ll.

鍵岡 均,的崎早智子,田中豊子,水谷 哲,福井基成,藤田正憲 :両側肺炎及び呼吸不全を呈した高度の気

管 ･気管支狭窄を認める Tracheobronchopathiaosteochondroplasticaの1例.同上,1986.ll.

足立規子,市谷延雄,坪井裕志,他 :ステロイド治療にもかかわらず 2年の経過で肺機能障害の進行 した過敬

性肺炎の1例.同上,1986.ll.

河北誠三郎,梅宮正志,加藤幹夫,他 :血性心嚢液で心シンポナ-デを呈した結核性心膜炎の1例.同上,

1986.ll.
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藤村直樹,梅宮正志,

白川太郎,梅宮正志,

田中 茂,梅宮正志,

臓炎と推定された1例.

梅宮正志,加藤幹夫,

川添隆司,梅官正志,

験例.同上,1986.ll.

川添隆司,梅官正志,

京大胸部研紀要 第20巻 第1,2号

加藤幹夫,他 :びまん性肺散布影を伴った結核性腹膜炎の1症例.同上,1986.ll.

加藤幹夫,他 :気道過敏性測定法の比較検討.同上,1986.ll.

加藤幹夫,他 :リンパ球刺激テストにより,セファゾリン (CEZ)による薬剤誘起性肺

同上,1986.ll.

他 :高槻赤十字病院における在宅酸素療法の検討.同上,1986.ll.

加藤幹夫,他 :経気管支鏡的アンフォテリシンB注入による肺アスペルギローマの2治

加藤幹夫,他 :MalignantSchwannoma のびまん性肺転移と考えられた1症例.同

上,1986.ll.

的崎早智子,福井基成,鍵岡 均,田中埜子,小中義照,藤田正憲 :M.Kansasii症の治療中に縦隔腫膚の形

成をみた CMLの1症例.同上,1986.ll.

木下 隆,市谷延雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :Tracheobronchopathiaosteoplasticaの2例.同上,1986.ll.

越久仁敬,佐川弥之助,他 :横隔膜破裂の1例.故賀呼吸器疾患談話会,1986.ll.

木下 隆,市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :心嚢憩室症の1例.第140回近畿外科学会,1986.ll.

木下 隆,市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :気管支カルチノイドの2例.第22回日本赤十字社医学会総会,

1986.ll.

坪井裕志,市谷廻雄,弘野慶次郎,木下 隆 :肺癌手術125例の予後とそれを左右する因子についての検討.

同上,1986,ll.

市谷麹雄 :肺癌の症状と胸部X線.大阪から肺癌を無くす会,1986.ll.

藤田正憲 :啄疾分離株の各種ニューキノロンMIC比較-ニューキノロンの基礎と臨床.第 1部 ｢タリビッド

の臨床検討｣,1986.ll.

稲垣暢也,南方 保,福井基成,水谷 哲,鍵岡 均,田中畿子,藤田正憲 :急性呼吸不全,DIC,急性腎不

全を呈するも救命しえた粟粒結核の1例.第121回日本内科学会近畿地方会,1986.ll.

安田隆三郎,他 :自然気胸手術症例の臨床的検討.第27回滋賀呼吸器疾患談話会,1986.ll.

前川豊行,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :CT にて経過を観察し得た多発性肺膿癖の1例.同上,1986.ll.

杉田隆彰,安田隆三郎 :解離性大動脈痛 (DE BAKEYⅢ型)の-緊急手術例について. 第4回滋賀救急医療研

究会,1986.ll.

川上賢三,平林正孝,吉田 仁,中川正清 :ランダム波オシレーション法による COPDにおける気道および

肺胸郭インピーダンスの周波数特性の解析.第1回兵庫県立病院学術集談会,1986.ll.

平井正志,陳 和夫,栗山隆信,祝 商誠,大井元晴,久野健忘 :閉塞型無呼吸症候群に対する,酸素投与効

果の投与前評価に関する検討.厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究鑑総会,1986.12.

越久仁敬,佐川弥之助 :呼吸調節系のダイナミック･レスポンス特性.西部肺機能同好会,1986.12.

前川豊行,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :CT にて経過を観察し得た多発性肺膿癌の1例.大津赤十字病院

集談会,1986.12.

加藤幹夫 :呼吸調節異常と肺機能.第5回実践肺機能講座,1986.12.

田中嘉人,平井正志,大井元晴,井村真理 :Relapsingpolychondritisの1例.第9回臨床肺生理学部門研究

会,1986.12.

鍵岡 均,的場早智子,福井基成,水谷 哲,田中聖子,藤田正憲 :両側肺炎および呼吸不全を呈した高度の

気管気支狭窄を認める Tracheobronchopathiaosteochondroplasticaの1例.同上,1986.12.

大成功- :慢性呼吸不全に合併した SIADH の1例.同上,1986.12.

新林成介 :慢性呼吸不全の外来管理について一一日験4例を中心に一一.1986.12.

市谷延雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男,稲葉宣雄,鍵岡 朗,奥井克治 :LMOXの気管支組織内濃度･

同上,1986.12.

平林正孝,吉田 仁,川上貿三,中川正清,三嶋理晃 :CDDP 投与時の消化器症状に対する対策について.

同上,1986.12.
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福田正悟,鎌苅邦彦,

例.同上,1986.12.

吉田 仁,平林正孝,

西川忠男,市谷廼雄,

鎌苅邦彦,前川豊行,

越久仁敬,柴垣昌史,
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前川豊行,土肥佳郎 :malignantteratomaの brainmetaに対するVAN療法の-著効

用上質三,中川正清,武田善樹 :縦隔原発の胎児性癌 1症例.同上,1986.12.

弘野慶次郎,坪井裕志,稲葉宣堆,鍵岡 朗 :肺胞上皮癌の1例.同上,1986.12.

福田正悟,土肥佳郎 :肺底癌陰影と間違われた下行大動脈蛇行の1例.同上,1986.12.

山田紀彦,佐川弥之助 :横隔膜破裂の1例.同上,1986.

島田一恵 :低酸素負荷及び肺血管床減少の血管外肺水分量に及ぼす影響.同上,1986.12.

安井浩明 :ヒト肺におけるインターフェロンによるインドールアミン酸素添加酵素の誘導とその意義.1986.

12.

三嶋理晃 :StudiesonthePeripheralPulmonaryCirculationTimeinCOPD･同上,1986.12.

山間新八,栗山隆信,平井正志,久野健忘,他 :慢性肺気腫とびまん性汎細気管支炎の肺性心と肺循環諸量に

関する検討.第32回閉塞性肺疾患研究会,1987.1.

川上賢三,平林正孝,吉田 仁,中川正清,三嶋理晃,久野健忘 :Asymmetricalbranchingmodelを用いた

呼吸インピーダンスの周波数特性の解析.第32回閉塞性肺疾患研究会,1987.1.

久野健忘 :第1回近畿呼吸器疾患談話会当番幹事及び司会.1987.2.

吉田 仁,川上賢三,平林正孝,中川正清 :Klinefelter症候群を合併した前縦隔発生の胎児性癌の1例.節

46回日本肺癌学会関西地方会,1987.2.

川上賢三,吉田 仁,平林正孝,中川正格,安田隆三郎 :化学療法が奏効し切除し得た胸壁原発 MFH の1

例.同上,1987.2.

田中 茂,梅宮正志,加藤幹夫,他 :血中VIP高値を伴い,WDHA症候群を呈した肺小細胞癌の1例.同上,

1987.2.

安田隆三郎 :破裂性腹部大動脈癖の2手術治験例.第5回滋賀救急医療研究会,1987.2.

〔臨床肺生理学部門主催講演会〕

CliffordW･Zwillich,M･D･:ProfessorofMedicineTheMiltonSHerseyMedicalCenterthePennsylvania

StateUniversity･慢性閉塞性肺疾患の鑑別診断について,1986.9.18.

干 潤江 :中国医科大学呼吸内科教授,中国におけるサルコイド-ジスについて.1986.10.24.

[誌 上 発 表〕

佐川弥之助 :滝島 任編集,臨床医のための病態生理学講座.呼吸器,分担執筆,22,肺水腫,メジカルビュ

ー社,東京,1986.

佐川弥之助 :透過性肺水腫.臨床水電解質,1-1,113-118,1987.

佐川弥之助,久野健忘,加藤幹夫,浅井信明,佐藤公彦,大井元晴 :臨床呼吸器病学 ･第2報 (分担執筆),

1986.

久野健忘 :CO2 ナルコ-シス,今日の治療指針.302-304,1986.

久野健志 :<話題の新薬>塩酸ナロキソン.現代医療,Vol.19:440-447,1987.

久野健忘,佐川弥之助 :Bohr効果.臨床水電解質,Vol･6(3):300-301,1986.

加藤幹夫 :換気促進剤.臨床水電解質,Vol･5:257-260,1986.

加藤幹夫,肺水腫 ･病態分類と治療法.麻酔科 QandA,岡田和夫,沼田克雄編,78-81,金原出版,1986.

大井元晴 :第7回胸部疾患セミナーテキスト睡眠時呼吸障害.1986.

大井元晴,陳 和夫,栗山隆信,平井正志,久野健忘,佐川弥之助,石村孝夫,若林 章 :過換気後の低酸素

血症.呼吸,6:95-100,1987.

成瀬 矛,八木晴夫,三谷恒雄,段野貴一郎,今村貞夫,福井基成,大井元晴 :間質性肺炎を合併した皮膚筋

衣.皮膚科紀要,82:157-163,1987.
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市谷辿雄,弘野慶次郎,坪井裕志 :巨大ブラの手術後に認められた呼吸機能の改善について.呼吸5:99-

104,1986.

周防正史,岡田憲夫,市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,樋渡章二,佐々木正道,高橋陸長 :胸陸内甲状腺腫

の1例.日本胸部臨床,45:343-347,1986.

弘野慶次郎,市谷延雄,坪井裕志 :胸水のX線像.大阪から肺癌を無くす会会報14,1986.

佐藤公彦 :肺胞気道系の感染防御機構一物理的防御機構と粘液線毛系.日本臨床,Vol.45,No･3,450-455,

1987.

佐藤公彦 :A良DS.現代医療,Vol.18,1599,1986.

佐川弥之助,佐藤公彦,越久仁敬,吉田 仁,市谷廼雄,坪井裕志,弘野慶次郎,中川正清,三嶋理晃,川上

貿三,平林正孝,安田隆三郎,他 :胸部外科領域における術後 NA872液の投与経験.薬理と治療,Vol･15,No･

1,395.-405,1987.

三嶋理晃,川上貿三,福永隆文,山間新八,久野健忘 :樹脂キャス トによる実例気管支分岐に基づく肺の換気

力学特性の研究.第4回 ｢呼吸の ME研究会｣誌,1986.

中川正清,吉田 仁,平林正孝,川上賢三 :NA872液の呼吸器疾患に対する治療経験.薬理と治療,Vol･15

No･2,371-379,1987.

山岡新八,平井正志,栗山隆信,大井元暗,久野健忘,佐川弥之助,他 :COPD における運動負荷時の心機

能の検討 (RI心プールスキャンによる).厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣ 調査研究粧 (昭和60年度研究報告),

104′-107.

坪井裕志,市谷廼雄,弘野慶次郎,佐々木正道 :Tracheobronchopathiaosteoplastica の2例.日本胸部疾患

学会雑誌,24:1151-1154,1986.

堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫,平井正志,栗山隆信,陳 和夫,祝 爾誠,大井元晴,久野健

忘,佐川弥之助 :Acetazolamideが有効であった閉塞型睡眠時無呼吸症候群の1例.和歌山赤十字病院医学雑誌,

第4号,62-67,1986.

平井正志,大井元晴,栗山隆信,陳 和夫,久野健忘,佐川弥之助 :睡眠時における経皮 PC02 の変化.厚

生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班 (昭和60年度研究報告),45-49.

平井正志 :酸素吸入の睡眠時呼吸異常に及ぼす影響.呼吸,Vol･5･(10),1150.-1155,1986･

平井正志,大井元晴,栗山隆信,陳 和夫,祝 蘭誠,久野健忘 :睡眠時無呼吸にどう対応するか.呼吸と循

環,34巻12号,1275-1282,1986.

薬 剤 部 ■門

〔学 会 発 表〕

岸本育子,谷川原祐介,安原真人,奥村勝彦,掘 了平,川勝一雄,西村浩一,川合 満,武山正治,山岡

宿 :疾患時の薬物動態と薬効(20)-ペイジアン推定法における採血時間および母集団パラメータの影響-.日本

薬学会第106年会 (1986.4.3.千葉).

川勝一雄 :薬物血中濃度モニタリングと薬物相互作用一一テオフィリン.第 2回近畿病院薬剤師会 TDM 懇

話会 (1986.7.5.大阪).

国府典子,岩川精吾,奥村勝彦,掘 了平,武山正治,石田俊彦 :ガベキサート,修飾ゼラチンによる皮下投

与インスリン安定化と作用増強.日本薬剤学会第2年会 (1986.9.25.東京).

千熊正彦,西嶋三栄子,半井達弥,市川佳代,斎藤 寛,田中善正,門 政男,泉 孝英,武山正治,川勝一

雄 :クロマズロールSを用いる気管支肺洗液中のアルブミンの蛍光定量.日本分析化学会第35年会 (1986.10.ll.

岡山).

川勝一雄,武山正治,川合 満 :市販徐放性テオフィリン製剤の吸収特性に関する比較検討.第8回日本病院

薬剤師会近畿学術大会 (1987.1.31.奈良).
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〔誌 上 発 表〕

川合 溝,川勝一雄,武山正治 :気管支拡張薬の進歩と治療の現況.TherapeuticResearch,4(6),1157-1177

(1986).

森川則文,武山正治,中野 節,戸崎洋子,上藤哲郎,小栗額二 :Thiamylalの体内動態と脳波.臨床薬理,

17,13-14(1986).


